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初恋エトセトラ










「修しゆうちゃん、俺とつき合って！」


「いいよ」


　あっさりと返ってきた言葉に、安あん藤どう愼しんは一いつ瞬しゆん自分がなにを言ったのかわからなくなった。あまりに簡単に頷うなずかれて、思わず、あれ？　と首を傾かしげる。


「修ちゃん、あの……」


「うん？」


　愼の前にある、焦こげ茶色の木目がシックな楕だ円えん形のローテーブルには、数学の教科書とノート、筆記具が散らばっている。そして愼の斜ななめ前ほどの位置に、この部屋の主人であり幼なじみの土つち屋や修しゆう吾ごがいた。彼は普ふ段だんと同じ眼まな差ざしで愼を見ている。その瞳ひとみは冷たいわけではない。やさしいと言ってもいいものだった。けれど、───いつもと変わらない、というそのことこそが愼を混乱させた。


　自分の頭のできが、あまりよくないことは、ちゃんと知っている。けれど、決死の覚かく悟ごで告げた言葉は、言いたかったことと寸分もずれていないはずだ。


　そして目の前の彼は、そんな自分とちがって、とてもできのいい頭をしている。それだけじゃなく見目も、若じやつ干かん色しき素その薄うすい髪かみと涼すずしげに整った貌かお立だちが端たん正せいで、童顔の愼と同じ高校生だとは思えないくらいに大人おとなびていた。


　そんな外見だけでなく修吾の中身も、ずっと長い間好きで好きで、それで思い余った結果の、些いささか唐とう突とつすぎるきらいはあったが、愼にとっては真しん剣けんな告白だった。


　高校生活二年目から三年目に移る春休みのいま、学年末試験が目の前だ。万年主席、生徒会長までやっている修吾に勉強を見てもらうために、末まつ尾びのほうを行ったり来たりしている愼は、彼の家を訪たずねていたのだ。春休みは宿題もないが、それがいちばん、修吾と会える都合のいい口実になる。


　そんな成績優ゆう秀しゆうな修吾が、愼の言うことを理解できないはずがない。とは思うが、実際、返ってきた答えは、軽い首しゆ肯こう。


（……つまり、通じてない？）


　ってこと？　と思い至った愼は、えっと、と言葉を繫つないだ。修吾はもしかして、自分の言ったことを、ほんとうに言葉のままに、受け取ってしまっているのかもしれない。


「あのさ、修ちゃん。俺がね、言ったのは、買い物につき合ってー、とか、用事につき合ってー、とか、そーゆーんじゃないんだよ？」


　そうじゃなくて、とふたたび言葉の意味を伝えようとする愼に、修吾はくすりと小さく笑った。その微ほほ笑えみのやさしさに混じった、それまでとどこかちがう色に気付いて、愼はどきんと跳はねた心臓を感じる。だが、それがなんなのかを考える前に、愼の頭上に影かげが差した。


「わかってるよ」


　ふいに縮まった距きよ離りで、そう言った修吾の顔が、愼の視界でぼやけた。と同時に、なにかが愼の口くち唇びるに触ふれる。そうして我に返ったときにはすでに、そのやわらかい感かん触しよくは離はなれていた。


「……ふえ？」


　愼の口から、思わず間ま抜ぬけな声が漏もれた。


（……なに、いま、修ちゃん……）


　なにをされたのかわからず、瞬まばたきもできずに固まっている愼に、修吾はなぜかおかしそうにくつくつ笑っている。それから、愼、と名前を呼んだ。


「愼が言いたいことは、ちゃんとわかってるよ。俺とつき合いたいってことは、つまり」


　言いながら、修吾はまた距離を縮める。今度は数センチだけの間を置いて、修吾は目を細めた。その、髪と同じですこしだけ淡あわい瞳ひとみの色と、そっと眦まなじりから耳にかけて添そえられたてのひらのぬくもり、それからわずかにひそめたような低い声に、愼は知らずうっとりとしそうになる。


　つ、と移動した修吾の親指の腹が、愼の口唇に触れ、撫なぜた。


「……こういうこと、だろ？」


　囁ささやきはそのまま、指が触れていた箇か所しよへ、紡つむがれた。やんわりと馴な染じませるように重なったのが、さっきと同じ修吾自身の口唇だと、今度ははっきりと愼は理解した。


　それが愼の、ファーストキスとセカンドキスと引き替えにもらった、初めての告白に対する答えだった。











　土屋修吾という人間は、昔から有名だった。愼が修吾の存在を知ったのは、もう十年以上も前、小学校に上がったばかりの頃ころだ。


　土屋家といえば、親しん戚せき筋を含ふくめ代々政界に身を置く人間が多いことで知られ、近所でも評判の家いえ柄がらだった。もちろん修吾の父親も政治家をしており、周りからの人望も篤あつい。彼の住む家も、派手ではないが堅けん牢ろうで広い佇たたずまいをしていた。


　姉がひとりいるとはいえ、その土屋家のひとり息むす子こである修吾は、すっきりと整ったさわやかな見目と人当たりのよさから友人も多かった。さらに当時から同級生たちより、ぐんと頭ひとつ抜ぬけてしっかりしていた修吾は、大人たちからの評判もよかったようだ。


　だが、そのときの愼にしてみれば、政治家がどうの、家柄がどうの、という事情など、さっぱりわからない。周りの評価などもとからそう理解していなかった愼には、ただ目の前の本人だけがたしかなものだった。そして、小学五年のときに初めて同じクラスになった修吾本人に心が攫さらわれるのは、おもしろいほどにたやすかった。


　もちろん勉強もスポーツも彼はほかの同級生より秀ひいでていた。だがそれだけじゃなく修吾は、学校の外で数人のともだちと遊ぶ、そんなときにも愼の心を鷲わし摑づかみにした。たとえば、ふたつのチームに分かれてなにかを競うようなゲームをすると、必ず修吾のいるほうが勝った。それは偶ぐう然ぜんなどではなく、ほとんど修吾の力と言っても過言ではなかった。とても小学生とは思えないような、奇き抜ばつで、けれど抜ばつ群ぐんの必勝法を持つ修吾の作戦は、その鮮あざやかさで愼を虜とりこにした。その細部までは理解できなくても、修吾のすごさだけはよくわかった。それは愼の心に、わくわくするような高こう揚よう感かんと、まるでテレビのヒーローに抱いだくような憧あこがれを教えたのだ。


　そんなふうに、自分の心を惹ひき寄せる修吾を、もっと知りたい、そしてもっと近づきたい。そんな想おもいは消えることなくずっと愼をとらえていて、それがなんとなく変化したことに気が付いたのは、中学校に上がってからだった。


　なにしろ、修吾はもてた。同級生だけでなく、上級生の女生徒にも囲まれ騒さわがれる修吾を、冷静に見ていられなくなったのが、この頃だ。すこしずつ大人っぽく成長を遂とげる女の子たちと並ぶ修吾を目にするたびに、愼の眉み間けんに滅めつ多たに寄らない皺しわができるようになった。なんだか、気持ちはむかむかするし、いてもたってもいられないような、焦あせりみたいな感情も浮うかんでくるしで、困こん惑わくばかりが深まっていた。


　けれど、そんな愼に気が付いた修吾に、「どうした？」と笑って頭を撫ぜられると、それだけでそのもやもやがなくなっていってしまう。それどころかその、自分よりもずっと早く大きくなったてのひらの感触に、ひどくどきどきした。この手にもっと触さわられたい。自分ひとりが、このぬくもりを知っていたい。


　そんな感情が、いわゆる恋こい心ごころだと愼が自覚するのに、時間はかからなかった。いままでだれにも感じたことのない想いは、それ以外には考えられないほどに、強いものだったのだ。


　けれど、顔よし頭よし性格よし家柄よし、なんて、実際そんな人間が存在することが驚おどろきなくらいの好条件が揃そろっている修吾と、平へい凡ぼんという言葉が違い和わ感かんなく似合う自分。この差はやはり、大きかった。基本的にそういうことを気にしない愼ではあったが、修吾本人のすごさも知っているだけに、自分との間にある見えない距離を、まったく感じないわけではなかった。


　けれどそれでも、幼い頃から積み重なってきた想いは、ここ数年の間に抑おさえきれないほどに膨ふくらんで、愼の中をいっぱいにしていた。


　もともと、思い込んだら一直線、行動に移さなければ気がすまない性格なのだ。


　なんとかして修吾との距離をもっと縮めたい。せめて離れたくはないと、高校受験では死ぬほど勉強して、愼にとっては超ちよう難関と言ってもいいくらいのレベルだったここを受験したのだ。結果なんとか合格して、晴れて修吾と同じ高校へ入学することができた。


　しかし案の定入学してしまえば気が緩ゆるんで、愼の成績は下から数えたほうが確実に早い場所が定位置になっていたが、修吾が見かねて時折勉強を見てくれることもあった。だが逆に、それが修吾との貴重な時間を作ってくれるということもあり、一向にやる気が出てこないというのは、問題かもしれなかった。


　もともと修吾は、家にいるときでも、父親の仕事の関係で出で掛かける用事などもあるらしく、常に多た忙ぼうな生活のようだった。だからこそ彼に構ってもらえる時間は、愼にとって貴重でたいせつなものだったのだ。けれど、二年に上がると修吾は生徒会長までもやることになり、そんな時間すら、さらに減ってしまうことになる。


　ただでさえ、進学コースのちがいから、一度も同じクラスになったことすらないのに、ますます愼の中の修吾が足りなくなっていった。その我が慢まんと不満が、積もりに積もって、想いに気付いてからおよそ五年越しの、告白、だったのだ。





　　＊　＊　＊





　小さな顔、黒目がちの大きな瞳ひとみ、小ぶりな鼻、ぷくんとした口唇。目の前の鏡に映る自分の顔の、そのどれをとっても、まだまだ幼い印象が抜けない。あと数ヶ月で十八歳になるようには、我ながらとても見えない、と愼は小さく息をついた。


　癖くせがなくまっすぐな黒い髪かみがかかる額も、滑なめらかだが丸い。なので、大人おとなっぽく見えるかもしれないと、ちょいちょい、と前髪を避よけてみたものの、あまり似合わなかった。


「……んんー」


　やっぱ、なんか、なあ……。


「愼？」


　鏡の中の自分をじっと睨にらんで唸うなっていた愼は、唐突にかけられた声に、大おお袈げ裟さなほど、びくんっと肩かたを揺ゆらした。ばっと振ふり返った先には、確かく認にんするまでもなく声の主である制服姿の修吾が立って、こちらを見ていた。なぜかたのしそうな笑えみを浮かべている修吾に、慌あわてて駆かけ寄った愼は、落ち着きなく壁かべの時計と目の前の彼を見比べた。


「あれっ？　まだ時間早いよね？　どしたの？」


「うん？　ちょっと早めに出たら、ゆっくり歩いてけるかと思ってな」


　愼の家は両親と三人暮らしの平凡な家庭で、こぢんまりとした食事処どころを営んでいる。その食堂の奥、厨ちゆう房ぼうと住居の境目の上がり框かまちで微笑わらう修吾は、その大衆的な背景とまったく合っていないのに、愼の目にはくらくらと眩まぶしい。制服姿なんてもう何度も見ているのに、いつまでたっても免めん疫えきがつかなかった。


「早く着いたのはいいけど、愼に電話しようかどうしようかって思ってたら、店の前で可か南な子こさんに会って」


「ってなんでわざわざ修ちゃんを店のほうから入れんだよお……せめて家のほうの玄げん関かんに案内してくれればいいのに」


　可南子というのは、愼の母親の名前だ。開店時間まではまだ時間があるが、店先の掃そう除じをしていた彼女と偶然会ったのだろう。それならちゃんと玄関のほうへ案内してくれればいいものを、修吾をこんな店の中へ放置するなんて。


（おかげでヘンなとこ見られちゃったじゃんかあ）


　平日の朝から修吾がこんなところにいるのは、学校へ登校するのにわざわざ愼を迎むかえに来てくれたからだ。修吾も忙いそがしい身なので、つき合い始めてからはこうしていっしょに行くのは初めてだったのもあり、余計にうれしい。


　けれど、さすがに鏡とにらめっこをしているところは、見られたくなかった。


　店の厨房に直接出られる居間のようなこの部屋の壁には、主に可南子が身だしなみをチェックするための縦横五十センチほどの鏡がかけてある。修吾を待っている間にふとその鏡が目についた愼は、思うところもありなんとなくまじまじと、自分の容姿を眺ながめてしまっていたのだ。


　だが修吾は、目を細めて笑えみを浮かべると、つと愼のほうへと手を伸のばしてきた。


「俺的にはかわいいものが見れてよかったけど？」


「へ？」


「そんなまじまじとチェックしなくたって、愼は充じゆう分ぶんかわいいよ。俺が保証する」


　そう言って、修吾の指先が、さらりと額にかかる前髪を払う。そのささやかな触ふれ合いと、間近にあるやさしい笑みに、途と端たんに愼の心臓は暴走を始めた。


「……っか、かわいいって、修ちゃん」


　連呼される言葉に、赤くなりながら愼は小さく唸うなった。


　いくら「格好いい」という言葉が似合わないとわかっていても、仮にも自分は男なのだ。「かわいい」なんて言われたいはずもない。けれどそれが修吾の口から自分に向かっているというだけで、途端に隠かくしきれないほどの、うずうずとしたうれしさが浮かんできてしまうのだ。ほんとうに、修吾を好きになってから、自分の感情は忙しい。


　それでも、笑みを返してくれる修吾に、早起きしてさっさと準備済ませといてよかった、と思っていると、ふたたび手が伸びてきて、項うなじのあたりを指先でなぞられる。その感かん触しよくに、ぞくん、と小さなおののきが背中を疾はしった気がした。


「修ちゃ……」


　修吾との普ふ段だんの身長差は、十センチほどだが、いまは段差のせいで部屋の中にいる愼のほうがわずかに高い。けれど、ほんの微かすかにてのひらに込められただけの力で、愼は修吾のほうへと傾かたむく身体からだを止められなかった。


　それがキスを促うながすものであると、ちゃんと理解できるのは、あれから何度か同じことをしたからだ。けれど軽いだけのその触れ合いでも、いつだって指先は痺しびれるように熱くなって、心臓は壊こわれたように騒ぎ出す。それでも、修吾の自分を見つめる瞳にとらえられれば、じんわりと思考は頭の芯しんのほうからぼやけてくるのだ。


　そうして幾いく度どめかのキスを重ねようとしたときだった。


「修吾くーん？　愼、ちゃんと用意できてたー？」


「……っ」


　がららっ、と音を立てて開かれた店の扉とびらから、可南子の声が飛んできて、愼はばっと修吾から離はなれた。どっくんどっくんと飛び出しそうな心臓をてのひらで押おさえながらも、眉まゆを寄せる。


（……もうちょっとだったのに）


　おかあさんのバカ。せっかく、ひさしぶりにいい雰ふん囲い気きだったのに。


　滅めつ多たにふたりきりになれないから、何度かといっても、数えるほどしかもらっていないキスの、貴重なチャンスだったのだ。


「あら、なーに、愼。修吾くんそんなとこに立たせたままで。準備ができてないんなら、上がってもらってなさいよー」


「準備くらいとっくにできてるよっ」


「気にしないでください。ちょっと話をしてたんで」


　にっこりと笑ってそう言う修吾に、可南子は、そう？　と首を傾かしげて笑い返す。昔から、大人を相手にしてもそつなく対応できていた修吾を、さすがしっかりしてるわね、と可南子もお気に入りだった。


　さっきまでとがらりと雰囲気を変えてしまった修吾を未練がましく思い、邪じや魔まをされたことに愼は密ひそかに頰ほおを膨らませる。だが、ぶつぶつ心の中でぼやいても仕方ない。準備はできているのだからさっさと登校したほうがいいだろう。「バッグと靴くつ取ってくるね」と修吾に言うと、愼は部屋の奥へ踵きびすを返した。一いつ旦たん部屋を出、すぐそこの玄関へ寄ってスニーカーをかっ攫さらい戻もどる間にも、可南子と修吾の会話は耳に入ってくる。


「悪いわね、修吾くんだって忙しいのに、愼のお迎えなんてさせちゃって。まったく小学生じゃないんだから、ひとりで行けばいいのに。ほんと愼ったら、昔から修吾くんにばっかりべったりなんだもんねえ。放っとくとすぐどっか行っちゃうし、面めん倒どうかけるけど、これからもよろしくお願いね」


「面倒なんてことないですよ。俺が好きでやってることだし、ひとりで登校するより、愼といっしょのほうがたのしいですから。俺が責任持って、無事学校まで送り届けます」


「あら、そんな大事にしてくれなくたってだいじょうぶよー？　ちょっとくらい乱暴に扱あつかっても、これでいて頑がん丈じようにできてるから」


　いつの間にかここまで育っちゃってたしねえ、と笑う可南子に、修吾はたのしそうに言葉を返す。


「ならなおさら、俺が大事にしますよ」


　さらりとそんなことを言う修吾に、どきんっとして愼は、持っていたスニーカーを厨房の床ゆかに落としながらふたりに視線をやる。すると、ちら、とこちらを見た修吾と視線が合った。


（……わざと!?）


　修吾はその一いつ瞬しゆん、目を細め口の端はしを上げて笑みを浮うかべてみせる。そのすこし揶揄からかうような笑いかたに、また鼓動が跳はねた。


「……っ」


「あら愼よかったわねー。修吾くんが大事にしてくれるんだって」


　お母さんこれで安心だわー、とずれたことを言っている母を睨にらんで、愼は呑のんだ息を吐はき出すように声を上げた。


「いってきます！」


　水色のハイカットスニーカーの、紐ひもは緩ゆるめず踵かかと側のファスナーを引き下ろし足を突つっ込むと、乱暴にじゃっと上げて、店の入り口から外へ出た。


　新学年が始まってひと月、五月のすがすがしい朝の空気が、愼の身体を包む。


「愼、待てって。せっかく迎えに来たのに、置いてくなよ」


「……修ちゃんて、たまに意地悪だよね」


　追いかけてきた修吾に、待てと言われればそのまま歩き続けることもできなくて、愼はつと足を止める。だがさっきの、わざわざ愼の反応を試ためすように可南子の前で際きわどいことを言う修吾を思い出して、すこし口を尖とがらせた。


　追いついた修吾が、愼と並んで歩き出しながら口を開く。


「意地悪？　そうか？　ほんとのこと言っただけだろ」


「……っ、ほんとのことって、ほんとのことって……」


　それに、だからといって嫌きらいになるなんてこともなく、それでも修吾を好きな気持ちは変わらない。さらっとまた、胸をときめかせるようなことを言われれば、すぐにあぐあぐと言葉をなくすしかなかった。


「それとも、愼。意地悪する俺は、嫌いか？」


「えっ、わっ」


　ふいに、とん、と塀へいに手を突いた修吾の腕うでが愼の目の前を遮さえぎって、思わず足を止めた。さらにそこへ、顔を覗のぞき込むように修吾が首を傾げてこちらを見つめてくる。さっきのキス未み遂すいも思い出して、どくんどくんと心臓が騒さわぎ出した。


「なあ愼。どうなんだ？」


「っえっ、なにがっ？」


　愼の好みど真ん中な、端たん正せいな顔の近さにどきまぎして、深く考えられずに問い返す。すると、修吾はにっこりと笑えみを浮かべた。


「だから、意地悪する俺なら、愼は嫌いになるかってこと」


「そ……っ」


　そんなわけない、と言おうとした愼は、いつの間にか他人様のお宅の塀を背に、追いつめられているような状態になっていることに気が付いた。


「ね、修ちゃんっ、あの、ここ、外だよっ」


「ん？　そうだな」


「そうだなって……っ」


　慌あわてて周りを見れば、幸いまだ人通りはない。駅へ向かうには、もう一本向こうの通りのほうからが近いからだろう。


「愼いま困ってるし、こういうの、意地悪なんだろ？　やめてほしい？　嫌い？」


　繰くり返される問いに、愼は息を呑んで、心の中で唸うなった。


（うう……っ、ああもー、なんで修ちゃん、そんな顔もかっこいいんだよ……！）


　結局、揶揄われていることはわかっても、そんな意地悪な表情で笑う顔さえ、愼には格好よく思えてしまう。それがすべてを物語っているわけだ。


「……好き」


「うん？」


「好きだよ！　だって修ちゃんだもん、意地悪されたって、好きに決まってるよ！」


　顔が真っ赤になるのが自分でもわかった。それでも、訊きかれれば愼にはその答え以外ほかにはなくて、恥はずかしさから上目に見返す。


　すると、愼のその答えを聞いた修吾は、ふっと揶や揄ゆする色を笑みから消した。やさしいだけの顔で微笑わらうと、愼のほうへ手を伸のばし、額の髪かみをかき上げる。


「よくできました」


　そしてそんなことを言うと修吾は、ちゅ、とその顕あらわにされた愼の額にキスを落とした。ふいを突いたキスに、ふえっ、と心の中で声を上げてしまう。目を瞠みはって、未まだ首から上を真っ赤にしている愼を見て、修吾はまたすこし揶揄うような色を乗せて小さく笑った。


　じゃあ行こうか、と駅の方向に促うながす修吾の横に並びながら、愼は胸の端はじっこに、ちょっとだけ納得いかない想おもいを抱かかえる。


（……修ちゃん、いまいちわかんないとこあんだよなあ）


　さっき厨ちゆう房ぼうでも思ったことだが、たまに、ただ揶揄われているだけなんじゃ、と思ってしまうことがある。反応をおもしろがられているというか、こっちは必死になって修吾についていこうとしているのに、追いついたと思ったらあっさりかわされてしまうのだ。


（……よくできましたって、さあ……）


　おでこにちゅー、は……なんというか、それなりにうれしい。額はまだ熱いままだ。


（……でもなんか、なんか……想像とちがう気がすんだけど……）


　そもそも修吾はスキンシップは多いほうで、頭を撫なぜてくれたりなんてことはいままでもよくあった。さすがにキスはなかったが、いまいちそこに、愼の思う「恋こい人びと」っぽい雰囲気を感じられない。拗すねているのをただあやされているだけのようで、物足りないというか拍ひよう子し抜ぬけしてしまうというか……。期待したぶん、スカっと肩かたすかしを食う感じとでも言えばいいのか。


　実を言うと、告白したからと言って、会う時間がそう増えたわけでもなかった。さらに、修吾の態度はといえば、なんだかつき合い出してから今日のような意地悪めいた言動が増えた気すらする。基本的に優やさしいところなんかは変わらないから、余計に修吾のそんな態度の意味がわからなくて振ふり回されてしまうのだ。


（コイビトってなんかもっとこう、こう……）


　愼の中のもやもやは大きくなるばかりだったが、そんなふうに悩なやんでみても、ほかに比べる対象もない愼には結局、さっぱりわからなかった。


　ぐるぐる考えているうちに、駅に着き、ちょうど来た電車に乗り込んだ。いつも愼が乗る時間より一本か二本早いようだが、ひとの多さはあまり変わらない。


「この時間帯っていつもこれくらいか？」


「うん、俺が乗るときも結構ぎゅうぎゅうだよ。修ちゃん早いときはもうちょっと少ない？」


　十分少々で学校最寄り駅まで着くとはいえ、このひといきれはやはりあまり気持ちよくない。修吾は愼の問いに、そうだな、と頷うなずきながら愼の手を引いた。驚おどろく間もなく、さりげなくスペースを作った修吾は、愼を扉とびら側を背に移動させる。それから愼の横のドアに手をついた。


　さっきまでの位置では、次の駅で乗客が増えたら、さらに中へ押し込まれていただろう。修吾が寄せてくれた位置は扉側の端で、ひとが乗り込んでも、すこし避よければそこから動かないですみそうだった。


　わざわざ避けさせてくれたのかと思えば、じわっとうれしくなる。ほかの乗客に迷めい惑わくをかけるでもなくスマートにやってのけた辺りも、また惚ほれ直す要因になるほど、愼の心をときめかせた。


（……こういうとこは、すごいやさしいんだけどなあ）


　あの意地悪はいったいなんなのだろう。それも修吾だから、嫌いになるなんてことはありえないのだけれど……という思考がすでにいけないのだろうか。


　またそんなことを思いながら送る視線に気が付いたのか、修吾が車窓の外を眺ながめていた整った顔をこちらへ向けた。


「？　なんだ？」


「ううんっ。あの、場所移動させてくれてありがと、修ちゃん。俺ひとりだったらちょっと無理だったよ」


　そうお礼を言うと、修吾はちょっと考えるふうに沈ちん黙もくを挟はさんで、それから「愼」と呼んだ。なに？　と首を傾かしげると、修吾はわずかに上半身を折るようにして距きよ離りを縮める。いきなり近くなった修吾の顔に、びっくりして愼は、目を瞠った。


「っえ？　修ちゃん？」


「愼、今度からもうすこし早起きして学校行け」


「へ？」


「こんな混み混みの電車危ないだろ。遅おくらせるのは無理だろうから、早めに繰り上げろ。毎日俺がいっしょに登校できればいいんだけど、しばらくはそれもむずかしいし」


　ぱちん、と瞬まばたきをした愼は、あははと笑いを零こぼした。


「修ちゃん、それは完全に心配しすぎだってば。危ないってなにが危ないんだよー。つか俺いままでずっとこれくらいのでガッコ行ってんのに、いまさらだと思うよ」


　もしかして、ひとが多いから転んで怪け我がをするかもしれないということだろうか。たしかにそれはあるかもしれないが、一応これでも運動神経だけはいいのだ。そうそう転んだりはしない。


「……愼」


　だが、そう言って笑っていた愼は、ふいにぼそっと耳みみ許もとで落とされた声に、びくんっと肩をおののかせた。さらに顔を傾かたむけた修吾の吐と息いきが、耳にかかったのだ。驚いて視線を上げると、修吾の見下ろす淡あわい瞳ひとみと目が合う。


「し、修ちゃ……、ひゃっ」


「こんなふうに、だれかに迫せまられたらどうすんだ？」


　耳にかかる髪をよけるように一いつ瞬しゆんだけ、ちゅ、と口唇らしきものが触ふれ、思わず声を上げてしまった愼は、さらにそんな問いかけをしてくる修吾を見返した。


（……って修ちゃんここ電車の中……っ）


　修吾の身体からだが壁かべになって、小こ柄がらな愼は隠かくれてしまっているかもしれないが、周りには普ふ通つうにほかの乗客がいるのだ。もちろん同じ高校の生徒もいる。


　なのに修吾は、小さく笑って耳許で喋しやべり続けた。


「こうやって、抱だきしめられそうになったり、触さわられたり、するかもしれないだろ」


「……っ、し、しないってば……！　だいたい俺、男だし、俺なんか狙ねらうようなやついるわけ……っ」


　さわさわと微かすかに耳許の髪の毛が、修吾の吐息で揺ゆれる。くすぐったいのか、もっとちがう感覚なのか、ふたつの感かん触しよくがいっしょになってわからなかった。だが、その羞しゆう恥ちと状じよう況きようから小声で反論しても、修吾は一向に離はなれてくれない。


「どうかな。愼はかわいいから、隙すきあらばってやつはいると思うけど。そういうの、ちゃんと回かい避ひできるか？」


　ぼそぼそと低く囁ささやくような声で言われることも、振しん動どうがそのまま耳の中に入ってきそうで首を竦すくめてしまう。目も潤うるんでくるのが自分でもわかった。


「……ほら、俺べつになにもしてないのに、もう耳も首も真っ赤」


「……っ」


　そんなの修ちゃんが耳の近くでそういう喋りかたするからじゃんか！　と言いたくても、段々力まで抜ぬけてきそうになっている愼には、無理だった。


　朝はまだ寒いこともあるからと、ブレザーもちゃんと着ていたが、それをいまこの場で脱ぬいでしまいたいくらい、暑い。震ふるえる手で、修吾の制服の上着を摑つかんだ。


　どうしてただ、すこしだけ体温を寄せられて、耳許で囁きを落とされるだけなのに、こんな反応を自分はしてしまっているのだろう。抱きしめられてもいない。まともなキスをされてもいない。あの最初の耳に落とされた口唇だけで、ほかは触れられてもいないのに。


　修吾の言うように、自分が電車でそんな、痴ち漢かんみたいな被ひ害がいに遭あうとは思えない。けれどもう、そんな可能性について議論するどころではなくなってしまった。


　つまり修吾はどうしたいのだろう、とぼんやり考えて、愼はこんな状況になる前に言われたことを思い出した。


（……電車、ずらす……？）


　だけど、ひとの多くなる前のなんて、いったいどれだけ早起きしなければいけないのか。基本的に朝には強いが、そんなにはりきって早く登校しても、することがない。


「……修、ちゃん……」


「そういう顔、俺以外に見せるのか？　俺以外に抱きしめられたり、触られたり、したい？」


　ふるふる、と愼は必死で首を振った。それこそそんなわけがない。


　まだ修吾は、キスしかくれていないけれど、もちろんその先だって、愼は全部、修吾としかしたくない。具体的にどうと考えているわけではないが、修吾以外なんて考えられなかった。


「愼？……ほら、ちゃんと言わないとわかんないだろ」


　首を振っただけではだめだということなのか、修吾はそんなふうに促うながす。


　どうして今日の修吾は、こんなに意地悪なのだろうか。駅までの道のりと同じように追いつめられて、またどこにも逃にげられない状況に立たされてしまった。


（……それでも結局、嫌いやだって思えない俺は、相当修ちゃんバカなのかなあ……）


　なぜ修吾がわざわざこんな場所でそこまで言わせたがるのか、それはわからないまま、愼はそっと口を開いた。


「……修ちゃん以外、は、やだよ。修ちゃんが、いい……」


　震える声で、小さく小さくそんなふうに告げた。ざわざわと朝の喧けん噪そうが溢あふれる電車内で、ちゃんと届いたかどうかというほどの微かな声だったが、これ以上大きな声は出せない。


　だが、愼は「でも」と続けた。


「……電車の時間は、変えたくないよ。俺学校そんな早く行っても、することないし……おかあさんにだって不思議がられると思うし」


　修ちゃんの心配はよくわかんないけど、と心の中で繫つないで、愼は修吾を見上げた。


「んと……そういうことにならないように、気をつける、んじゃだめかな」


　愼の言葉を黙だまって聞いていた修吾は、ひとつ息を吐ついて、「まいいか」と呟つぶやいた。


「ならなるべく、端に位置取るようにしろよ。それから、しょうがないからともだち見つけたらそいつらと固まっとけ」


「うん、わかった」


　なにがしょうがないのかもわからなかったが、こくん、と頷うなずく。すると、そっと後頭部を引き寄せられるように、顔を修吾の胸に押し付けられた。さすがにそれはまずいだろうと、慌あわてて離れようとすると、頭上から声が降ってくる。


「だいじょうぶだって、ちょっと具合悪いように見えるだけだから。……駅に着くまでに、その顔元に戻もどさないとな」


　目潤うるんだままだぞ、と言われ、う、と固まった。それも全部修吾のせいのはずなのに、こうして体温を感じると、早くなる鼓こ動どうとともに、なぜか安あん堵ど感かんも湧わいてくる。


（……俺がいちばん、わけわかんないかな……）


　修吾の意地悪や揶揄からかいに対する戸と惑まどいも、すべて最後には、彼を好きな気持ちの中に戻ってきてしまう。


　果たして修吾のこの心配とやらも、恋こい人びとに対するものなのかどうか、昔から過保護なところもあっただけに、いまいち愼にはわからない。だが、それをどう確かめればいいのかも、やはりわからなかった。











　駅から徒歩五分の道のりで、学校へは着く。その途と中ちゆうでも散々ほかの生徒に挨あい拶さつやら声やらをかけられていた修吾は、すでに生徒会長の顔だった。


　さっきまで愼に見せていた、すこし意地の悪い雰ふん囲い気きはない。それでも、さわやかに微笑わらう修吾も、そうでない修吾も、愼の中にちゃんと彼自身として違い和わ感かんなく共存しているから不思議だった。つまり、どちらの修吾も好きなのだと、そういうことなのだけれど。


（……長年の片かた想おもいは偉い大だいだよね）


　そういうのを恋こいは盲もう目もくというのだと、だれかが聞いていたらツッコんだかもしれない。


「おはようございます！　土屋先せん輩ぱい！」


「おはよう。朝から元気だな」


「おはよ、土屋くん！　今日はあったかいね」


「ああ、おはよう。天気もいいらしいな」


「土屋会長！　おはようございます！」


「うん、おはよう」


　顔見知りからそうでないのまでさまざまな人間が、修吾を取り巻いてはきゃっきゃと笑え顔がおを振ふりまいていく。修吾もいちいちそれに応こたえているからか、ひとが絶たえることがなかった。


（……すごい光景になってる）


　下げ駄た箱ばこのある昇しよう降こう口に着く頃ころには、じわじわと開いていた修吾との距きよ離りが、メートル単位にまで広がっていた。いままでも修吾と登校したことはあったが、ここまでひとで溢れてはいなかった気がする。


　ふと修吾を囲む生徒たちを見て（主に女生徒だが）、制服の新しさに気が付いた。どうやら新一年生らしい。すでに修吾は彼女たちにとってアイドル並みの人気ということか。


　さすがに、その中に交じっていく勇気はなかった。


（……なんか、いきなり遠くなっちゃった）


　どうせ棟とう自体がちがうから、下駄箱もべつで、ここで別れる予定だったし構わないのだが、それにしても、またね、を言う暇ひまもなかった。


　いくらつき合っていると言っても、恋人だと言っても、結局おおっぴらに他人には言えない関係だから、こんなとき、じくじくと胸の奥を刺さす痛みは、ひとりで耐たえるしかない。


　そのひとは俺の恋人なんですと、割って入ることも、できないのだ。


（さっきまで俺の肩かた抱だいて、顔に上った熱が治まるまで、胸貸してくれてたんだけどな……）


「……ぃだっ！」


　修吾を取り巻く女の子たちの勢いに押され、ぼんやりしていた愼は、どんっ、とその人波の一波にぶつかられて、たたらを踏ふんだ。拍ひよう子しに、上着のポケットに入れていた携けい帯たい電でん話わが落ちてしまう。かしんっ、と硬かたい音を立てて床ゆかに転がった電話を慌てて拾い上げた愼は、ふと動きを止めた。


　デザインがかわいいと選んだスクウェアな形の携帯電話から、ぷらん、とさがっているのは、ちょっと奇き妙みような、亀かめ、だった。亀のくせに赤い甲こう羅らをしていて、顔もなんだか不細工なそれは、携けい帯たいストラップだ。電話とまったく雰囲気が合っていないそれは、かわいいとは言いがたい。


　ともだちにも散々、なんだそれ、罰ばつゲーム？　と貶けなされたそれを、けれど愼は、きゅ、と大事にてのひらの中に包んだ。


　それは見目など関係なく、存在そのものが、愼にとってたいせつなものだったのだ。





　　＊　＊　＊





　時間はひと月ほど前にさかのぼる。


　春休みも終わりに近づいた四月初しよ旬じゆんのある日、愼の心は浮うかれきっていた。理由は至ってわかりやすい。───その日は、修吾との初デート、だった。


　春休みに入ってすぐに愼が告白してからこっち、やはりなかなか修吾の時間が取れず、それからひと月経たっていた。それでも、待ちに待った初めてのデート、浮かれないはずはない。


　行き先は水族館で、去年リニューアルしたそこは、なかなかの人出だったが、それなりにたのしめそうだった。


　まずは館内を回り、午後からのショーをふたつ見終わると、すでに結構な時間が経っていた。


　館内の入り口付近まで戻ってきて、手洗いに立つ修吾に先に売店を見ていると告げ、ふらふら店内を眺ながめていた愼は、携帯ストラップがずらりと下げられた、回転式の棚たなに興味を惹ひかれた。とてとてっと寄って見てみると、さまざまな種類のストラップが並んでいる。青い透とう明めいなアクリルでできたイルカや、小さなぬいぐるみ仕様のラッコやペンギンなど、かわいらしいのからシンプルなものまで、モチーフもいろいろあった。


　その中のひとつに目を留めた愼は、ふと眉まゆを寄せた。


（……亀？）


「……うわ、かわいくない」


　思わず呟きながらも、手に取ってみる。たしかに水すい槽そうの中には、亀のいたものもあった。ので、そのモチーフなのだろうが、亀のくせに甲羅が赤い。ソフトビニールのような革かわで中身はふわふわしているから、手て触ざわりは悪くなかったが、どうにも、デザインがいまいちだ。


　デフォルメされすぎていて、まるでアザラシかトドのような顔になっている。


（見ようによってはかわいー、のかなあ……？）


　首を傾かしげながら元の位置に戻そうとしたとき、ふと愼は、店の硝子ガラスの向こうに目を留めた。


　ここからちょうど見えるのは、水族館のエントランスホールだ。そのホールの入り口から入ってすぐのところに、巨きよ大だいな鯨くじらの模型が飾かざられている。その付近を通って、修吾がこちらへ歩いてくる様子が見えた。


　どれだけの雑ざつ踏とうの中でも、修吾はすぐに人目を惹く。身長は一八〇センチには少し満たないが、長い手て脚あしやスタイルのよさ、背筋が伸のびていて姿勢がいいのもあり、すらりとした印象を与あたえるのだ。それに雰囲気だけでなく、顔の造りも実際端たん正せいにできているから、なんとなく気を惹かれて見ると、それまで以上に目を奪うばわれてしまう。


　案の定、ホールを横切るだけでも、ほかの客からの視線を集めている。本人は、たぶん気付いてはいるのかもしれないが、昔からのことで慣れているのか、普ふ段だんもたいして頓とん着ちやくしないことがほとんどだった。


　むしろ、本人よりも愼のほうが、よほどその視線に敏びん感かんだ。それは、修吾のことを独ひとり占じめしたいという、単なるわがままからくるものではあるのだけれど。


　早く修ちゃん、こっちに……俺んとこに来て。


　そんなふうに思ってしまう、狭せまい心は仕方がなくて、じりじりと修吾がこちらに来るのを待っていたときだった。


　思わず「あっ」と小さく声が漏もれた。ふたり連れの女性が、修吾に話しかけたのだ。高校生には見えない。大学生か、ＯＬかといったところだろうか。彼女たちは、修吾になにか二言三言笑顔で言いながら、デジタルカメラらしきものを渡わたしている。


　にっこりとさわやかな笑みを浮かべてカメラを受け取った修吾は、鯨の模型の前に立つ彼女たちに向かって何度かシャッターを切っているようだった。すると撮とり終えた修吾のもとへ、彼女たちは笑顔で駆かけ寄っていく。


（口実だってバレバレじゃんか）


　あきらかに、なにか誘さそいをかけられている。会話までは聞こえずとも、彼女たちの表情から、それは愼にもわかった。写真を撮ってもらうことをダシに、修吾を逆ナンというわけだ。


　つきん、つきん、とさっきから胸の奥を刺す痛みに、愼はその光景から視線を外した。


　修吾が、誘いを受けると思っているわけではない。愼を置いて、そんな無責任なことを彼がするはずはなかった。けれどきっとそれは、もしもいまここにいる自分が、告白する前の、ただの「ともだち」の安藤愼でも同じだ。修吾は彼女たちの誘いをあっさりと断って、こちらへ戻もどってきてくれるだろう。それくらいには、修吾は愼のことを以前からたいせつに扱あつかってくれていた。


　けれど、だからこそ、愼の胸はこんなにも苦しい。ともだちと、それ以上の境界線は、どうやったら飛び越こえられるのだろう。……いや、飛び越えてもらえるんだろう。


　自分が、修吾の「特別」だと思うことのできる、なにかが、欲しい。


　それがなにかは、まだわからないのだけれど、それでもそんな想おもいだけは、どんどん強くなっていった。


（って、あーもう！）


　心の中で声を出して、愼は視線を上げた。ひとつ大きく深呼吸をする。


　うじうじとそういうことを考えるのは、ほんとうは好きではないのだ。頭の中がこんがらがるし、なによりも修吾に対して、笑顔でいられなくなることが嫌いやだ。


「よし！　切り替かえ切り替え！」


「なにが切り替えだって？」


「ぅわっ！」


　ぐっ、と拳こぶしを握にぎりしめた背後から、ふいに声をかけられて、愼は肩かたを揺ゆらして驚おどろいた。


「……しゅ、修ちゃん。修ちゃんて意外と気配消して近づくよね……びっくりしたじゃん」


「なーにひとりで百面相してんだろうなって思ってな。なに、力いっぱい握ってるけど、それ欲しいのか？」


「へ？」


　指さされたものに、それってなに？　と思いながら視線を向けた先は愼の手だった。そこで初めて、愼は自分がずっと手の中に握り込んでいたものに気が付いた。


「あ」


　さっきの亀のストラップを、持ったままだったらしい。


「ストラップか？　そういや愼、ケータイこの前あたらしいのに換かえたばっかだったもんな」


「うっ、うん！　そう！　あの、なんか、これかわいーかなあっとか思って見み惚とれてた！」


「見惚れ？」


　まさか修吾のナンパされる様子を見て力が入ってました、とは素す直なおに言いにくい。思わず誤ご魔ま化かすように、笑みを浮かべながらストラップを掲かかげてみせると、修吾は愼の言葉におかしそうに小さく吹ふき出した。


「めずらしい甲羅の色の亀だな。おまけに『長ちよう寿じゆ祈き願がん』ってあるけど？」


「え、長寿？」


　亀と同じ素材で作られたバンド部分をよく見ると、たしかに『長寿祈願』と書いてある。なるほどどうやら、若者向けのストラップではなかったらしい。赤い色は、縁えん起ぎのよさの演出なのかもしれなかった。


　なにがそんなにおかしいのか、まだ笑っている修吾は、首を傾げるようにして愼の顔を覗のぞき込んでくる。


「鶴つるは千年、亀は万年ってやつだろ。欲しいなら買ってやろうか」


「へっ？」


　近づいた瞳ひとみに心臓を跳はねさせている間に、愼の手にあったストラップを攫さらった修吾は、さっさとレジに足を向けてしまった。止めるタイミングを摑つかめずにいるうちに、支し払はらいを済ませた修吾に、はい、と紙かみ袋ぶくろを渡される。


「とりあえずしまっとけよ。後でつけてやるから」


「え、あ……うん」


　反射的に受け取って頷うなずいた愼は、手の中のストラップに落とした視線を、はっとして上げた。


「あのっ、修ちゃん。ありがとう！」


　あれよあれよという間に与えられてしまったプレゼントは、なんだか予想もつかなかったものになってしまった。だがそれが、修吾の手から渡されたものだと思うだけで、愼にとっては大事な大事な、この世でたったひとつのものになる。


　言いそびれたお礼を慌あわてて口にすると、修吾はわずかに眉を上げてから、ふっと微笑わらってくれた。


「どういたしまして」


　小さく首を傾げるようにして言う修吾に、愼の心の中はじわっとあたたかくなって、熱を持ったようになる。


　さっきまで燻くすぶっていたどろどろしたものが、気にならなくなったくらい、うれしい。


　そんな自分がひどく単純だという自覚もあったけれど、つき合い始めて最初にもらった形のあるものは、ひどく愼をしあわせにした。


　そうして帰り道、駅から家まで送ってもらっていた愼は、数メートル向こうに、『食事処　あんどう』という小さな看板を見て、小さく落らく胆たんした。他た愛わいのない話に夢中になっているうちに、もう家のすぐ近くまで来てしまったらしい。


　今日はこれで、修吾とお別れだ。そう思うと、胸がきゅう、と縮むように苦しくなった。


（……今日、一回もちゅーしてない）


　充じゆう分ぶんたのしい一日だった。それでも、最後の最後、別れ際ぎわになって思うのは、やっぱり、すこしだけ深い欲。キスどころか、手すら繫つなげていないなんて、あんまりじゃないだろうか。


　そもそも修吾とこんなに一日ゆっくりできたのなんて、いつぶりだかわからない。告白したときだって数時間しかいっしょにいることができなかったし、その告白からこっち、実は数えるほどしか会えていなかったのだ。電話やメールはたしかに増えたが、それだけではやはり満たされないものがある。


　会うたびに修吾はキスをくれるが、それは告白のときのそれのような軽く触ふれるだけのものだった。ちらっと会えただけだったり、あまり時間がなかったりと状じよう況きように恵めぐまれないせいもあるのだろうけれど……やっぱりちょっとさみしいと思ってしまう。


（……デート、だったんかなこれ、ほんとに……）


　ほんとうに自分は修吾とつき合っているのだろうかと、ふと不安を抱かかえてしまったりするのも無理はないかもしれなかった。


　けれどいざ、修吾との時間に終わりが近づいてくると、触れるだけのそれでもいいから、キスくらいしたいなあと、恋こい焦こがれる胸の裡うちはため息で膨ふくらんでいく。


「どうした？　なんか考えごとか？」


　つと足を止めた修吾が手を伸のばし、微かすかな風になびいて頰ほおにかかった愼の髪かみをよけるようにしながら、長い指で触れる。その感かん触しよくに、口こう唇しんが震ふるえた。


「……あ、えっと、ううん！　なんもないよ！」


　けれどキスをねだるには、恋れん愛あいスキルがなさすぎて、愼には到とう底てい無理そうだった。頰に触れたままの手にそのまま縋すがってしまいたくて、できずに、笑みを浮うかべる。


　修吾だけを一いち途ずに想い続けてきたことを、後こう悔かいなんかしないけれど、それでも、こんなとき、自分から求める術すべを知らないことは、愼をすこしだけ臆おく病びようにさせた。


「今日たのしかったなあって思い出してただけ。あの、送ってくれてありがと、修ちゃん」


　そう言うと、修吾は小さく笑う。


「愼がたのしかったんならよかった。初デート、合格？」


「え？」


　だがふとそんなことを言われ、心残りがあった愼は馬ば鹿か素直に、一いつ瞬しゆん間を置いてしまった。


「あれ、なんか不満だったか？」


「えっ、や、そんなことないよ！　そうじゃなくてっ」


　そのあの、とどう言い訳すべきか慌てている愼に、修吾の「愼」という称しよう呼こが耳に届いた。そしてさまよわせていた視線を修吾に向けた瞬間、口唇をあたたかいもので覆おおわれて、愼は目を瞠みはった。


「……っん」


　耳から項うなじのあたりにかけられた大きな手が、くい、と愼の顔の角度を変える。つられるように喉のどから小さく声が漏もれて、震えた口唇を、修吾のそれが食はむようにやわく嚙かんだ。それから、ちゅ、と湿しめった音を立てて吸われ、濡ぬれた感触に、指の先まで熱くなる。


　すると修吾の指先が、擽くすぐるように首の後ろを辿たどった。


「……っ、んっ」


　途と端たんに、ぞくん、とそこからなにかが背中に下りていくような感覚が襲おそう。反射的に目を開けた視界に入り込んできたのは、修吾の薄うすく開かれた瞼まぶたの奥の瞳だった。


（……っ）


　淡あわい色のそこに、なにか、ちりっと燻くすぶるようなものを見た気がした愼は、その強いなにかに一瞬まっすぐ射い抜ぬかれ、眩暈めまいを覚えた。首筋を辿るてのひらが、つ、と力を込める。それにまた無意識にか驚いて、愼は肩を揺らすと、修吾から離はなれてしまった。


（……いまの、なに……？）


　たぶんまだ全然、深い口くち接づけでもないはずなのに。ただ、項のあたりを撫なぜられただけで、見たことのない色を修吾の瞳の中に見つけた途端、なにもかも奪うばわれたように、身体からだの芯しんが痺しびれた。


　だがそこで、修吾を遠ざけるように腕うでを伸ばしていた自分に気が付いて、愼ははっと顔を上げる。


「……あ、あの修ちゃんっ」


「やっぱり初デートの終わりはキス、というわけで、これで合格？」


　だが修吾は、愼がなにを焦あせってしまったのかと思うほど、あっさりとそう言って笑った。どうやら、そんなに気にするほどのことではなかったらしい。


（……の、かな？）


　なんとなく疑問が残ったが、うん、と愼が頷くと、修吾は「ならよかった」と手を伸ばしてくる。くしゃ、と髪をかき混ぜられる瞬間、かすかに睫まつ毛げが震えてしまい、なぜかまた修吾の反応を気にしてしまったが、とくに気付かれた様子もなかったようだった。


「じゃあ、俺帰るな」


　やさしく頭を撫ぜた手はすぐに離れた。また電話する、と言われ、もう一度頷く。


　それから促うながされるまま住居のほうの玄げん関かんに入るまで、見送る視線を感じていた。ドアを閉める前に振ふり返ると、笑えみを浮かべた修吾が小さく手を振る。


　それに手を振り返して玄関を閉めた愼は、ふとジーンズのポケットに入れていた、携けい帯たい電でん話わに繫がれたストラップがはみ出しているのに視線を落として、えへへ、と笑みをこぼした。


　赤い不細工な亀かめ。けれどそれは、修吾という存在を介かいしただけで、とても愛いとしく思えた。


　ひとりで笑うなんてきっとはたから見れば気味が悪いだろうとは思っても、いまここに自分以外はいないのだからと開き直る。


　それくらいに、じんわりと満ちる幸福感に愼は浸ひたっていた。





　　＊　＊　＊





「……って、初デートから一ヶ月、も、経っちゃってんよー……」


　なのにこれってどういうこと、と愼はため息をついた。


　校舎の大きな窓まど硝子ガラスから差し込む午後の光は、眩まぶしい新緑とともに、季節がもうすぐ初夏を迎むかえそうなことを教えている。五月半ばのこの時季、窓を開けていなければすこし暑いくらいの気候だ。


　新学期になってから修吾といっしょに登下校できたのは、今日が初めてだった。ちゃんと会えた日なんて片手で数えられるほどだ。そりゃたまに、昼休みや放課後に会ったりはする。だがそれはほんの短い時間で、ゆっくりと過ごすことはできていなかった。それどころか、ふたりで出掛けたことなどは、あの初デート以来一ヶ月、一度もない。


　それを思うと、修吾があのデートの日、一日時間を空あけてくれたことは、ほんとうに貴重なことだったのだとわかる。修吾が忙いそがしい人間だということは承知の上なので、仕方ないとは思うのだけれど……。


（あー……修ちゃんともっといちゃいちゃしたいよー）


　それとこれとはべつ、というのがひとを好きになって厄やつ介かいなことのひとつだ。


　……キス、はあの初デートの日のあれより深いものは、もちろんもらえていない。それ以上の進展なんて……言わずもがなだ。触れるだけ、よりはすこし長いキスをもらえて浮かれていた気分は、またすこし下降気味になってしまった。


（……でも）


　あのとき、間近に見た修吾の瞳ひとみと、わずかに触れられた感触に覚えた妙みような感覚は、たしかに愼に戸と惑まどいをもたらした。なのに、思い出すたびにどこかうずうずとしたものが身体の奥から湧わいてきて、もっとあの感覚を味わいたいとさえ思ってしまう。


　だってあれは、あの感覚は、修吾がくれたものなのだ。もっと触さわってもらえたら、もっと修吾と近くなれる気がする。……修吾のとなりにいる自分にすこしは自信も持てる気がするのだ。


　自分はゲイなわけではないから、べつに同じ男にどうこうされたいという願望はない。彼を好きだと自覚してから、修吾に触ふれられたらどうなるだろうと想像してひとり切なくなったこともあった。けれどそれをほかの同性のだれかでなんて、考えただけでもぞっとしてしまう。


　修吾だけ別格なのだ。だから、修吾とつき合っているのだという、もっとちゃんとした、たしかな証あかしのようなものが欲しいのに……。


　なのに、なかなかそれを叶かなえるのはむずかしい。むむむ、と無意識に眉み間けんに皺しわが寄った。


（……ヨッキューフマン、ってやつかなコレ……）


　そんな悶もん々もんとしたものを抱かかえながら、放課後の学校で、愼は家庭科室にひとりこもっていた。なにをしているかというと、実はお菓か子しを作っているのだが、その高校生男子にしてはめずらしい趣しゆ味みには理由があった。


　お菓子が焼き上がるまでの時間を、携帯電話で撮とった写真を眺ながめながら潰つぶしていた愼は、二ヶ月前の水族館でのそれと、いまでもぷらん、とさがっている赤い亀のストラップを見比べて、話しかけでもするように首を傾かしげた。


「……つくづく、俺の全部は、修ちゃんでいっぱいだよね」


　あれは小六のときだっただろうか。一応料理人である父母の才能を継ついでいたのか、母親に教えてもらって作ったスウィートポテトが存外うまくでき、それを学校にも持っていったのだ。


　クラスメイトの反応は、驚おどろきがほとんどだったが、女子なんかはこぞって愼を囲み「今度いっしょに作ろうよー」と誘さそいまでかけてきた。しかし、一部の男子には、それがどうもおもしろくなかったらしく、「男のクセにお菓子なんか作ってんじゃねーよ」「だっせー」などと嘲あざけりを込めた嗤わらいを向けられもした。だが、負けん気も強かった愼がむっとして言い返そうとしたとき、ふと伸のびてきた手があったのだ。


　その手は、愼の前にある器から黄金色のお菓子をひとつつまむと、己おのれの口へと運んで半分ほどを咀そ嚼しやくし、うん、と頷うなずくと「うまい」と呟つぶやいた。それは当時からちょっと飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きを持っていた修吾で、彼は愼を揶や揄ゆしていた男子生徒たちを見み遣やると、にっこり笑顔を浮うかべて言ったのだ。


「男がお菓子作っちゃいけないって？　世の中のパティシエの大半はその男だっていうのに、おまえらこれからパティスリーでケーキ買うなよ」


　笑顔とは裏腹の冷たい声を向けられた男子生徒たちは、カタカナで紡つむがれた単語の意味もわからなかったらしい。


「だいたい、得意不得意なんてひとそれぞれだろ。なにが自分に合ってるかわかんない人間だって大勢いるんだから、それが見つかって大事にしてることのどこが悪いんだよ。それに俺は」


　そこで一いつ旦たん言葉を区切った修吾は、残り半分も口に放り込むと、味わうように食べてから、愼に笑いかけた。


「愼の作るお菓子、好きだよ。なんなら毎食後食べたいくらいだな。な、愼、今度はマフィン作ってきてくれる？」


「へ、あ、あっうん！　いいよ、いっぱい作って持ってくんね！」


　二個目に手を出しながらそう言う修吾に、愼は勢いよく頷いて笑った。ありがと、と微ほほ笑えまれて、さらにこちらも笑みが深まる。


　庇かばってくれたこともうれしかったが、それ以上に、ほんとうにおいしそうに自分の作ったお菓子を修吾が食べてくれることがなにより、心を浮き立たせた。自分からくっついて回ってばかりだった修吾のことを、愼のなにかで笑顔にできることが、うれしくて仕方なかったのだ。


　自分が修吾に与あたえられるものがある、それが、些さ細さいだけれど大きな、愼がお菓子を作り続ける理由だった。あれから、時折修吾のために作るお菓子は、すべて喜んで彼は食べてくれ、次はアレが食べたい、とリクエストしてくれることもままあった。


　それはいまでも変わらず、最近では、修吾が忙しく働く、生徒会室への差し入れとして持っていくようにもなっていた。修吾自身も「いつでも気軽においで」と言ってくれていたので、そのためのお菓子を、いままさに作成中だったのだ。


　懐なつかしい思い出にぼうっとしていた愼に、ピーッ、ピーッ、とオーブンが焼き上がりを報しらせる。


「あ、焼けたーっ」


　はたと顔を上げて、ひょこっとオーブンの中をガラス戸の外から覗のぞき込んだ愼は、分厚いミトンを手に嵌はめると、天板を引き出した。


　途と端たんに、ふわあっと香かおるのは、かぐわしい紅茶葉の匂においだ。材料を混ぜて、アルミを敷しいた天板に生き地じを流し込み焼いたそれは、アールグレイの紅茶葉を使った簡単なケーキだった。材料は卵に砂糖にバターに薄はく力りき粉こ、ベーキングパウダーといった至って普ふ通つうのものだし、紅茶葉はティーバッグのものだから、お金もかからない。あとは、粗あら熱ねつがとれたらアルミ箔はくをはずして、切り分ければいいだけだ。


　見た感じ、厚みはそんなにないので、ケーキというよりは、マドレーヌやフィナンシェなどの焼き菓が子しに近いかもしれないが、我ながらおいしそうにできた。


　きっと喜んでくれるだろう修吾の顔を思い浮かべて、愼はすこししあわせを取り戻もどした。











　いざ生徒会室、と歩みを進める途と中ちゆうで、時折友人とすれちがっては、匂いにつられた彼らからお菓子を死守していると、幾いく度どめかの声をかけられた。


「あれ安藤ー、まだ学校いたのー？」


「比ひ嘉が」


　独特の調子で話しかけてきたのは、クラスメイトの、比嘉亮あき人とだ。


　どこか余よ裕ゆうのある表情が常の比嘉は、大人おとなびた雰囲気を持っていて、その笑えみもさわやかというよりは、一ひと癖くせありそうな印象を受ける。


　だれかとつるむということもなく、ひとりでいるのが多いのに、それが違い和わ感かんを感じさせない。性格もよく摑つかめない感じだが、周りに馴な染じんでいないかといえばそうでもなく、修吾とはまたすこしちがったタイプでもてそうな男だった。よく愼に話しかけてくるのだが、相手をしてみると意外とたのしく、クラスの中では親しくしているほうかもしれない。


「そんなうまそうな匂い振ふりまいて、どこ行くの？」


「どこでもいいだろ。つうか比嘉こそ、めずらしいじゃん。いつもＨＲ終わったらすぐ帰んのに」


「今日はちょっと時間空あいたから、ゆっくり放課後の時間を堪たん能のうしてたの。なあ安藤、せっかくだから俺と遊びに行こうよー」


「やだ」


　抱だき込むように肩かたに腕うでを回されて、愼は素そっ気なくそれを払はらうと首を振った。べつに比嘉と遊びたくないわけではないが、単にそんなことよりも修吾に会いに行くほうが重要なだけだ。


「俺用事あるし。比嘉モテんだから女の子でも誘えば？」


「冷てーなあ、安藤。……用事って、その手に持ってるものが関係あんの？」


「そんなんどうでもいいだろ」


　お菓子作りが趣味なのを悪いことだとは思っていないが、だからといって、自分から吹ふいて回る気もなかった。とくに比嘉は、飄々とした性格から見て、知られたらなにかしら言われそうだし、と愼は話を打ち切るように、手を上げた。


「じゃ俺急ぐから。また明日なー」


「安藤のけちー」


　歩みを再開させる背に、そんな声が聞こえたが、言葉ほど刺とげのある感じはしなかったので、ちょっとだけ振り返って小さく笑い手を振った。なんだかんだ、ぽんぽん言いたいことを言える友人なのでありがたいが、それでも修吾とは比べものにならない。目的地にたどり着く前に、いつまでも寄り道をしていたくはないのだ。


　ひょこっ、と顔を覗かせた生徒会室の中は、なんだかざわざわとせわしなかった。


（忙いそがしいのかなー……？）


　それにいつもより、ひとが多い気がする。見慣れない顔も多くあり、ブレザーである制服がまだあまり馴染んでいない様子から、新一年生だろうか、と首を傾げた。


　ひさしぶりに訪れた生徒会室に、らしくなく躊ちゆう躇ちよしていると、あれ、と声がかかる。


「安藤じゃん～。ひさびさー。あ、なに、お菓か子し？　お菓子だーっ」


「うおっ、ほんとだ、すげーいい匂い！」


「安藤くんのお菓子、わたし大好きーっ」


　ひとりに見つかると、わらわらと数人が愼を囲むように寄ってくる。生徒会役員は、ほとんどが愼と同級生で、顔馴染みだった。こうして、愼が差し入れを持っていくと、嬉き々きとして構ってくれる。


「これなに？　なんだっけこの匂い」


「アールグレイの紅茶ケーキだよ。いっぱいあるからさ、息いき抜ぬきにみんなで食べて」


　ケーキを入れてきた箱を取り出し、開けてみせると、おお、と歓かん声せいが上がる。小さなカップに入れてきた生クリームもいっしょに差し出し笑った愼に、となりから覗き込んでいた女子役員が、ふいに「もーっ」と声を上げた。


「安藤くん、かわいーっ。癒いやしだわ。この殺さつ伐ばつとした生徒会室の中で、オアシスだわ」


「え、えっ？　ちょっ」


　決定、という言葉と同時にきゅっと頭を抱かかえ込まれるように抱きしめられた。完全に男扱あつかいはされていないが、それでも同い年の女の子の腕の中に囲われれば、困こん惑わくばかりでいっぱいになり、愼は目を白黒させた。


「おまえー、んなことしてっと会長さまの怒いかり買うぞー」


「そうすっと俺たちが困んだぞ。その辺でやめとけよ。安藤がかわいいのはわかるけど」


「それに安藤も固まってんじゃん」


　頭上から降ってくるそのほかの声に、ようやく「あれ、ほんとだ。あ、ゴメンね？」と腕を解かれる。あは、と愼は顔を赤くしながらなんとか笑い返した。


　それから、入れ替かわり立ち替わり、顔を知っている生徒会役員が入り口付近の愼のところへやってきては、ケーキをつまんでそれぞれ声をかけてくれた。サンキュー、というお礼の言葉と共に頭を撫なぜられたり笑顔を向けてくれたりと、忙いそがしい中でもかわるがわる構ってくれる。


　けれど、やっぱり気になるのは、まだ一度もこちらへ近づいてきてはくれない修吾のことだった。最初姿が見えないと思っていたら、奥の準備室に引っ込んでいたらしい。だがそこから出てきても、随ずい時じだれかに指示を与えたり、パソコンに向かって作業をしていたりと、ひどく忙しそうだ。


（……タイミング悪かったかなあ）


　いつでもおいで、とは言ってもらっているものの、実際こうして生徒会長の仕事をしている修吾を見ると、ただのほほんとお菓子を差し入れしている自分は、場ば違ちがいなのではないか、とも思えてくる。


　それに、さっきまで自分にも気さくに話しかけ相手をしてくれていた役員たちも、それぞれの仕事に戻れば真しん剣けんな横顔を見せていて、彼らが、修吾が選んだ優ゆう秀しゆうな仲間なのだということがよくわかった。


　そもそも自分では、あの輪の中に入ることはできない。いくらこうして友好的に迎むかえ入れてもらえても、自分はこの場ではほんとうには馴染むことはできないのだ。


（……ああ俺、最近思考暗いよ……！）


　本来ならそんなこと、気にするような性格じゃないのに、どうしてこんなに不安定なんだろうと思う。けれど、突つき詰つめることがなぜか怖こわくて、愼はふるふると首を振った。


「あー、安藤だー」


　ひとりでぐるぐるしていると、ふと背後から声がかかって、首に腕が回ってきた。後ろから緩ゆるく抱きついてきた人間を、首だけ振り返って確かく認にんした愼は、思わず破顔する。


「あれ、水みず川かわだー。なにやってんの？」


「んー、強制連行？」


　動作だけでなく、間延びした喋しやべりかたをするのは、同じクラスの水川だった。いつもマイペースな性格で物事に動じないところがあり、話しているとたのしい。


　水川の口から出た言葉に、愼が「へ？」と首を傾かしげると、さらに背後から声がした。


「人聞きの悪いこと言うなよな。アンタがさっさと呼び出しに応じてくんねえからだろ」


「だって俺じゃなくてもべつにいーじゃん」


　水川の返しに、彫ほりの深い顔の中の、濃こいめのきりりとした眉まゆを寄せたのは、一学年下の二年で生徒会役員の都つ築づきだった。


　それはもう何度も繰くり返された会話なのか、だーかーら、と愼を挟はさんで水川に向かい合う。


「だれでもいいならそうしてるつってんだろ。いい加減あきらめて手伝ってよ」


「……はいはーい」


　わかりましたよ、と呟つぶやく水川の横顔は、心なしかすこしむくれている。どうやらなにか、都築が生徒会の仕事の助っ人を、水川に頼たのんでいるらしい。だがふと、愼の手の中のものに気が付いたらしい水川は、目を輝かがやかせた。


「なんだ、安藤お菓子作ったのかー。俺ももらっていーい？」


「うん、もちろん。どーぞどーぞー」


「やった。俺安藤のお菓子好きー」


「安藤さんていつも思うけど、ほんと一いち途ずですよね」


　はむはむとうれしそうにケーキを頰ほお張ばっている水川を見て、ふとこちらに視線を移した都築が、そんなことを言う。それに瞬まばたきをして、愼は都築を見返した。


「え？　俺？」


「ほかにだれがいんですか。けどやっぱ、予想通りこの時期忙しさピークだから、会長も大変なんだけど」


「……忙しいんだ、やっぱ」


「そりゃ選挙前なんで」


　都築の言葉に、あっそうか、と初めて愼はいまがどんな時期かに思い至った。そういえば、去年のいま頃ごろ、修吾は生徒会長に任命されたのだ。


　当時すでに、学校でも修吾の素性は有名で、しかも噂うわさにたがわない本人を知れば、彼の人気はあがるばかりだった。


　愼と修吾の通う高校は、毎年五月の下げ旬じゆんに生徒会役員選挙があるのだが、そこでたとえば、立候補者がいない場合、生徒会が推すい薦せんした人物が立候補者となり信任投票を行うようになっていた。そしてその年、立候補者は出ず───生徒会は推薦する中のひとりに、当然のように修吾を推おしたのだ。


　愼は実際見たわけではないのだが、当時の生徒会長が直々に話をしにきたらしいということだから、よほどの期待株だったのだろう。


　そしてそれから一年経ち、そろそろ修吾の任期も終わりに近づいているというわけだ。


「選挙の準備ってそんな忙しいんだ」


「つかですね、今年もまた、立候補者がいないんで、それが一番起きてほしくなかった事態っつうか。でも大方そうだろうなって予想はあったんで、やっぱりっつうか」


　つまりどういうことだろうと、いまいちわからずに愼が首を傾げると、さっさと二個目を手に取っている水川が口を開いた。


「土屋は優秀だけど、優秀すぎるからねー」


「修ちゃんが優秀……な生徒会長だからってこと？　なんかそれで問題があんの？」


「だからつまり、土屋さんの業績があまりにすごすぎて、後こう輩はいたちは後任の荷が重いわけですよ。あの会長の、下につくならともかく、後に続くのは勇気がいると」


　都築が補足して説明してくれたことに、愼は、なるほど、とようやく事態を理解した。つまり、去年修吾がそうだったように、立候補者がいないなら、生徒会でだれか推薦者を選ばなければならないわけだ。


　だが、修吾の一年間の仕事が優秀すぎて、よほどの人物でない限り、プレッシャーを感じて断られてしまう可能性大、ということなのだろう。その選出に手間取っているのかもしれない。


「そっかあ。大変なんだ……」


　ならやっぱり、いま訪ねてみたのは間が悪かったのだろう。窓際の席で、役員に渡わたされた資料を受け取り、なにか相談している修吾を見て、愼はひとつ息をついた。それからふと、さっきから疑問に思っていたことを訊きこうと都築に向かって口を開く。


「なあ都築、あのさ。あれって、一年生だよな？　なんであんなたくさんいんの？」


「え？　ああ、あれはまあ、なんつうか、臨時スタッフみたいなもんすかね」


　聞くと、どうやら生徒会というものは、万年人手不足らしく、そのため常時雑事を手伝ってくれるスタッフを、一いつ般ぱんの生徒から募ぼ集しゆうしているとのことだった。生徒会が配るプリントなどにお報しらせが載のっているはずだと言われたが、その辺は意識がスルーしていたのか、愼の記き憶おくにはなかった。


「ふーん……じゃあ、それで新一年生があんなに来てんの？　すげーね、みんなやる気に満みち溢あふれてんだ」


　生徒会執しつ務む室の端はしのほうに長机を寄せて作られたスペースがあり、そこでなにやら作業をしている一年生を見て、そんな感想を零こぼす。すると都築は「やる気っつうか」と続けた。


「まあ、それも土屋さんの力ですよ。ほら、去年あのひと、新聞載ったでしょ」


「って、文化祭のやつ？」


　そう、と都築が頷うなずく。去年の秋に実じつ施しされた文化祭で、生徒会が主体になって行った催もよおしもので得た利益を、修吾はチャリティーに募ぼ金きんした。その功労を称たたえられて、修吾は代表として県から表ひよう彰しようを受け、その様子が新聞に載ったのだ。


「あれ、相当今年の入学志願者数に影えい響きようしたらしいから」


「顔、載ってたもんねえ、でかでかと」


　三個目を口にしている水川が、しみじみと言う。


「……じゃあ、修ちゃん目当て……」


　やっぱそうか、と今朝の登校時を思い出して、そんな予想を立てていた愼はぽつんと呟いた。新一年生にあそこまで人気があったのにも、一応理由はあったらしい。


「生徒会のために会長には餌えさになってもらいますよ。安藤さんには悪いけど、土屋さんの任期があけるまで、もうちょい我が慢まんしてください」


　べつに俺に悪いことなんてないじゃん、と思わず言いそうになって、愼は口を噤つぐんだ。相変わらず、どこででも修吾はもてもてだ。わかっていてももやもやする心は生まれるけれど、だからといってここで、都築に当たってもしょうがない。


　そこでふと、一年生の塊かたまりの一部が、こちらをちらちらと見ていることに気が付いた。


（……うお、なんか、睨にらまれて、る……？）


　どうにも好意的な視線には感じられず、思わず目線を避さける。すると、ひそめたような声が聞こえてきた。


　ひそひそと「あのひとだれ？」「さあ」「つかセンパイなの？　見えないんだけど」などと交かわされる言葉は、それでも自分に向かっているからか、耳につく。どうやら、生徒会役員でもなく、かといって臨時スタッフでもなく、手伝いもせずにいる愼に疑問を持っていたらしい。


　訊かれたところで、自分の立場をどう答えていいのかなどわからなかったが、やっぱ場ば違ちがいだよね俺、といたたまれない気分が大きくなってきた。


「なんかお菓か子しみたいの持ってなかった？」


「持ってた。あー、もしかして土屋先輩の追っかけなんじゃないのお」


「えー、抜ぬけ駆がけかよ、男のくせに」


「つか、直接訊いてみる？」


　続く会話に、えっ、と愼は驚おどろいた。慌あわててまた一年生のほうを見ると、すぐ近くに、ちょっと濃こいめのメイクを施ほどこした女子生徒たちが、こちらを見て立っていた。膝ひざ上うえというよりは股また下したから測ったほうが早いのではないかと思えるスカート丈たけや、ちょっと明るめの髪かみの毛や雰ふん囲い気きから、いまどきの女子高生そのものの感じを受ける。この高校に入学したのなら、それなりに成績はいいのだろうが、普ふ通つうなら、こんな生徒会などに興味を持ちそうには見えなかった。


「ねえ、ちょっと訊いてもいい？」


「……って、俺？」


「そう、あんた」


　とても初対面とは思えない話しかけかただ。訊かれることはわかっているが、そもそもどう答えるかを、愼は迷っていた。


（……ともだち、が無難かなあ。クラスはちがうし、幼なじみってのも曖あい昧まいだよね）


　それがいちばん妥だ当とうかもしれない。それにしても、人見知りしない自分が言うのもなんだが、最近の女子高生は物もの怖おじしないというかなんというか、なぜこんなに自信ありげなのだろう。


「あんた、一年？　手伝いじゃないの？」


「えーと、俺はね」


「愼は俺の関係者だよ」


「修ちゃん……」


　ふいに、そこへ入ってきた声に、愼はそちらを見た。にっこりと笑えみを浮うかべて、修吾がまた数歩、近寄ってくる。


「一年でもないし、役員でも手伝いでもないけど、必要な人員なんだ」


「えーっ、土屋先輩の知り合いなんですかあ？」


「うそー」


　修吾の説明に、さっきまでとちがうトーンで声があがる。よくそんなあからさまに態度変わるなあ、と半ば感心して見ていると、修吾は笑みを深めた。


「ほんとう。だから愼のことは、きみたちは構わないでいてくれるかな」


　表情はやさしいが、よく見ると目は笑っていない。きっぱりと言われた言葉を聞いて、それでも女生徒たちはその修吾の中にひそむものに気付かないのか、まだ納得のいかない様子で愼をちらちら見ていた。


「それに、こんなところで好こう奇き心を満たすよりも、きみたちには仕事があるだろ？　疲つかれたなら、ほかの子たちに代わってもらうけど？」


　だが修吾のこの一言で、生徒会室から追い出されたくはなかったのか、彼女たちは慌てて「やりまーす！」と笑みを浮かべた。おそらく、自分たちが外されて、ほかの女生徒が来るのが嫌いやだったのだろう。だから言ったじゃん、言ってない、と小声でまだなにか話しながらではあったが、おとなしく作業に戻もどったようだ。


「土屋おそーい。俺が助けようかと思っちゃったよー」


「悪かったな」


　水川の言葉に、修吾は眉まゆを上げ、いつもの口調に近い調子に戻る。その会話を眺ながめながら、助けてくれたお礼を言おうと口を開きかけ、修吾と目が合ったときだった。


「かーいちょー、ケータイ鳴ってる、ケータイー」


　役員に呼ばれ、修吾はそちらを振ふり向くと「すぐ行く！」と告げ、愼を見る。なにかを言う間もなく、伸のびてきた手に、くしゃ、と髪をかきまぜられた。だがすぐにそのてのひらは愼から離はなれ、目線でひとつ微ほほ笑えむと、修吾は踵きびすを返してしまった。


「ほんと忙いそがしい男だねー」


　水川が呟つぶやく。まだもぐもぐと口を動かしている彼は、いったい何個目のケーキを食べているのかすでにわからなかった。


「……俺、やっぱもう帰るね！」


「んん？」


　目が合った水川の疑問を含ふくんだ視線に、にこっと笑い返す。


「それ、箱ごと置いてくから、好きなだけ食べちゃっていいよ。って水川もうかなり喰くってるけど。残ったら冷蔵庫で冷やしてもたぶんおいしいからさ」


　山盛り積まれていた箱の中身は、すでに半分以上減っている。それだけ言って、愼は水川に手を振った。


　修吾が治まりをつけてくれたとはいえ、ほかの一年生からの視線も、まだなくなったわけではない。そこには、いましがたの修吾の愼に対する態度から来る、好奇以外のものもあるように思えた。


　そんな羨せん望ぼうに似た悋りん気きを向けられることに、いままでの自分なら気が付かなかったかもしれない。けれど、同じような感情を知ってしまっているからなのか、わかってしまった。


　それにまだ、それらに対して、優ゆう越えつ感を感じるような余よ裕ゆうもない。感じるのは、多少の居い心ごこ地ちの悪さと、構ってくれるほかの役員に対する申し訳なさだ。仕事の邪じや魔まはせずとも、助けにもなっていないのだから、やはりここに自分がいる意味はない。


　結局修吾とまともに会話すらできなかったけれど、それは仕方ないことだ。あとでメールでもして、それでなんとか満足しようと思いながら、生徒会室を出た。


　だが、家庭科室に置きっぱなしにしていたバッグを取りに戻らなければと、ほかに人ひと影かげもない廊ろう下かを歩いている途と中ちゆうで、ふいに後ろに引っぱられた。


「愼！」


「っ、わっ」


　右みぎ腕うでを摑つかまれたと同時に呼ばれた名前に驚いて、声を上げた愼は、目を瞠みはって振り返った。


「修ちゃん？　どしたの？」


　見ればやはり、そこにいるのは修吾本人で、愼はぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返す。なぜか小さく息をついた修吾は、足を止めた愼に向き直った。


「黙だまって帰るなよ。気付いたらいなくてびっくりした」


「え、あ、ごめんっ。あの、修ちゃん、忙しそうだったからさ、声かけるのもどうかなあって思って」


「変な気き遣つかわなくていいから、帰るときは帰るって言ってくれ。……まあ、構ってやれなかったのは俺が悪いけど」


　言われて、愼はぶんぶん首を振った。


「ちがうよ。修ちゃんはちゃんと仕事してただけじゃん。って、こんなとこまで来ていいの？」


　早く戻らないとやばいんじゃ、と思いながら訊きくと、修吾は小さく笑みを浮かべた。


「休きゆう憩けいもぎ取ってきた」


「ええ？」


　驚く愼に、修吾は、くいっと眉を上げてみせる。


「だってあいつら、ひとが一心不乱に働いてる間に、愼の差し入れ全部喰いやがったんだよ。おまけに、俺は愼とまともに話もできないってのに、ここぞとばかりにおまえで遊んでるし。いい加減むかついたから、有う無むを言わせず」


「休憩にしたんだ……」


　そう、と頷うなずく修吾の、微かすかにふてくされたような表情と、さっきまでよりまたすこし砕くだけた口調に、なんだかうれしくなって愼は笑みを零こぼした。


「そうだ、家庭科室に、すこしだけどケーキ残ってるよ。食べる？」


「ん？　いいのか？　愼が食べるぶんなんだろ」


「もともと修ちゃんに食べてほしくて作ったんだもん。そのほうがうれしいよ」


　そう言って笑うと、修吾も目を細めて見つめ返してくれる。じゃあ遠えん慮りよなく、と言う修吾に、愼は家庭科室のほうを指さした。


「なら俺、ちょっと取ってくるよ。ここで待ってて修ちゃん、すぐに」


「あーいい、いい。俺もいっしょに行くから」


　踏ふみ出しかけたところを、さっきと同じようにぱしっと右腕を摑まれ止められる。え、と戸と惑まどう愼に、修吾は顔を覗のぞき込むようにして、また笑みを浮かべてみせた。


「愼といるために取ってきた休憩なんだから、いっしょにいなきゃ意味がないだろ」


「修ちゃ……」


　とくん、と一いつ拍ぱく心臓が跳はねた。それにまた小さく笑って、修吾は歩みを進めるように促うながす。遠くでブラスバンド部の奏かなでる楽器の音色と、グラウンドから聞こえるホイッスルの音がするだけで、比ひ較かく的てき静かな校舎内をふたりで歩いて、家庭科室へ向かった。


　主に自分しか使わない紅茶のティーバッグを戸と棚だなから出して、ケーキがアールグレイだからと、お茶のほうは癖くせのないアッサムを淹いれる。ふたりぶんを耐たい熱ねつグラスに注いで、愼は修吾のとなりに腰こし掛かけた。


「あーやっぱ、愼のお菓か子しは、うまい……」


　ふた切れほどしか残していなかったが、修吾は生クリームをたっぷりとつけながら、味わうように全部を食べてくれた。そのうれしそうな顔を見られたことに、ふわふわと心が満足する。


　涼すずしそうな外見に反して、意外と甘いものに目がないところや、親しくなればなるほどに砕けた態度を見せてくれるところも、なにもかも好きだ。じんわり滲しみてくるしあわせに、笑みを零しながら、愼は修吾を覗き込んだ。


「修ちゃん、忙しそうだったもんね。ちょっとは疲れ、取れた？」


　そう訊たずねると、修吾は紅茶を飲んでいたグラスを口から離し、笑みを返す。


「愼のお菓子のおかげで。でも欲を言うなら、もうちょっと足りないかな」


「あ、やっぱ少なかった？　よね……ごめんね、ちゃんと修ちゃんのぶん、取っとけばよかった……」


　しゅん、と項うな垂だれると、頭上から、「愼、愼」と声が降ってきた。それはすこしばかり笑みを含んだような声こわ音ねで、不思議に思いながら顔を上げる。すると、ちゅ、と音を立ててキスをされ、愼は目を瞠った。


「修ちゃ……」


「足りないぶんは、愼が補ってくれる？」


「……俺でいいの？」


　驚おどろいて、思わずそんな言葉を漏もらした愼に、今度は修吾が小さく瞠どう目もくする。


「愼がいいよ。……くれるか？」


　けれど修吾はそんなふうに答えて、愼の口こう唇しんを指の腹で撫なぜる。ふるっと震ふるえを覚えて、愼はその修吾の手にそっと己おのれのそれを重ねた。ん、と微わずかに頷くと、修吾のてのひらが愼の手ごと顔から離れた。


　そのまままたキスをされるかと思っていた愼は、離れかけた手を取られ、瞬きをする。すると、まるでダンスを申し込むかのように愼の手を恭うやうやしく摑んだまま、修吾は自分の口元へと引き寄せた。


「……っ修ちゃ、ん……っ」


　ちゅ、と微かな音を立てて、指先にキスが落とされ、愼は眉根を寄せた。同じように一本一本の指に触ふれるだけのキスをした修吾は、つと口唇を寄せたままで愼を見る。


「……愼、これ、どうだ？」


「っえ、どう、って……っ」


　口唇を触れさせたまま喋しやべらないでほしいと、震えてしまう指先に耐たえながら訊き返す。修吾は、そのままでまた口を開いた。


「どんな感じがする？　指にキスされて」


「そんな、の……っ、ん」


　どう答えればいいのか、正直わからない。口くち接づけられたところから、じんじんと痺しびれていくような、熱が集まっていくような、奇き妙みような感覚がする。だがそれを言葉にして伝えるのはむずかしい気がした。


　そんなふうに逡しゆん巡じゆんしていると、指先に今度はまたちがう感かん触しよくが疾はしった。濡ぬれたようなそれに、見ると修吾の口唇の間からちろちろと覗く赤いものが、爪つめの生え際ぎわを辿たどっている。


「っや、修ちゃん……っ」


「……や、か？」


「っふ、ぅ……っ」


　そのまま舌は、れろ、と指先から伝って、指の股またまで伸のびていった。ぞくぞくっ、と耳の裏を震えが疾る。


「……愼の指、すげえうまいよ。さすが、俺の好きなお菓子、作る手、だよな」


　そんなことを合間に言いながら修吾は、愼の手を濡らしていく。ちゅる、と指先を口の中に含ふくまれ、そのまま舌が吸いついた。口唇が甘あま嚙がみするようにやわく食はんで、ずるっと抜ぬけた人差し指は、べとべとに濡れている。さらに同じようにほかの指も咥くわえられた。


　修吾の唾だ液えきで光る指が、ひどくいやらしい気がして、愼は、はぁ、と息を吐はき出した。


　片手を取られているだけ。そしてそこを口唇で愛あい撫ぶされただけなのに、どうして身動きひとつとれないんだろう。


　指先どころか、腕うでも、背中も、足先も、脳までも痺れていく。


「……愼、嫌いや？」


　また訊かれ、愼は、口の中に溜たまった唾液を呑のみ込んだ。震える口唇をそっと開いて、小さく首を振ふる。


「……やじゃ、ない……なんか、変な感じする、けど、やじゃないよ」


「……じゃあ、好きか？」


「……ん、好き」


　そう愼が頷くと、修吾は、小さく笑えみを浮うかべた。それから、つと合った視線をそのまま、今度は口唇に修吾のそれがそっと重なった。


（……キス、ひさびさだあ……）


　しっとりと合わさった弾だん力りよくのあるやわらかさに、じん、と目の奥が痺れるように熱くなった。修吾のくれるキスは、いつもとてもやさしい。軽く押し付けるように馴な染じませて、吸い、角度を変えてまたやわらかく食まれた。


「……ん」


　何度も何度も、触れては離はなれを繰くり返す口接けに、段々とぼうっとしてきて、愼は喉のどが震えるまま声を漏らし、修吾の制服をきゅ、と摑つかんだ。すると、わずかに開いた上うわ唇くちびると下唇を、濡れたものがちろ、と舐なめた。


「……愼、そのまま口、開いて」


「え……？　ん、ふぁ」


　そっと口唇に直接囁ささやかれたような言葉に、ぼんやり瞼まぶたを開いた愼は、すぐにまたきゅっと目を瞑つぶった。言われた通り緩ゆるく開いた口の中に入り込んできたものに、舌をとらえられ、指先が震える。


「んぅ、ん、……んっ」


　びっくりして奥に引っ込めた舌を追いかけてくるものが、修吾のそれだと気が付いて、愼は心の中で声を上げた。


（……中に、修ちゃんの、舌……っ）


　口唇の表面だけでなく、中まで探られる初めての感覚に、ぞくんぞくんと耳の後ろが粟あわ立だった。さっき、自分の指をとらえ、濡らしていたもの。


　その未知の震えに一いつ瞬しゆん身体からだが竦すくみそうになった愼は、だがすぐに、それが修吾のくれるものだということを思い出して、すこし力を抜いた。


　ようやく、修吾がもうすこしだけ深くくれたもの。ただ触れるだけじゃなくて、愼の中に進んでくれたものが、うれしいと思えた。


（……あまい）


　修吾の舌から、さっき彼が食べたケーキと生クリームの味がした。そんな些さ細さいなことすら、悦よろこびに繫つながってしまう。


　にゅ、と舌を吸われ、それからまた口こう腔くう内に侵しん入にゆうした修吾の舌が、歯列をなぞる。擽くすぐるように上うわ顎あごの裏を舐められると、それだけで喉がおののいた。


「っん、ン……っ、んん」


　耳じ殻かくを擽る指先が、すっと下りて首筋をなぞる。引き出された舌を甘嚙みされ、腫はれぼったく感じる口唇を、また吸われた。


「……愼」


「しゅ、ちゃ……っん、ぁ」


　頭がくらくらして、酩めい酊てい感に似たものが愼を襲おそう。


　囁かれる名前は、まるで魔ま法ほうのように愼の身体から力を抜いてしまった。いま自分がどんな状態でいるのか、まったくわからなくなる。


「は、ぁむ、ん……っ」


「愼……」


　ぞくん、ぞくん。奇妙な震えは、項うなじから背中に広がって、名前を呼ばれるたびに大きくなる。苦しくなった息を、愼は懸けん命めいにわずかな隙すき間まができる瞬間に吐き出した。


（……俺、これ、どうなっちゃう、の）


　いままでもらったキスよりも、すこし深いだけだと思っていたのに、気が付けば思考がふやけるくらいに翻ほん弄ろうされている。


（キス……きもち、い……）


　もっと、もっとくっつきたい。もっと修吾と近くにいたい。もっと修吾の熱が欲しい。


　初めて与あたえられた感覚に戸と惑まどいもたしかにあるのに、それでもそれを凌りよう駕がするほどに募つのるのは、修吾を求める心だった。


　思うように修吾の名前を呼び返すことができず、その代わりにとでも言うように、愼は修吾の背中に手を移動させ、そこへ、入らないながらも力を込めようとしたときだった。


　ピピピピピピピッ、と姦かしましい電子音が響ひびいて、愼はびくんっと身体を跳はねさせた。


　途と端たんに、くっついていた口唇同士が離れ、修吾が小さく舌打ちをする。


「……くそ、もうかよ。短けえっつの」


　なにやらぶつぶつと言いながら、修吾はズボンのポケットから携けい帯たい電でん話わを出してボタンを押した。繰り返し鳴っていた音が止まる。どうやら、アラームを設定していたらしい。


　はふ、と愼は息を吐き出して、滲にじんだ視界に修吾をぼうっと映していた。眦まなじりも、頰ほおも、額も、首も、耳も、指先も、どこもかしこもが、熱い。


　じんじんと痺れるような感覚を持て余して、力の入らない手をあげ口こう唇しんに触ふれると、そこも濡れて熱かった。おまけになんだか、感覚が鋭するどいような曖あい昧まいなような、不思議な感じがする。


「……愼、だいじょうぶか」


「……え……？」


　顔を覗のぞき込まれて、ぼうっと見返すと、修吾はなぜか苦笑いのような表情を浮かべていた。するとその輪りん郭かくがぼやけて、眦になまあたたかい感触が触れる。


　どうやら、うっすら溜まっていた涙なみだを舐め取られたのだと気が付いて、けれど恥はずかしさよりも甘い感覚が胸を覆おおった。


「このままの愼を放っとくの、すげえ心残りなんだけど、さすがに戻もどらないと」


「……あ、……んと、まだ、時間、かかる……？」


　前まえ髪がみをかきわけるように撫なぜられて、開いた口唇は思ったように動かなかった。覚おぼ束つかない口調でそう訊きくと、修吾はほんとうに名残なごり惜おしそうに眉まゆを寄せた。


「悪い。たぶんもっと遅おそくなるから、先帰っててくれるか？」


　送ってやりたいのは山々なんだけど、と息を吐く修吾に、愼はふるふると首を振った。


「ん、いいよ、だいじょぶ。ひとりで帰れるよ」


「うん。寄り道しないで、まっすぐ帰れよ。ああそれと、俺今日、夜ちょっと用があるから、メールくれても返事遅くなるかもだけど、ごめんな？」


　またなにか、家のほうの所用だろうかと思いながら、こくん、と頷うなずく。


　そんな愼に、ふっと笑みを浮かべた修吾は、最後にもうひとつ、口唇に触れるだけのキスをくれると、じゃあな、と離れた。


　修吾が去ったあとの家庭科室には、すこしだけ暮れ始めた太陽が、薄うすい橙だいだい色いろの光をもたらしている。その中に身を浸ひたしながら、愼はしばらくの間、抜けないふわふわとした感覚を抱かかえたまま座り込んでいた。











　その夜、家の冷蔵庫から切らしていた牛乳を買うついでに、愼は立ち読みもしようとコンビニへ行くことにした。いつも使う最寄りの駅とは反対の、繁はん華か街がいも近くにある大きな駅の辺りへと足を向ける。


　そちらのコンビニのほうが、雑誌の入荷が早いからという理由もあったが、いつもよりも長い道のりを、自転車も使わずに歩いていく気になったのは、気分がよかったせいだ。


　放課後のことを思い返すだけで、自然と頰が緩む。さみしくなったりうれしくなったり、自分でも忙いそがしい感情だとは思うが、ちょっとだけでも修吾に近づけた気がするあのキスは、やっぱり愼の足どりを浮うき立たせてしまう。今度はお菓か子しなに作ろうかなあと、あれこれレシピを思ったりしているうちに、コンビニに着いた。


　立ち読みには邪じや魔まになる牛乳は、帰り際ぎわに買うことにして、雑誌コーナーに立つと、週刊の漫まん画が雑誌を手に取る。好きな漫画だけを拾い読みして、棚たなに戻すと、今度はファッション雑誌を眺ながめた。自分の好みの服を見つける合間に、これ修ちゃん似合いそう、あっコレも、という思考が混じるのは、もう仕方がない。


　それからレジャー情報誌にもぱらぱらと目を通して、棚に置いた愼は、ふと窓まど硝子ガラスの向こうを見て、瞬まばたきをした。


（……あれっ、いまの）


　道路を隔へだてた向かい側の歩道を通った人物に、慌あわてて愼はコンビニを出た。見み遣やった先、すこし離れたところを歩いている背中は、見慣れたものだった。


「……やっぱ修ちゃんだ」


　制服ではないところを見ると、一いつ旦たん家に帰った後なのだろう。そういえば、用事あるって言ってたっけ、と思った愼だったが、修吾のラフな格好に首を傾かしげた。


（……家の用事、じゃないのかな……？）


　思わず右手首に嵌はめているごついデザインの腕うで時ど計けいを見ると、九時十五分前というところだった。ここにいる自分が言うのもなんだが、こんな時間にどこへ行くのだろうか。


　考えている間に、修吾との距きよ離りは広がっていく。まだまだひとの多い通りに、その背中を見失いそうになった愼は、反射的に足を踏ふみ出していた。


（……うう、こういうの、よくないってわかってんだけど、でもっ）


　なんだか気になってしまったのだ。ひさしぶりに、考えるよりも先に行動に出てしまった自分を、止めることができない。


　だが、雑ざつ踏とうの中、会社帰りや呑のみ帰りの人間を躱かわしながら、ひとを追いかけるのは、存外にむずかしかった。気付かれてしまう距離まで近づくわけにいかないというのはあたりまえだったが、その前に、修吾の歩く速さに愼は驚おどろきを隠かくせなかった。


（修ちゃん、歩くの速いよ……！）


　自然な動きでひとの波を避よけながら、修吾はすたすたと歩き進めていく。愼にしても運動神経や反射神経はいいほうのはずなのだ。けれど、気を抜ぬくとすぐに引き離はなされそうな歩調に、いかに普ふ段だん修吾が自分に合わせて歩いてくれていたのかということを、愼は思い知った。


（でも、ほんとどこに……）


　行くんだろう、とまた疑問を浮かび上がらせた愼は、ふと修吾の向かう場所がどちらなのかに気が付いて、眉根を寄せた。必死で追いかけているうちにいつの間にか、辺りはすこし雰ふん囲い気きが変わり始めている。


　派手なのに暗い感じのするネオン、かと思えばひっそりと掲かかげられた看板、壁かべや電柱に貼はられたチラシ、そんなものがぽつぽつと増えてきた。


（……この辺て、あれだよね）


　道自体も細くなり、入り組んでいる。雑居ビルも多く、すこしごちゃごちゃした印象を与える街並みの雰囲気は、愼には馴な染じみのないものだった。


　大きな駅の周辺だから、一歩方向を間ま違ちがうと、こういう、バーやらクラブなんかがひしめく地帯に出てしまうことがある。もちろん、未成年は入店禁止、の場所がほとんどだ。


（……修ちゃん、まだ未成年だよね）


　混乱した頭は、そんなあたりまえのことを考えてしまう。確認するまでもなく、愼の中にある修吾データでは、彼の誕生日は十二月だ。七月生まれの愼よりも実は生まれが遅い。


　角を曲がり、さらに路地の奥へと進む修吾を、陰かげからそっと見た。すると、その先の、小さな建物の前で彼は足を止めた。それから、なんのためらいもなく、扉とびらに手をかけた修吾の背中が、その中へ消える。


「……修ちゃん……？」


　思わず呟つぶやいた名前に、答えてくれる声はもちろんなかった。











「……うーん……」


　さっきから、何度も同じ呻うめきばかり吐はき出しては、顔を上げ、そして下げる、という行こう為いを、愼は繰くり返していた。角のこちら側で壁にはりついて、もう十分くらいは経たったかもしれない。


　修吾が入っていった建物は、コンクリート打ちっ放しの外がい壁へきでできた、一見洒落しやれた感じの造りをしていた。間接照明らしき灯あかりがひとつ、扉の横に設置されているが、まだ暗いままそこにある。これが明るい駅前の通りにあったなら、センスのいい店だなあと思いながら通り過ぎたかもしれない。けれど、ここは夜の繁華街、しかも愼の想像ではきっと追いつかないくらいのディープな店ばかりの場所だ。


　濃こい茶色の木目とアルミのような素材が、バランスよく合わさったデザインの扉には、目線の高さに小さくなにか刻まれている。勇気を出して一旦、恐おそる恐る扉の近くまで足を向けた愼だったが、あいにく、崩くずされた筆記体のような英文字で書かれたそれを、読むことはできなかった。


　いったいここは、なんなのだろうか。窓もないし、ちょっと気軽には入りづらい雰囲気だし、そもそも店なのかどうかも、愼にはわからない。


　扉のノブに伸のばしかけた手は、結局そこへ触れることすらできずに、角のところまで戻り、いまに至る、というわけだった。


　中へ入ることはできない。けれど、このままここを去ることもできない。あり得ない気はしたが、修吾が戻もどってきてくれないだろうかと、そんなことを思いながら、やはりひっそりと扉を見つめていた愼は、あっ、と心の中で声を上げた。


　扉が開いた。そしてそこから出てきた人物に、愼はゆるゆると目を瞠みはった。


（……修、ちゃん……？）


　我が目を疑うかのように、疑ぎ問もん符ふを付けて問いかけてしまったのは、一見してそれが正しいかどうかがわからなかったからだ。


　けれど、自分が修吾を見み間ま違ちがえるはずはない。それはたしかに修吾だった。


　さっきまでのラフな普ふ段だん着ぎから、がらりと服装が変わっている。上半身は白いシャツ一枚。だが、その胸元はいくつか釦ぼたんが開けられていて、ネックレスのようなものが見えた。そしてそのシャツが収まる先には、腰こしから足元までの長いギャルソンエプロンが巻かれている。黒いそれは、シャツの白との対比により、修吾の元から長い脚あしを、さらにすっと見せていた。


　さらにそれだけでなく、愼が驚いたのは、修吾そのものだった。普段うっとうしくない程度に額にかかっている前まえ髪がみは、軽く後ろに流され、端たん正せいな顔をより顕あらわにしている。もともと大人おとなっぽい顔つきの修吾だが、一見してとても未成年には思えない。


　まるでいつもと雰囲気がちがう。いったい修吾はなにをしているのだろう……。


　思考が飽ほう和わ状態のようになって、うまく理解できない。それでも目を離せずにいると、愼のいるのとは、建物を挟はさんで反対のほうから、だれかが歩いてきた。


　身体からだの線がすぐにわかってしまう、しなやかな素そ材ざいのワンピースを着た女性だった。暗いのでよくわからないが、おそらく二十代半ばくらいだろう。綺き麗れいに巻かれた長い髪を揺ゆらしている。


　間接照明のスイッチを入れているようだった修吾が気が付くと、彼女は笑えみを浮かべ、なにかを話しかけた。声はあいにく聞こえない。


　それに修吾はにっこりと微ほほ笑えんで、彼女が持っていた、淡あわいオフホワイトのスプリングコートを受け取った。それからエスコートでもするかのように、その背に手を添そえ、扉の中へと促うながす。


　愼の視界の中で、やたらとゆっくりと、扉が閉まった。


　ふたたび閉ざされたその空間を、愼はやはり、ただ見ていることしかできなかった。





　　＊　＊　＊





　昼食を買い購こう買ばいを出た愼は、混雑したひとの波から解放されて、息をついた。だが、はあ、と吐き出したそれは、なんだか重く、人混みの煩わずらわしさから逃のがれた安あん堵どという感じではない。


（……あれから、もう三日もたっちゃった、けど……）


　あの日、夜の繁はん華か街がいで修吾を見かけてからずっと、愼の中には悶もん々もんとしたものが溜たまっていく一方だった。


　どうしてあんなところに修吾はいたのだろう。どうしてあんなに慣れた様子で、愼には近づくことさえためらってしまうような建物へ入れるのだろう。……どうして、愼の見たこともないような雰囲気を纏まとって、愼の知らない女性ひとにあんなふうに笑いかけたりしていたのだろう……。


（……すごい、訊ききたい）


　のにできないんだよなあ……、と愼は今度は眉まゆ根ねを寄せた。日課になっていた修吾への他た愛わいないメールの中に織り交ぜてでも、訊いてしまえばいい。そうは思うのに、書きかけては消し、悩なやみ、また書きかけては消し、悩む、ということを愼は繰り返していた。さり気なく訊いたほうがいいのか、それとも改まって話があるんだけどと言い出したほうがいいのか。


（……そもそも、訊いても、いいことなのかなあ……）


　実はそこからわからない。それは、あの夜感じた雰囲気が、どこか秘密めいているような印象を愼に与あたえたからなのだろう。いままで愼が知らなかった世界に修吾がいた気がして、そこへ自分が触ふれる権利は、果たしてあるのかとすら思ってしまう。


　訊きたい、けれどなぜか、どこかでためらいが生じて、思い切ることができなかった。そのもやもやが、一向になくなってくれず、ない頭を必死に働かせている間に、もう三日も経ってしまったのだ。


　そんなふうに気が付くとあの夜のことを考えてしまっているのに、解決策は見つかってはくれない。どうしたらいいんだろ、と心の中で呟いて、教室への階段を上りきった愼は、つと脚を止めた。


（……っう、修ちゃん……！）


　視線の先の廊ろう下かにいたのは修吾で、どうも話している相手は比嘉のようだ。めずらしい組み合わせだなと思いながらも、おそらく、自分を訪ねて来てくれているのだろうとはわかった。その修吾の行動に、普ふ段だんなら感激して飛んでいくのだが、いまもまだ惑まどい続けている悩みを抱かかえたままなうえ、数日前見た光景が脳のう裏りに甦よみがえって、思わずその場で固まってしまった。


　けれど、すぐにこちらに気が付いた修吾に、慌あわてて愼は駆かけ寄る。


「修ちゃんっ、どしたの？」


「愼」


「うん？　あ、修ちゃんもうゴハン食べた？　パン食べる？」


　内心の焦あせりを見せないようにと笑え顔がおを浮うかべながら、愼はがさごそと手にしていた袋ふくろをさぐった。


　あの日の夜修吾を見かけてから、まともに話すのは初めてだった。修吾は相変わらず忙いそがしいようだったし、愼は愼でぐるぐるしていたから、敢あえてちゃんと会う機会を得ようとしていなかったのだ。かと言って、まったくコンタクトを取っていなかったわけでもなく、メールもやりとりしていたのだが、こっちから送る頻ひん度どは落ちていたかもしれない。


　なるべくなんでもないことのように振ふる舞まっていたつもりだったのだが、そもそも自分はツメが甘いというか、そういう隠かくしごとのようなことは苦手なのだ。


（……もしかしてなんか、変だって思われたかな）


　聡さとい修吾のことだから、なにか勘かん付づいて、それでまだ生徒会が忙しいだろうに、こちらまでやってきたのだろうか。


　それならいま、思い切って訊いてしまえばいい。心の奥でそう言う声がした。


（……っだめだあ……）


　けれど、いざそのことを言おうとすると、ぐぐぐ、と口唇が開いてくれない。俺の意気地なし、と内心で自分を罵ば倒とうしていると、修吾は愼の差し出したパンをやんわり戻した。


「いや、パンはいい。愼の昼飯だろ。それより」


「それより安藤ー、俺のパンは？」


　なにかを言いかけた修吾の横から、その言こと葉ば尻じりに被かぶさるように顔を出したのは、さっきまで修吾と話をしていた比嘉だった。はたと愼はそちらへ顔を向ける。


「比嘉。ちゃんと買ってきたっつの。ほら」


「サーンキュ」


　比嘉はにっこり笑って愼の差し出したピザパンを受け取る。


「よく買えたなあ、安藤。半分ダメ元だったんだけど」


「すっげえ苦労したよ！　おかげで自分のはショボいんだからさあ」


「こら愼、なんでおまえが比嘉のぶんまで買ってやってんだ。つうか離はなれろ比嘉」


　愼の肩かたに肘ひじを乗せて笑う比嘉の腕うでを、修吾がぱしっと払はらう。比嘉はその手をひらひらさせながら、修吾のほうを見た。


「やーだねえ、心の狭せまい男は。俺はただ自分のやったことに対して、礼をもらっただけだぜ」


「礼？」


「あっ、あの、英語の課題が出ててさ。比嘉英語得意だから、教えてもらったんだ。そんで、そのお礼に、パン奢おごるって俺が言ったんだよ」


　訝いぶかしがる修吾に、慌てて愼は説明を施ほどこした。べつに強制的に買わされたわけでもなく、パシられたわけでもない。修吾のすこし険しく感じる表情に、愼が驚おどろきながらそう言うと、比嘉は頷うなずいてまた笑みを浮かべた。


「そーいうこと。パンひとつで貸し借りナシって頷いた俺に、感謝してほしいくらいだけど？」


「おまえな……」


「睨にらむなよ。しょうがないだろ？　土屋会長サンは、いろいろ忙しくて安藤の勉強見てる暇ひまなんかないんだし。だからって、みすみす安藤の補習増やすのもかわいそうだし」


「いちいち含ふくみのある言いかたしやがって……おまえ知ってて俺のこと引き止めたな」


「安藤ならすぐ戻もどってくるって言ったのはほんとだったじゃん。俺のぶんまで買いに行ってるとは言わなかったけど」


　なにやらまたふたりで話している修吾と比嘉を見て、愼は瞬まばたきをひとつすると首を傾かしげた。さっき愼が戻ってきたときもこのふたりは話していたようだが、いつの間に仲よくなったのだろうか。


　修吾の態度はいつもよりもすこし雑だが、それはつまり、素すに近い彼の面が幾いく分ぶんか出てきているということだし、比嘉は比嘉でなんだかひどくたのしそうだ。


（……接点、ない、よねえ……？）


　進学コース関係なく振り分けられる一年時も、修吾のクラスに比嘉はいなかったはずだし、それが分かれる二年になってからももちろん、いっしょにはなっていないはずだ。比嘉が何組だったのかは知らないが、修吾がどのクラスだったかはちゃんと記き憶おくしている。そこに比嘉はいなかったはず、というだけではあったが、たぶん間ま違ちがってはいないだろう。


　それに、ちがうタイプのいい男がふたり並んでいるさまは、とても目の保養になるらしく、廊下を通りすがる生徒たちの視線がひっきりなしだ。


（修ちゃんも比嘉も、背え高いし、ふたりでいてもバランスいいなあ……）


　未いまだ発展途と上じよう、一六五センチの愼にしてみれば、もう二、三センチほどで一八○センチ台に届くふたりが、うらやましい。……と、いうよりはたぶん、愼は比嘉がうらやましいのだ。


　あの修吾と並んでも、なんらひけをとらないその姿は、愼にとって、欲しくて欲しくて、けれど手に入らないもの。筋肉だってつきにくくて、薄うすっぺらい身体からだの、これが自分だとちゃんとわかっているし、それなりに愛着を持って生きてきたはずなのに、修吾との釣つり合い、と考えると、どうしても気になってしまう。


「言っとくけどな、比嘉。ひとがいないところで変なこと考えるなよ」


「なんだよ変なことって。そんなこと言われるとますます俺、燃えるタイプなんだよねえ」


「おまえがなにをしてもべつにどうだっていいが、手え出すもの間違えんなよ。遊ぶんならほかにしろ」


「って、そんなコワイ顔晒さらしてていいの？　会長さん。みんな見てるよー？」


「……なんか、仲いい、ね？」


　会話の内容がいまいち摑つかめない愼だったが、ふとそんな感想を漏もらすと、ふたりが同時にこちらを見た。なんだかひどく驚いたように、凝ぎよう視しされる。


「なに言ってんだ愼。これのどこがそう見えるんだよ、おまえは」


「はー……、安藤ってやっぱ最強だねえ、おもしれー」


「興味持つんじゃない」


「そんなのひとの勝手じゃん。土屋に指図される覚えねえよ」


「指図じゃない。忠告だ」


「……やっぱ仲いい」


　すぐにまたふたりで会話をし始める様子に、再度呟つぶやくと「だからちがう」と修吾が息を吐はいた。それから愼の肩を抱だくように腕を回した修吾に、ちょっと離れたところへ連れて行かれる。


「わ、修ちゃん？　どしたの」


「いいか愼」


　腕はそのまま、わずかに声をひそめて、修吾が顔を覗のぞき込むようにしながら言う。その距きよ離りの近さにどきどきしながらも、周りにいる生徒の視線が気になってうっとりもできない。


「え、なに……？　ねえあの、修ちゃん、離れたほうがよくない……？」


「なに？」


「だってみんな見てるよ。修ちゃん目立つんだからさ。しかもこっちのほうに修ちゃん来るのめずらしいんだから、余計興味が集中してる」


　言われて、ちらりと周囲に目をやった修吾だったが、すぐにどうでもいいように眉まゆを上げた。


「見せとけばいいだろ。そんなことより愼、比嘉にあんまり近づくなよ」


「へ？　比嘉？」


　周りは関係ないという修吾の態度に、なんだかわずかにうれしさも感じながら、愼は言われたことにきょとん、とした。


　なぜ比嘉が出てくるのだろうか。思わずさっきまでいっしょにいた場所を振り向くと、まだそこに立っていたらしい比嘉が、ひらひらと手を振った。


　だがすぐさま、修吾の手が伸のびてきて顔をこちらに戻される。


「見るな」


「え、ええ……？　でも修ちゃん、俺、比嘉と同じクラスなんだけど……」


「ならなるべく見ないようにしろ。……ってのも横暴か」


「修ちゃん？」


　ふっとなぜか小さく息をついた修吾に、愼は首を傾げて顔を覗き込んだ。


「悪い。簡単に煽あおられてるな、俺」


　それからそんなふうに、修吾は苦く笑しよう気味に笑う。なんだかよくわかんないけど、と思いながらも愼は、その表情に胸がきゅ、と締しめ付けられるのを感じて口を開いた。


「……んと、修ちゃんが言うなら、俺、なるべくそうするよ？」


「愼」


「俺、修ちゃんの言うこと、できる限りはやりたいんだ。そもそも俺にできることって、そんなないんだけどさ」


　その苦いものを、修吾の瞳ひとみから除きたくて、愼は笑って言った。すると、ちょっと目を瞠みはっていた修吾は、小さく笑えみを浮うかべる。それはまた苦笑のようなものだったけれど、不思議とさっきの笑みとはちがって見えた。


「そんなことないだろ。愼はいろいろできることあるよ」


「そうかなあ」


「ああ。……じゃあまあ、とりあえず、見るな話すなってのは無理だろうから、なるべく比嘉とふたりきりとか、そういうことにならないようにしとけよ」


「わかった。それって比嘉とだけ？」


　相変わらず、どうして修吾がそう言うのかはわからないままだったが、確認するように訊きく。


「いまんところ、一応な。……できれば理由も理解してくれると助かるんだけど」


「え？」


　だが、頷いた後に小さく呟いた修吾の言葉がわからずに、首を傾げる。修吾はそれに「なんでもない」とだけ言って笑うと、愼の髪かみをかき混ぜた。


　それにくすぐったいと笑いながら首を竦すくめて、愼は、いつの間にか修吾と普ふ通つうに会話していたことに気が付いた。だがそうすると、逆にむくむくと頭をもたげてくる疑問と好こう奇き心がある。それに逆らえずに、愼は修吾を見上げた。


「あ、あのさあ、修ちゃん」


「ん？」


「えっと、今日の夜って、修ちゃんなんか用事ある……？」


「今日か？」


　訊き返してつと眉根を寄せた修吾は、愼を見返すと、「悪い」と口にした。


「今日はちょっと、また出で掛かけなきゃいけないんだよ」


「あ、そうなんだ……」


「なんか用だったか？」


「あ、ううん。今度は数学の課題が出たから、修ちゃんに教えてもらおうかなあって思っただけ。いいんだ、水川にでも訊く」


　愼がいるのは文系コースだが、水川はその中でも比ひ較かく的てき数学ができる人間だった。


　そうか？　と言う修吾に頷うなずいて、心の中で愼は、よし、と拳こぶしを握にぎりしめる。


　そのとき、廊ろう下かに設置されているスピーカーからアナウンスを報しらせる軽快な音が鳴った。


『土屋会長、土屋生徒会長、至急生徒会室までお戻りください。繰くり返します、土屋会長は、至急生徒会室までお戻もどりください』


「……呼び出されちゃったね」


　やはり忙いそがしいらしい。愼が笑うと、修吾は小さく息を吐いてから「じゃあ行くな」ともう一度愼の頭を撫なぜた。


　相変わらず周りからの視線を受けながら、修吾が去っていく。階段を下りるために角を折れて見えなくなるまで、その背中を見送りながら、愼はパンの入ったビニル袋ぶくろを持ったままだった手を、きゅ、と握りしめた。


　そのとき愼の脳裏にあったのは、さっきまで自分の目の前にいた修吾と、あの夜の修吾、ふたつの姿だった。











　五分袖そでの黒いパーカと、濃こい色のジーンズを穿はいた愼は、これまた黒地がメインのスニーカーを、ざっと地面に滑すべらせて、足を止めた。腕うで時ど計けいを見ると、九時半をすこし過ぎている。


（……来ちゃったよ）


　心の中で呟いて、愼は、はあ、とひとつ息をついた。ため息ではなく、どきどき脈打つ心臓を抑おさえるための、深呼吸だった。さらに胸に手を置いて落ち着かせながら、ひょこっと首を伸ばす。視線の先には───あの日の小さな建物があった。


（……修ちゃんの〝用事〟は、今日もやっぱここなのかな……）


　あのときと同じ、角のこちら側に留まって、愼はそれでもまだすこしだけ、ためらいを感じていた。


　この辺りは、ほかの通りよりも、どうやらひと通りは少ないらしい。そのぶん客引きなどの手合いも見ないし、変な店に無理矢理引っ張り込まれる心配はなさそうだが、いつまでもうろうろしていたら、それだけだれかの目に留まりやすい。せっかく、あまり目立たないようにと暗い色の服装で来たのだから、さっさと行動に移るべきだ。


（でも、どうしよう。お店っぽかったけど、俺じゃ入店もできないかも……）


　目立たない色、とそればかり思っていたが、もっと大人おとなっぽい服装にすべきだっただろうか。いやでも、そもそも自分ではどんな格好をしても、未成年だということはばれそうな気もする。


　ここまで来て、いきなり不安になった愼は、どうしようと頭を抱かかえた。


　だれかに代わりに行ってもらって、修吾がいるかどうか見てきてもらうか？


（ってだれに行ってもらうんだよー！　知らないひとに声かけんのはやばいよね、さすがに）


　駅前などで道を訊くのとは話がちがうのだ。見知らぬ他人に話しかけること自体はべつに臆おくさないが、得策ではないだろう。


　自分で自分にツッこみを入れていると、ふいに、ぽん、と肩かたを叩たたかれた。


「土屋なら、今日はたぶん休みだと思うけど」


「っ!?」


　驚おどろいて振ふり向いた愼は、さらにびっくりして、目を見開いた。ばくばくと音を立てて騒さわぐ心臓を押さえ、声も出せずにいると、声をかけてきた人物は、おかしそうに小さく笑う。


「すげー予想通りの反応。っていうか、俺の勘かんがすげー」


「……ひ、比嘉……!?」


「そう。比嘉亮人くんでーす」


　軽い調子でそう言ったのは、本人の申告通り、比嘉だった。だがいつもとすこし雰ふん囲い気きがちがう。黒いシャツとパンツに、同色だがすこし光こう沢たくのある生き地じのベストを着ている。髪の毛もいつもよりきちんと整えてあるように見えた。まるでボーイかなにかのような格好をしている。


「比嘉、なんでそんな格好……あ、ていうか、いま修ちゃんがどうのって言った？」


「ていうかって、俺のことは後回しかよ」


　混乱しながらも、最初に比嘉が言ったことを思い出して訊くと、そんな言葉が返ってきた。だが、比嘉はセリフほど機き嫌げんを悪くしたようでもない。すぐに愼の質問に答えてくれた。


「土屋なら、今日はたぶん休みだぜって言ったんだよ」


「修ちゃんが休み？　って、なんでそんなこと比嘉が知ってんだよ？　つかなんで俺が修ちゃん見に来たってわかんの？　そもそもなんで比嘉がここにいんの？」


「おーおー質しつ問もん攻ぜめだね、安藤。つかやっぱ俺自身のことは最後なわけね」


　そう言いながら比嘉は、自分の背後をくいっと親指で指した。


「話聞きたいなら、あっち行こうぜ」


「あっち？」


　首を傾かしげる愼に、そう、と比嘉は頷く。それから口の端はしを小さく上げて、笑みを浮かべた。


「俺のバイトしてる店」











　いま休きゆう憩けい中なんだよ、と比嘉は言った。


　促うながされるままついて行った先は、こぢんまりとした建物だった。修吾が入っていったあの店と、そう変わらないくらいだろうか。だが外観は、こちらのほうがより愼には入りにくい雰囲気を醸かもし出している。


　どうやらバーらしき店だということは、なんとなくわかるが、ここで比嘉はバイトをしているというのだろうか。と思っていると、比嘉は「裏のほう回るから」と奥へ進む。


「って、俺も行っていいわけ？」


　裏ということは従業員用の出入り口ということだろう。普通そういう場所は、関係者以外立ち入り禁止なのではと思いながら、愼が訊たずねると、いいよ、とあっさり答えが返ってきた。


「休憩室、俺ひとりしかいないから、遠えん慮りよしなくていーよ。まあべつに見つかっても、怒おこられはしないと思うし」


　そんなもんなのか、と頷いて、はた、と愼は昼間修吾に言われた言葉を思い出した。


　───比嘉とふたりきりになるな、とそういえば言われたのではなかったか。


（うう、けど……っ）


　けれど、比嘉はあきらかに修吾とあの店のことを知っているのだ。それをわざわざ教えてくれようとしているのに、このチャンスを逃のがすのは惜おしい。


　修吾のことが知りたい。あそこで、修吾がなにをしているのか。どうしてあんなところにいるのか。その答えを、全部じゃなくても比嘉はなにか持っている。


「どしたー？　早く来いよ。べつに取って喰くいやしねーよー？」


「んな心配してないっつの！」


　揶揄からかうように言われ、迷う思考を振り切るように愼は、比嘉の後に続いてドアをくぐった。


　バックヤードのようなところを通り過ぎて、さらにその奥にある部屋の中へ比嘉は愼を促す。


「なんか飲む？　つってもコーヒーかウーロンかってとこだけど。店のほうならいろいろあるけど、こっちなんも置いてねーんだよなー」


「え、あ、じゃあ烏ウー龍ロン茶ちや……なあ比嘉、この店って、バーってやつ？」


　従業員の控ひかえ室だろうに、なんだか小こ綺ぎ麗れいで落ち着かない。普ふ通つうの電器屋では見ないような洒落しやれたデザインの冷蔵庫らしきところから、烏龍茶の缶かんを取り出して愼に渡わたした比嘉は、「まあとりあえず座れば？」と、これまた座り心ごこ地ちのよさそうなデザインのソファを指した。


「店は、そうだな、バーだけど、ほかのとこに比べてフードの種類も多いし、味も旨うまいんじゃねーかな。常連のリクに合わせて即そつ興きようで作ったりもするし」


「じゃあ意外と普通なんだ……」


「まあ、普通っちゃ普通かなー。あーでも、安藤は、表から入らないほうがいいかもね」


「俺？　表からって普通に店にってこと？　ってそもそも俺、未成年だし」


　愼の言葉に、比嘉は小さく笑って、あーいや、と続けた。


「成人してからも、安藤はひとりじゃやめといたほうがいいんじゃねーかな」


「？　なんでだよ？」


　首を傾げて訊きくと、ほかにもソファはあるというのに、なぜか隣となりに座った比嘉は、すこし身を乗り出して愼に近づく。に、と薄うすめの口こう唇しんが上がって、笑えみを作った。


「……ここ、べつにそう掲かかげてるわけじゃねーけど、客のほとんど、ゲイだから」


「……え？」


「安藤みたいなのは、気を付けないと。狙ねらわれたらすーぐ襲おそわれちゃうよ？」


　目を瞠みはった愼に、比嘉はさらに距きよ離りを縮めるように首を傾げた。


「ていうか安藤、俺とつき合わない？」


「はあ？」


　言われた言葉の内容を、すぐには理解できなかった。愼がゆっくり咀そ嚼しやくするのを待つように、比嘉は笑っている。


　この店の客層、それから比嘉のいま言ったこと。


（……つまり、えーと）


「……比嘉って、ゲイだったわけ？」


　それから思わず漏もれた問いはそんなもので、比嘉は、それを聞くと目を瞠ってから、くつくつと笑い出した。なにがそんなにおかしいのかと思っていると、そうだなー、と口を開く。


「正しく言えばバイかな。魅み力りよく的でタイプな人間なら、男でも女でも関係ないって感じ」


　へえ、と思わず呟つぶやいて、愼はその答えに、比嘉らしい、と感想を抱いだいた。


　そういえば、今日ほどあからさまではないが、比嘉はほかの人間よりもスキンシップが激しいきらいもあったし、女の子を口く説どくようなセリフも、以前から愼に言っていた。ただそれを、愼は単なる冗じよう談だんだとしか受け取っておらず、ほとんど気にも留めていなかったのだが、まさか本気だったのだろうか。


「……って、なんで俺？　男でも女でも関係ないとか、べつに個人の趣しゆ味みだし俺がなんか言うことでもないと思うけどさ」


　よくわかんねー、と愼が眉まゆ根ねを寄せると、比嘉は眉を上げておもしろそうに視線を返した。


「安藤はさ、自分の魅力をわかってないよな。あんまり無自覚すぎんのも、逆に罪だと思うけど？」


「はあ？　なんだよ、無自覚って……」


「言っただろ？　安藤みたいのは、気を付けないとって。自分はモテないからって無防備にしすぎてると、後こう悔かいするかもよ」


「って、ちょ、比嘉？」


　つとソファの背に腕うでを回すようにして、比嘉が愼のほうへ身を寄せる。そのふいに近くなった比嘉の顔にびっくりして、愼は慌あわてて立ち上がった。


「待ってよ。だいたい俺好きなひといるし！」


「それって土屋だろ？」


　え、と目を瞠る愼に、比嘉はおかしそうに笑う。


「なんでそこで驚くかなー。こんな界かい隈わいで働いてるかもしれない土屋のこと知りたくて、単身乗り込もうとしてんのに、バレないわけないじゃん」


「う……っ」


　そりゃそうか、と比嘉の指し摘てきにつまった愼は、すぐに、はたと顔を上げて眉根を寄せた。


「ってそうだよ！　俺はそもそも、修ちゃんの話聞きに来てんだから、こんなことやってる場合じゃないっつの！」


「こんなことって酷ひどいなー。俺一応本気なんだけど」


　トーンは軽いが、目の色がちょっと怖こわい。思わず本能的に危機感を感じて、愼が距離を取ると、比嘉は瞬まばたきをして笑みを浮うかべた。肩かたを竦すくめるようにして、ソファに深く腰こし掛かける。


「まあいいけど。とりあえず教えてやるって俺が言ったんだし。……さっき安藤が見てたあの店なんだけどさ、あそこ、すげえ人気あんだよねえ」


「……人気？」


　距離は取ったまま、愼はどういう意味だろうと訊き返した。比嘉は長い脚あしを組んで、横目で愼を見る。


「最近……ここひと月くらいかな、あの店で働いてる人間がすげー格好いいらしいって話、よくうちのお客さんからも聞くようになってさ。そしたら偶ぐう然ぜん見かける機会があって」


「……って、それが、まさか」


「俺もさー、最初見たときはびっくりしたけど。でも雰ふん囲い気きちょっと変えてるとはいえ、土屋本人に間ま違ちがいなさそうだしとは思ってたんだよねえ」


「……じゃあ、やっぱ修ちゃん、あそこで働いてんだ……」


　比嘉は聡さとそうなので、そういう類たぐいのことを見み抜ぬく能力などに長たけていそうな感じを受ける。その比嘉もあれは修吾だというのだから、やはり間違いないのだろう。


　あれが修吾本人だという確信を、自分で疑っていたわけではないが、心のどこかで、その事実を覆くつがえしてくれるなにかを、無意識に期待していたのかもしれない。


「もー常連もこぞって土屋の話ばっかだぜ、最近は。けどさすがに、本人の前でうわさ話はできないから、ウチであーだこーだと情報交こう換かんされてるわけだし、こっちの客足が減るわけでもないからいーんだけどさー」


　言いながら比嘉は椅い子すから腰こしを上げる。


「それでべつに、知ろうと思わなくても、土屋は今度いつ入るらしいってことまでも、わかっちゃうと。これで俺が、土屋が今日休みだって言った理由わかった？」


　そう言う比嘉に、頷うなずきながらも、愼はざわざわと騒さわぐ胸を、段々無視できなくなっていた。


　比嘉の言うことがほんとうなら、修吾が今日言っていた「用事」はこちらではなく、今度こそ家関係だったのだろう。それはべつにいい。自分の予想が外れただけの話だ。けれど……。


（……修ちゃんは、なんで）


　どうして、こんなところで働いているのだろう。比嘉の話によれば、ひと月も前から修吾はあの店に出入りしているということになるのに、その間そんな素そ振ぶりを、微み塵じんも見せてはくれなかった。……それはつまり、修吾は愼に教えるつもりなどまったくなかった、ということだ。


　普ふ段だんから多た忙ぼうな修吾のことは知っているから、これ以上負担をかけるのはなるべくやめたいと、いろんなことを聞かなかったのは、間違いだったのだろうか。


　心の奥底の、修吾を求めてやまない気持ちでは、彼のことを、もっともっと、知りたくて知りたくてどうしようもない自分がいたのに。それを押し殺して、聞き分けのいいふりをして、頷いていたのは、修吾と自分をさらに遠ざけるだけのものだったのだろうか。


　自分と会うことよりも、修吾には優先するものが、どれだけ多いのか。気付きたくなくて見ないふりをしていたものが、じくん、と滲しみるような痛みを胸に運んだ。


（……俺、修ちゃんの、なんなんだろ……）


　修吾はどうして、自分の告白を受け入れてくれたのだろうなんて、そんなことまで浮かんでくる。だって愼とゆっくり会うこともできないその間、修吾が会っているのは、綺き麗れいな大人おとなの女のひとだ。


（……修ちゃんは、ほんとは、女のひとが、いいのかな……）


　そもそも修吾が愼とつき合ってくれているのは、こちらが告白したからなのだから、そうじゃなかったらきっと彼にはもっと選せん択たく肢しがあった。


　なんの違い和わ感かんもなくとなりに並べるひとが、たくさん修吾の周りにはいる。引く手あまたの修吾だから、どんな女性ひとだって選ぶことができるのだ。


（……だから、あんまりなんも、してくんないのかな）


　胸の痛みは治まらず、苦しくなっていく。


　すこし深いキスはあの放課後もらった。指を口こう唇しんに含ふくまれたり、髪かみや首には触ふれられた。けれど、それ以上だって愼は欲しい。もっと、深く濃こい熱が欲しい。こんなにも修吾に焦こがれている。好きだから、そう思うのだ。そして愼のその熱は、修吾にだけ向かっているのに。


　……修吾はそうじゃない、んだろうか。


　自分にもっと触れたいとか、会いたいとか、思ってはくれないんだろうか……。


「ほーんと安藤は、やっかいな人間好きになったもんだよねえ」


「……うっさいな」


　比嘉が呟いた言葉に、思わず乱暴な返事をしてしまう。どうせ、俺と修ちゃんじゃ釣つり合わないよ、と思いながら顔を上げた愼は、息を呑のんだ。


　いつの間にか、比嘉との距離がまた縮まっていた。


「なあ安藤？」


「……なんだよ」


　目め尻じりを細め、笑みのような表情を作りながら首を傾かしげる比嘉に、愼は反射的に再度一歩後退する。その距離につと目を遣やった比嘉は、とくにそれにコメントはせず、また愼を見た。


「これ、ほかのだれかにばれたら、大変だと思わねえ？」


「……は？」


　なんの話だと見返す愼に、比嘉は笑みを深めると「土屋のこと」と続けた。


「歴代の中でもとくに優ゆう秀しゆうだって定評の、あの生徒会長サンがさ、こーんなアヤしげな界隈で、バイトしてんのなんか知れたら、問題じゃないかな？」


　比嘉の言葉の意味を察して、愼は目を瞠みはった。


「ウチの学校、バイト自体は禁止じゃねーけど、さすがに職種の制限はあるしさ。校則緩ゆるいぶん、それすら破ったときの処分は、キツいんじゃねえかなあ」


「……比嘉。もしかして、それって脅おどしてんの……？」


　眉根を寄せて愼が睨にらむと、比嘉はにっこりと笑ったまま答えない。けれどその沈ちん黙もくは肯こう定ていで間違いなかった。


「そんで俺脅して、なにさせたいわけ……」


　言いながら愼は、自分で気が付いた。まさか、と思いながらまじまじと比嘉を見ると、ビンゴー、と軽い声が返ってくる。


「意外と勘かんいいねえ、安藤。こういうのって、いくらなんでも卑ひ怯きようかなーとは思うんだけど、俺、チャンスは逃にがさない主義だし、欲しいものも手に入れたいし」


「ってちょ、そんなんでつき合うとか、変じゃん。おかしいよ。……っていうか、比嘉、そうだ！」


　まさかそんな、漫まん画がかドラマみたいな交換条件を自分が突つきつけられるとは思わなかった。混乱しながらも、はっとして愼は声を上げた。


「そもそも比嘉だって、この店で働いてんだろ！　なら、修ちゃんのこととやかく言える立場じゃないじゃんか！」


　そうだそうだ。比嘉だって似たような店で働いてるんだ。ならおあいこじゃないのかと愼が指摘すると、比嘉はだが、たいしてこたえた様子もない。


「んーまあ、勢い込んでるとこ悪いんだけどさー。俺、一応ここのオーナーの甥おいなんだよねえ」


「え？」


「まあまだだいぶ先の話だけど、ゆくゆくは俺も、自分の店持ちたいなあって思っててさ。そんで一応十八にもなったし、社会勉強も兼かねてのバイトっつうーか、手伝いっつーか」


　そんな感じなんだよね、と言って、比嘉は続ける。


「それに俺は、べつにだれかにばれたからって、影えい響きよう出るような立場でもないし。でも土屋はさあ、ちがうんじゃねーの？　あの土屋修吾が、ってことになったら、がっかりする人間、たくさんいるだろうなー」


　なんでもないことのようにそんなことを言う比嘉に、愼は、ぐっ、と口唇を引き結んだ。反対に比嘉は、口の端はしを上げて笑う。


「……土屋の秘密が、ばれるか、ばれないか、は安藤次し第だいだってこと」


　じっと比嘉の視線を受けながら、愼は思考を働かせた。理解力に乏とぼしい自分の頭でも、これがどういう状じよう況きようだかはちゃんとわかる。比嘉にこんなふうにして脅されずとも、そもそも修吾のバイトがどこかへ漏もれることの危険性は理解できるのだ。


（……だけど）


　個人的なショックや、それに伴ともなう後ろ向きな思考は消えないままだが、それでも、と思う心がある。


　どんなに修吾の心が見えなくても、それでも、好きなのだ。これだけは、どうしようもない。


　それに、修吾が、どれだけのものを割さいていまの立場を作ってきたのかを、自分は知っている。才能だけじゃない、努力だってちゃんとして、もたらされるものに驕おごらない修吾が、好きなのだ。


　ちゃんと自分の力でみんなの信しん頼らいを手に入れて、そうして頼たよられる修吾が誇ほこらしい。それを、自分が壊こわすことなんか、もちろんしたくなかった。


　けれど、修吾を好きな気持ちをあきらめることが、彼を救うことになるなんて、すぐには決心なんかつかない。それができるなら、とっくにそうしている。


　比嘉の顔がどんなに近くにあっても、つき合えなどと色めいたことを言われても、すこしもどきどきしなかった自分が、一番正直だ。


　修吾だけだ。修吾だけが、愼の心を動かす理由だ。それなのに……。


「まあ、とりあえずは、いますぐに答え出さなくてもいいよ」


　ふと比嘉が言ったことに、愼はいつの間にか落としていた視線を上げた。比嘉は相変わらず笑っているが、さっきまでよりもすこしその笑えみはやわらかい。


「無む理り強じいして、安藤にほんとに嫌きらわれんのもなんだしねー。じっくり考えてみて」


　そう言う比嘉の本心は、いまいちまだわからなかった。ほんとうに自分を好きで、だからこんなことを言い出したのか。それとも、ほかに目的があるのか。あいにく、自分程度の観察眼ではそこまで見み抜ぬくことができない。


「……もう半分くらい嫌いだっての」


　それでも、ひとことくらい抵てい抗こうできないものかと、そう返す。すると比嘉は吹ふき出すように小さく笑った。


「ほんと安藤って、土屋至上主義なんだなー」


「比嘉おまえ、おもしろがってんだろ。俺が修ちゃん好きなの知ってんなら余計な……」


　ちょっかいかけるのやめろよ、と言いかけた愼は、ふいにびくうっと肩かたを上げた。


（ケータイ……！）


　ジーンズの尻しりポケットに入れていた携けい帯たい電でん話わが、バイブレーションでメールだか着信だかを報しらせている。赤い亀かめとバンドの部分を摑つかんで取り出し、画面を見た愼は、思わず息を呑んだ。


（……修ちゃん……！）


　しかも着信だ。慌あわてて愼は、部屋の端まで駆かけ寄ると、通話ボタンを押した。


「っもしもし！」


『愼？』


　修吾の呼ぶ声に、うん、と頷うなずいてから、愼ははた、と自分の行動に我に返った。修吾からの電話は、反射的に取ってしまういつもの癖くせで、いま自分がどこにいるかを一いつ瞬しゆん忘れてしまっていたのだ。


　同じ部屋に比嘉がいるということが、修吾にばれたらまずい。


「修ちゃん、あの、どしたの？」


　途と端たんに大きな焦あせりが襲おそってきたが、いまさら切ることもやはりできない。それでもきっと、状況を自覚していても取ってしまっただろうとも思えたが、そんな結論も意味はないことだ。


　なるべく普ふ通つうに普通に、と思いながら訊たずねた愼に、修吾は、いや、と答える。


『今日昼にはまだ確定してなかったから、結局言い損ねてたんだけど。愼、明日暇ひまか？』


「え？　明日？」


　訊きかれて、愼は、そういや明日学校休みだっけ、と思い出す。平日だが、創立記念日というもののおかげだ。


　だがその休みそのものよりも、予定を訊かれたことに、期待が胸を過よぎる。もしかして、と思いながら「暇だよ」と頷いた。


『なら、昼過ぎ……つうか夕方前からだけど、うちに来ないか？　午前中用があるんだけど、午後過ぎたらひさしぶりに俺、フリーだからさ』


「えっほんと!?　いいの？　行く！」


　焦っていたことも忘れ、愼はふたつ返事で頷いた。我ながら現金すぎるとも思うが、うれしいものはうれしい。悩なやんでいた諸々の問題を一瞬すべて忘れたような気になってしまった。


『なら、三時くらいにおいで。それで晩飯いっしょに食べようか。それより愼、いま家？』


　だが、続けて修吾が言ったことに、ふたたびぎくんっと固まる。「えっ」と思わず声を上げてしまった。だが、頷いて噓うそをつくことはできずに、見えないとわかっていて首を振ふる。


「……っと、家じゃない、かな」


『かな？』


　訝いぶかるような修吾の声に、えっとね、と愼は言葉を探した。なるべくなら、噓はつきたくない。けれど、ほんとうのことも言えない。どう言えば、その両方を叶かなえられるだろうかと、往生際悪く考えていると、ふいに背後から、にゅっと腕うでが伸のびてきた。


「っ、わ……！」


　顔の横から伸びてきたそれは、両側から愼を囲うようにして胸の前で交差する。


（……っ比嘉……っ！）


　ぎりぎりその名前を声に出さなかったのは、自分でも褒ほめてやりたい。


　ただ、ふいを突かれた最初の声は漏れてしまった。案の定、電話の向こうの修吾が、さらに怪け訝げんそうな声を出す。


『愼？　だれかといっしょにいるのか？』


「っあ、ともだち！　コンビニでさ、偶ぐう然ぜん会って、話し込んじゃってて」


　言いながら愼は、身体からだを捻ひねると、腰こしを折りしゃがむようにして、比嘉の腕から抜ぬけ出した。


（いきなりなにすんだよ、馬ば鹿か……！）


　声に出しては言えずに、睨にらんで牽けん制せいする。たのしそうに笑っている比嘉から逃にげるように、部屋の反対角へ移動した。


『……さっき声あげたのは？』


「え？　あ、さっきのは、あの、電話してる後ろから、……くすぐられて、びっくりして……」


　言いながら、愼は眉まゆ根ねを寄せた。どうしてこんな、つきたくもない噓を、つかなければいけないのだろう。ふうん、とあいづちを打つ修吾の声が低いままなことも、気持ちが落ちる速度に拍はく車しやをかけた。


「……ごめんね、修ちゃん」


『……なにがごめん？』


　思わず呟つぶやいた愼に、修吾が訊ねる。それに、沈しずんだ心のまま返事を返した。


「俺、ちゃんと家にいればよかった。そしたら、もっと修ちゃんとゆっくり電話できたのに……」


　本心から出た言葉は、思いのほか弱々しくなってしまった。自分が情けない。どうしてこんな、思いつくままの行動をしてしまったのだろう。どうして、大人おとなしく修吾がいつか話してくれるまで、待とうと思えなかったのだろう。そんな後こう悔かいばかりが渦うず巻まく。


　だが次に修吾が、一瞬の間を置いて出した声は、すこしやわらかくなっていた。


『いや、俺こそごめん。滅めつ多たにこっちから電話できないのに、それを愼にいつでも家で待ってろなんて言う資格ないんだってわかってんだけど……』


「修ちゃん……」


『とりあえず、明日はちょっとだけだけどゆっくりできるから』


　呟きを吹っ切るように言う修吾に、愼は、うん、と頷く。愼としては、そういうことならもっと言ってほしい。修吾がしてほしいことは、ほんとうに、できる限り叶えたかった。


　それが修吾が自分を求めてくれている、わずかな証あかしのような気がするからかもしれない。


「時間になったらソッコー行くから」


『あんま急いで事故らないように、気をつけてな』


　見えないとわかっていても、ぐ、と拳こぶしを握にぎりしめて言うと、修吾のすこし笑みを含ふくんだ言葉が返ってくる。それにまた、うん、と頷いて、電話を切った。


（……やった、明日も修ちゃんと会える！）


　しかも、修吾の家まで行くのは、ひさしぶりのことだ。単純にその喜びに浮うかれていた愼は、背後の気配にはっと振り返った。


「噓ついてないで、土屋に迎むかえに来てもらえばよかったのに」


「比嘉！　ってゆーかおまえっ、なにすんだよっ、ひとが修ちゃんと電話してるときに……！」


　笑いながら言う比嘉に、愼はさっきは言えなかった文句を思い切りぶつける。


　それに、迎えに来てもらえだなんて、おまえが言うな、という話だ。


「なんなら俺が送ろうか？」


　懲こりずにそんなことを言う比嘉を、愼は、きっ、と力を込めて睨み付けた。とりあえずもう近づきたくないので、距きよ離りを取って近くにあった、開けていない烏ウー龍ロン茶ちやの缶かんを投げる。


「ざっけんな比嘉！　ひとりで帰れるに決まってんだろ！」


「っと、あぶねーなーもう」


　言いながらも比嘉は軽く缶を受け取ってみせた。そこがまた腹が立つ。


　ほんとうに、自分の浅はかさが悔くやまれる。八つ当たりも含めて再度睨むと、愼はそのまま部屋を出た。比嘉は追ってくる気まではないのか、ドアが閉まる前に「ばいばーい」という声が聞こえた。





　　＊　＊　＊





　自分の身長では向こう側など望めない高さの門の前で、愼はひとつ深呼吸をすると、手を上げた。人差し指を伸ばし、『土屋』と彫ほってある立派な表札横の、インターフォンを押す。すると、控ひかえめなブザーの後に『はーい』とおっとりした声が応こたえた。


『どちらさま？』


「あ、こんにちは！　あの、安藤ですけど」


『あらあら、愼くん。いらっしゃい、いますぐ開けるわね。ちょっと待ってて』


　すこし待っていると、『どうぞ』と声がする。門に手をかけると、ロックが外されたそれはすんなりと開いた。中へ入り、モダンな雰ふん囲い気きのアプローチを、石畳を伝って玄げん関かんまで歩いていく。すると、ちょうど扉とびらが中から開いて、女性が顔を出した。


　さっきインターフォンにも出た、修吾の母、繭まゆ子こだった。


「こんにちは！　おひさしぶりです」


「ほんと、しばらくぶりね。修ちゃんから愼くんが来るって聞いてたんだけど、あの子まだ帰ってきてないのよ。ちょっと用事が長引いてるみたいで」


「あ、そうなんですか？」


「たぶんもうすぐ帰ってくると思うの。ちょっと待っててもらえるかしら」


　そう言っておっとり微笑わらう繭子の態度は、小学校の頃ころから修吾の家へ遊びに行くことが多かった愼にはとても気さくだ。代々続く大病院の院長の娘むすめであった繭子は、おしとやかなお嬢じよう様さまが、そのまま奥さんになり母親になった感じで、愼の母である可南子とはまったく雰囲気がちがった。


　頷うなずく愼に、繭子は家へ上がるように勧すすめてくれる。とりあえずと広いリビングに通されてソファに座っていると、テーブルの上に広げられていたものに目がいった。


（写真？）


　思わず覗のぞき込むように見ていると、アイスティーを淹いれてきてくれた繭子が「それね」と声をかけてきた。


「美み須す々ずの赤ちゃんなのよ。もう孫馬鹿ってこのことかしらねえ、かわいくてしかたないの」


「美須々さんの？」


　出てきた名前は、修吾の姉だ。修吾より五つ年上の彼女はすでに結けつ婚こんして家を出ていた。聞くと、どうやら去年の末に子供が生まれたのだという。


　美須々も土屋家の例に漏もれずとても美人で、その遺伝子は滞とどこおりなく受け継つがれたのか、くりくりとした黒い目や、赤い口こう唇しんは、将来有望だろうと想像にかたくない。


「かわいい赤ちゃんですね。美須々さんに似てる」


「でしょ？　でもこの子、ちょっと修ちゃんの赤ちゃんの頃にも似てるのよね」


「修ちゃん？」


　きょとん、と愼が訊きき返すと、繭子は写真を見つめたまま、笑えみを浮かべている。そこに修吾の赤ん坊ぼうの頃を見ているのか、と思った愼は、なぜかちくり、と胸を刺さした痛みにショックを受けた。じわ、と嫌いやなざわめきが、なにかの予感のように広がる。


「まだ先でしょうけど、修ちゃんの赤ちゃんもたのしみねえ」


　ふふ、と微笑う繭子の言葉に、他意はない。それは間ま違ちがいなくわかるのに、愼はひどい衝しよう撃げきを受けて、目の前が赤く暗く明めい滅めつするように感じた。


（……修ちゃんの、赤ちゃん……）


　繭子の中にある、修吾のその可能性を、自分がいま大きな障害として塞ふさいでいるということに、愼は初めて思い至った。


「ただいま。愼来てる？」


　そこへ聞こえた声に、愼ははっと顔を上げた。


「修ちゃん」


「あら修ちゃん、おかえりなさい。愼くんついさっき来てくれたのよ。ね？」


「え、あ、はい」


「そうか、でも待たせたな、悪い。上行こうか」


「うん。あっ、繭子さん、紅茶ありがとうございました。あんま飲めてないんだけど……」


「そのまま上持っていけばいいだろ。母さん、俺のぶんはいいから」


　頷く繭子から視線を移して、修吾が手招きをする。言われた通り、コースターごとアイスティーの入ったグラスを持って、リビングの入り口に立っている修吾に寄った。すると修吾は、「俺が持ってくよ」と愼の手からグラスを攫さらってしまう。どうやら、愼が持って上がるのは危なっかしいということらしい。たしかに自分は、よく注意力散さん漫まんで食べ物や飲み物を零こぼすこともあるからと甘えることにした。


　すると階段を上がり、修吾の部屋に入ったところでふいに手を引かれる。


「修ちゃん？」


「なんかあったか？」


　テーブルにグラスを置いた修吾が、愼の手首を緩ゆるく摑つかんで、顔を覗き込んできた。


「え、なんかって……？」


「眉まゆ、下がってる。愼にしちゃ、めずらしい」


　そう指し摘てきしながら、修吾の指先がこめかみをなぞる。その近い距離にも、どきりとしながら愼は視線を落としてしまった。


「愼？」


　名前を呼ぶ声はやさしい。きっと心配してくれているのだろうとわかる。けれど、いつもならそれだけでうれしくなる心は、いまはそう単純な変化を遂とげてはくれなかった。


　さっき、繭子が言っていた言葉は、たしかに愼の心に、後ろめたさのような感覚を覚えさせた。けれど、その罪悪感じみた感情よりも、いま愼の中で膨ふくらむのは、ちがう不安だった。


　修吾に家に誘さそわれて浮かれていたけれど、昨日知った彼のバイトのことも、それに関する比嘉の脅おどしじみた言動も、なにも解決はしていない。頭の隅すみに無理矢理のように追いやって、忘れたふりをしていたかっただけだ。


　繭子の言葉はきっかけにすぎない。ただ、漠ばく然ぜんとした不安を、より大きく、愼に再自覚させた。


（……修ちゃんに、俺は、ほんとに必要……？）


　なにも話してくれないこともそうだけれど、ほかにもそう思ってしまう要因はある。考え出すとあれもこれも、と浮かんでくるそれらは、昨日も思ったことだった。


　秘密のバイト、綺き麗れいな女のひと……。そちらへは惜おしみなく使っているようなのに、自分にあててくれる時間は、ほとんどない。くれるのは、キスまでの抱ほう擁ようと、短い逢おう瀬せ。


　……修吾にとってたいせつなものは、いったいなんなのだろうという疑問まで浮うかんでくる。けれどその答えに自分という存在を見ることが、いまの愼にはできそうになかった。


「……俺、修ちゃんといっしょにいちゃ、だめなのかなあ……」


「……なに？」


　怪け訝げんそうな修吾の声に、自分はなにを言っているのかと慌あわてて愼は顔を上げる。すると修吾は、なにかを思い出すように視線をさまよわせた。するとすぐになにか思い当たったらしい。


「下で見てた写真か？」


「……あ、えっと」


　それだけが原因ではないが、それも含ふくんではいる。そうだともちがうとも言えずに愼がためらいを見せると、修吾は小さく息を吐はいた。


「素す直なおなのは愼のいいところだけどな、あんまり単純すぎるぞ。どうせ姉貴の赤ちゃんから飛ひ躍やくして、俺の子供がなんて話になったんだろ」


「……でも修ちゃん、俺」


「愼」


　言葉の途と中ちゆうで、鋭するどい声に遮さえぎられ、愼はびくんっと肩かたを揺ゆらした。愼の手首を摑んだままだった修吾の手にも力が入る。驚おどろいて目を瞠みはると、修吾は愼の目を覗き込むように、まっすぐ視線を向けてきた。


「……愼は、俺と別れたい？」


「っ、え、や、やだ……！」


　ふいに訊たずねられた問いにもびっくりして、一いつ瞬しゆん息を呑のんだ愼は、ぶんぶんと首を横に振ふった。


　じわ、と滲にじんでくるものに、眦まなじりが熱くなる。修吾の口から、「別れる」なんて言葉が出ただけで、それが決定でもないのに、ひどい痛みが胸を締しめ付けた。自分でも似たようなことを思ったくせに、実際示し唆さされてしまえば息ができなくなりそうなくらいに苦しい。


　すると、修吾はひとつ息をついて、なら、と続けた。


「もうその話は終わりだ。母さんは関係ない。愼と俺がどうしたいかが大事なんだから、もうこれ以上そのことは考えるんじゃない。それよりも愼、訊きたいことがあるんだけど」


「……え？　なに……っん！」


　想像以上の衝撃を持て余していた愼は、修吾の言葉に問い返そうと顔を上げ、目を瞠った。キスで口唇を塞がれ、思わずぎゅっと瞼まぶたを閉じると、一瞬離はなれた修吾の口唇が、すぐにまた重なって愼のそれを吸う。角度を変えて強く押し付けられた口唇に、瞼の裏がちかっと光って、くらくらした。


「っん、ん……っ、ぅ」


　顎あごに添そえられた手が、くいっと愼の顔を仰あお向むけさせ、その拍ひよう子しに口唇が開く。そこへためらいもなく入り込んできたものが、修吾の舌だと、愼はもう知っていた。二度目の、深いキス。けれど、この前よりもひどく性急で、強ごう引いんだ。


（……っな、なに……いきなり、こんな）


　もしかして怒おこらせてしまったのだろうか、と思いすこし怖おじ気づく。


「っ、ふ、ぁ……っ、しゅ、ちゃ、んん……っ」


　訊きたくて、なんとか喋しやべろうとする間にも、修吾はそれを許してくれず、愼の舌をとらえると自分のそれを絡からめるように擦こすりつける。どちらのものかわからない唾だ液えきが口の中に溢あふれて、こくん、と喉のどが鳴った。


（……っ、つば、飲んじゃった……っ）


　きっと修吾のそれも混ざっていただろう液体を呑み込んだことに、けれど不快感などまったく湧わかなかった。


　ぞくん、と首の後ろを疾はしっていった奇き妙みような震ふるえは、そのまま指先まで伝う。思考までもじわっ、と緩んでいく気がした。


「ぅん……っ、ンっ、ん」


　そのうちに、咥こう内ないを舐なめ回される感覚に翻ほん弄ろうされて、ふいにかくんっと足の力が抜ぬけたままに任せてしまった。


「ぁっ……っわっ」


　だが、口こう唇しんが離れ、身体からだが倒たおれた先は、床ゆかではなくやわらかいものの上だった。背中で感じたスプリングは、どうやら背後にあったベッドらしい。布ふ団とんに衝しよう撃げきを吸収されるまま、仰向けに転がった愼は、ぎゅっと瞑つぶっていた目を開いて、息を呑んだ。


　目の前に、修吾の顔がある。


　淡あわい色の瞳ひとみは、静かな中になにか烈はげしいものを秘めているように見えた。その眼まな差ざしにどきりとしながら、さらには、修吾の口唇が濡ぬれていることに、愼は頰ほおが熱くなるのを感じる。キスをしたからだろうかと思えば、自分の口唇も同じようになっているのかと連れん鎖さを想像してしまい、それだけでまたどこか脳の奥が痺しびれた。


　その口唇をそっと開くと、震えるような息もいっしょに漏もれる。


「……しゅ、ちゃん……、おこってん、の……？」


「……怒おこってないよ」


「ほんと、に……？　修ちゃん……っん、んぅ、む」


　問いかけを呑み込むように、また深く口くち接づけられる。愼に覆おおい被かぶさるような体勢の修吾は、幾いく度ども角度を変えて、愼の口唇をまるで貪むさぼるように、キスを繰くり返した。


　濡れた音が脳内に響ひびいて、意識がぼんやり感覚だけを追い始めていく。このままずっとキスをしていたら、口唇が溶とけそうだ。舌を吸われ、口唇を食はまれ、中を丹たん念ねんに探られる。


「ふ、はぁ……っ、ん……」


「……愼、きのう、いっしょにいたのだれ？」


「っん……っ、え……？」


　ちゅ、と音を立て離れた口唇が、ふいに耳みみ朶たぶに直接音を吹ふき込んだ。それに首を竦すくめながら、愼はぼやけた思考でゆるゆると訊きかれたことを反はん芻すうする。


「き、のう……？　え？　あ、昨日は……ともだち、だよ？」


　素直に答えてしまう寸前で、はたと我に返った愼がそう言うと、修吾は眉まゆを上げて、さらに訊いてきた。


「ともだちって？」


「ひゃ、や、修ちゃん……っ？」


　ふいに脚あしに触ふれられて、愼は身体を震わせた。修吾のてのひらが、撫なぜるように太ふと腿ももを這はう。


「……っ、ん……っ」


「ともだちってだれだ？」


「っく、クラスメイトだよ……っ」


　けれどその感覚に耐たえる間もなく、再度問う修吾になんとか愼はそう言った。すると修吾は、ふうん、と呟つぶやく。だが一応相づちのようなそれは、まったく納得していないような響きだった。


　まさか、昨日のことを修吾は疑っているのだろうかと、ひやっと胸が騒さわぐ。なにかほかにも、もっともらしい言い訳をしたほうがいいのか。けれど自分程度では、言えば言うほど深みにはまりそうな気もすると、愼はぐるぐる思考を巡めぐらせた。


「……クラスメイト、なあ」


　修吾はぼそっとそう呟いて、愼の顔の両横に腕うでをついた。布団に沈しずむ修吾の腕に合わせて、愼の頭がわずかに揺れる。


「修ちゃ……」


　ふたたび称しよう呼こを呑み込むように口唇を塞ふさがれて、反射的に愼は目を閉じた。数えるほどしかもらっていないキスなのに、修吾に施ほどこされるというだけでもう、受け入れること以外考えられない。


　こうしてキスをくれるということは、一いつ旦たん修吾が疑ぎ惑わくを解いてくれたのだろうか。もしそうでも、そうでないにしても、段々と霞かすみがかってくる思考に抗あらがってまで、それを追及する自信など愼にはなかった。


「……っふ、ぁ、……んっ、ン、ん……っ」


　すでに最初から奥をさぐる口接けは、呑み込みきれずに愼の口の端はしから唾液を零こぼした。さっきよりも緩ゆるやかなのに、どこかさらに深いところまで侵おかしてくるようで、頭の芯しんが本格的に痺れてくる。


　合わさった口唇の隙すき間まから、ひっきりなしに喉のど声ごえがあがって、睫まつ毛げが震えた。修吾のてのひらが、前まえ髪がみごと額を撫ぜ、耳じ殻かくを過ぎて、首に触れる。これまでにない長いキスに、身体中の力が抜けた気がした。幸いだったのは、ベッドの上に身体を横たえているから、倒れる心配がないということだろうか。


「……っん、……んぅ、んっ？」


　そんなことをぼんやり思っていたら、ふいに愼はびくんっと自分の身体が跳はねたことに驚おどろいて、目を開けた。


　変わらずキスは続いている。けれど、もう吸われすぎて感覚が痺れてきた口唇よりも、鋭えい敏びんに感じてしまうものに、愼は無意識に修吾の背中に回していた手に力を込めた。


　いつの間にか、重ね着していたＴシャツとカットソーが二枚とも、まとめて胸の上まで捲めくり上げられている。そして晒さらされたそこに、修吾のてのひらが這わされていた。


　薄うすい腹を撫ぜて、長い指が、胸に触れる。


「……んっ、ぁ、あ……っ」


　初めて直じかに肌はだに触れられる感覚に、愼の口から小さく声が漏れた。キスを解いた修吾の口唇は、頤おとがいに吸い付いて、また上がってくる。


　ひた、とそこで目が合って、愼は、はあ、と息を吐はき出しながら、修吾を見つめた。視界がぼんやり潤うるんでいるのは、涙なみだが溜たまっているのだろうか。


「……しゅう、ちゃん……」


　うまく動かない舌で、名前を呼ぶと、視線だけが返ってくる。その目の中に見える、ちり、と燻くすぶるようなものの正体を、よくはわからないまま愼は続けた。


「……する、の……？」


　その問いに、言葉はやっぱり返ってこなかった。ただ、すっと修吾の顔が下がったかと思ったら、胸に濡れた感かん触しよくが疾る。ちゅ、と微かすかな音がして、それと同時に、愼はまた声を上げた。


「や、ぁ……っ、あっ」


「……愼」


「修ちゃ、や、あ……っ、あ、んん」


　最初軽く口接けただけだった口唇は、愼の胸の飾かざりを食はむようにやわらかく挟はさむと、ちゅっと吸う。それからさらに濡れたものが、刺し激げきで勃たち上がった先せん端たんを、くりくりと転がすように舐めた。


（……やっぱり、する、のかな……？）


　答えてくれない修吾に、愼は霞がかかりそうな思考の中でそう思い、ふるっと震えた。けれどそれは初めて与あたえられる感覚のせいだけではなく、愼の心の揺ゆれを表していた。


　たしかに、この行こう為い自体は、愼はずっと待ち望んでいたと言っていいほどに焦こがれていた。それは愼にとって、しあわせ以外のなにものでもない。


　けれどいま、自分の心は、それをきちんと受け入れるだけのなにかが足りていない気がした。修吾に対する、積み重なったいろんな不安は、なにひとつ解消されていない。さらにいまの修吾はどこか、いつもとちがって、愼をどうしてだか竦すくませてしまう。


（……修ちゃんと、したい、けど、でも、でも……）


　彼を怒らせているかもしれないからなのか、疑われているかもしれないからなのか、もしくはそれらを含ふくむ、このもやもやした心全部が原因なのかもしれなかった。


（……なんか、わかんないよ……っ）


　それでも修吾に触れられれば、鼓こ動どうは速くなるばかりで、実感できるその感覚に、身体は正直だった。胸に顔を伏ふせたままの修吾に、先端を口に含んだままちろちろと舐なめられると、声も震ふるえも止まらない。


「ここ、舐められるの、初めて？　愼」


「……あっ、はじ、めて、ん……っ、んっ」


「触さわられるのも……？」


　そう囁ささやきながら、舐めているのとは反対の胸を、修吾のてのひらが撫ぜるように触れた。指の間に引っかかった突とつ端たんを、そのまま挟まれて軽く引っ張られる。


「っあ、や……っ、修ちゃん……っ」


「ふうん……初めてなのに、愼、こんなに感じてんだな……」


　小さな小さな胸のしるしは、いきなり愼の身体からだを熱くする理由のひとつになってしまった。じん、と微かに痺しびれるような感覚がダイレクトにそこから広がっていく。


「あ、だ、って……っ」


　そんなの、修吾に触られているからに決まっているのに。どうしてそんなことを言うのだろうと、涙の膜まくが張った目を向けると、修吾は先端以外の胸や、平らな腹などにも口こう唇しんを這わせている。赤い粒つぶでなくとも、修吾の口唇が触れるだけで、どこもかしこも、痺れるような小さな痛みのような、不思議な感覚を愼に刻みつけていった。


「……っは、あ、修ちゃ……、んっ、あ……！」


「……じゃあこっちも、初めて？」


「ぅあ、あ……っ、や、あっ」


　こちらもいつの間にか解かれていたベルトとボタンをくぐって、修吾の手がジーンズの中に入り込んできた。アンダーウェアの上から、ぐにぐにと揉もむように触れられて、すでに自分のそこがどんな状態かを、愼は思い知る。


「や、修ちゃん、そこ、あっ、あ……っ」


「うん？　初めて？　愼」


「っは、はじめ、て……っ、しゅ、ちゃんが、あ……っ」


　半ば硬かたくなり、勃ち上がっている愼のものを、形をなぞるかのように擦こすりながら、修吾の手はうごめく。膝ひざが曲がり、感覚に耐たえるように足先に力が入った。だが、ジーンズに阻はばまれて、修吾の手の動きはあまり大きくはない。さらに、下着の上から触ふれられるだけのそれに、窮きゆう屈くつで焦じれったくなってきた。


「ん、あ、修ちゃん……っ、それ、も、あっ」


「なあ愼、でも、初めてって言っても、自分でしたことなら、あるだろ……？」


　直接触って欲しい。そう思って告げようとしたところに、そんな囁きが耳みみ朶たぶに落ちてきた。


「へ、え……っ？」


「自分でここ、触ったこと、あるよな？」


「……っう、あっ、ん……っ」


　かりっ、と軽く引っかかれて、愼はきゅっと目を瞑つぶると、こくこくと頷うなずいた。恥はずかしい。自分でしたことは、そりゃ何度もある。己おのれの拙つたない手つきでも、修吾を想おもいながら昂たかぶる自身に触れれば、想像の中で夢ゆめ心ごこ地ちになった。


　けれどさすがに、そこまでは言えず、ただ頷く。すると、すっと頰ほおに手が添そえられ、眦まなじりを指先が撫なぜた。そのやさしい感触に瞼まぶたを開くと、修吾の薄い口唇が、綺き麗れいな弧こを描えがいて目の前にあった。その、笑う意味がわからなくて、愼はまた混乱を極きわめる。


「……やってみせて」


「……え……？」


「愼がいつも、自分でやってるように、してみせてくれよ」


　自分に何度も口接けた口唇が紡つむいだ言葉に、愼はゆるゆると目を瞠みはった。すると、ふたたび愼の中心に、修吾の指先が触れる。びくんっと肩かたを震わせて、愼は修吾を見返した。


「修ちゃ……」


（……やっぱ、怒おこってんの……？）


　ちっとも修吾の笑えみがやさしくない。けれど、普ふ段だんの揶揄からかうような意地悪なそれとも似ていなくて、愼は戸と惑まどいを乗せて修吾を呼んだ。だが修吾は、そんな愼の惑いなど知らないような顔をしている。


「愼のここ、もう滲にじんできてるぞ。……ほら」


　くいっ、と下着を中心に擦りつけるように撫ぜられて、さらにそこへ滲むものを感じた。


「んん……っ、や、ぁ」


「下着、汚よごしたくないだろ？　脱ぬがせてやるから、愼がしてるとこ、見せて」


　うそうそうそっ、と内心で慌あわてているうちに、膝ひざ丈たけのダメージジーンズと、アンダーウェアは、修吾の手によって簡単に取り払はらわれてしまった。


「修ちゃん、どして……っ」


「うん？　ああ、上も脱いどくか」


　上半身を起こした愼の、乱れたカットソーとＴシャツも、首から抜ぬき去られる。最後にくつ下も脱がされて、あっという間になにも身につけているものがなくなってしまった。


「や、修ちゃん……っ」


　わずかな抵てい抗こうも、聞き入れてはもらえない。それでも、肩を抱だくように愼の隣となりに座った修吾の吐と息いきが耳を掠かすめると、ぞくぞくうっと背筋を痺れが駆かけ抜けていった。


「……愼、なあ、ここ触ってあげないと、かわいそうだろ」


「や、だ……っはずかしい、よ……っ、ぅんっ」


　震える声を上げて訴うつたえると、今度は口唇を塞ふさがれた。にゅる、と舌を絡からめられ、咥こう内ないを愛あい撫ぶされると、鼻にかかったような声が漏もれる。


「んむ、ぅ……っん……っ」


「……愼」


　肩から下りてきた手が、胸をさまよう。緩ゆるく円を描くように撫ぜるてのひらに、ぴくんっと反応を返すと、もう片方の手が太ふと腿ももの内側をさすった。


「……っぁ、……っ」


　もう一度、愼、と掠れた声で呼ばれ、愼は濡ぬれた睫まつ毛げを伏せ気味に視線を落とした。それから、きゅ、と強く瞼を閉じ、そろそろと手を伸のばす。


（……修ちゃん、ずるい……）


　そんなふうに、乞こわれるような声で促うながされたら、もう自分は従うほかない。抵抗する意味すらも、わからなくなってきて、結局は修吾の望むままの自分になってしまうのだ。


「……っふ、ぅ……っ、ん、ん」


　口唇を嚙かみしめて、愼は自分の中心をてのひらの中に包み込んだ。先せん端たんから滲んだ先走りは、すでにとろっと流れていて、愼の手をすぐに濡らしてしまう。緩く握にぎり込んだそれを、ゆっくりと上下に擦った。くち、と濡れた音が響ひびく。


「……っ、は、ぁ……っ」


「……そうやって擦ってるだけか？　ほら……先のとこも、弄いじってみろよ」


「っあ、ん……っ、んっ」


　ぼそぼそとすこし荒あらい息を含んだ声で、耳みみ許もとに落とされる言葉にも逆らえず、親指の腹で先端の窪くぼみを刺し激げきする。ふるっと震えて、さらに愼のそれは硬さを増した。


「ん、ン……っ、ぁ、はぁ……っ」


「……すげ、かわいい、愼。気持ちいいか……？」


「んっ、ん、あ、修ちゃん……っ」


　後頭部のほうから回されたてのひらに、くい、と顎あごを取られ、仰あお向むけられる。息がかかるほどの位置に修吾の顔があり、愼は眦から零こぼれる雫しずくもそのままに喉のどをおののかせた。


「んっ、や、顔、やだ……っ」


「ああ、見られるの、恥ずかしい？」


「ぅんっ、や、あ……っ」


　自分でしているところの、その中心ばかり見つめられる視線にも羞しゆう恥ち心しんは増すばかりだったが、それ以上に、こんなだらしない顔を見られるのは嫌いやだった。きっとどうしようもなく物欲しそうな顔をしている。快感は味わえるけれど、どこか足りないものがあると気付いている自分の、その心を見み透すかされそうな気がした。


「……けど自分でしてる愼の顔、すげえかわいい……」


「っう、そ、……っや、んん……っ」


「噓うそじゃないって……もうそろそろ限界なの、我が慢まんしてる顔、やばいくらい、やらしいし……」


　それのどこがかわいいの、と思っても言葉にできない。出るのは、抑おさえきれない喘あえぎだけだ。それにその修吾の言葉と声に煽あおられて、中心に溜たまる熱が解放を求め始めている。


「っ……しゅう、ちゃん、さわ、って……っ！」


　さす、と内うち股またをてのひらで撫ぜられて、ぞくんぞくんっと背中を震ふるわせた愼は、必死でそれだけを口にした。


　目の前に好きなひとがいるのに、自分の手で最初の到とう達たつを迎むかえるなんてしたくない。膨ふくらんだ想おもいは、正直に愼の口から飛び出した。


　修吾はキスもいっぱいくれたし、胸にも触さわってくれたけれど、いま愼が自分で弄っているそこへは、直接は触れてくれていない。


　もしかして、小さな粒つぶがついているだけで盛り上がりもやわらかくもない胸を触った時点で、その下の中心へ触れることには、ためらいが生じたのだろうか。愼が男だということを改めて知って、けれどすでに欲情している相手を放っておくに忍しのびなくて、だから自分で触らせたのだろうか。


　……やっぱりほんとうは、自分に触れたく、ないの、だろうか。


　昨夜、修吾のバイトのことを知って至った思考がまた甦よみがえって、じくじくと胸を苛さいなむ。


「……っしゅう、ちゃ……っ、ど、してっ、さわ、さわって、くんない、の……っ」


　一気に込み上げてきた不安に、ぼろっと涙なみだがこぼれた。ひどく間近にあるけれど、ちゃんと利きいていた視界が、ぶわんと滲んで、瞼の奥が熱くなる。


　ぎゅう、と胸の奥が絞しぼられるように苦しくなって、嗚お咽えつが漏れた。


「や、だ……っ？　しゅうちゃん、俺、に……さわりたく、ない……っ？」


　それなら、さぞいまの自分は滑こつ稽けいだろう。そういえば、修吾は最初から、しきりに愼に、この行こう為いが「初めて」かどうかを訊きいてきていた。ということは修吾はもしかして、それも嫌だったのだろうか。


　愼の知らないところで、想像もできないようなバイトをしている修吾だから、きっと自分が幼い恋こいに胸を焦こがしている間にも、どこかの綺き麗れいな女性ひとと、こんなことをしていたのかもしれない。


　だったら、なんの技術もない、幼なじみの男なんか、つまらないにちがいなかった。


　どれだけ自分は浅ましい顔をしていたのだろう。修吾がちょっと触ってみようかと思うくらいには、きっと物欲しそうな態度だったのだ。


　だから、するの、と訊いたときも、曖あい昧まいな態度しか見せてくれなかったのだ。


「……、愼」


「……も、やだ……っ、しゅうちゃん、なんか、こわい、し……っ」


　怖こわい。口に出して初めて、愼は自分がずっとその感情を堪こらえていたことを知った。いつもとちがって、戸惑いと不安しか煽らない意地悪は、愼の感情の箍たがを外してしまう。


「愼」


　再度名前を呼ばれても、聞きたくないというように弱くかぶりを振ふった。


「……こわい、よ……っしゅうちゃん、こわい……っ」


　俺のこと見てない。俺の声聞いてない。そんなんで触ってくれたって、受け入れられるほどに余よ裕ゆうなんかないし、不安なばかりで気持ちいいのだって続かないよ。そう言いたくて、けれど怖い怖いと泣くだけで、なにも言葉にできなかった。


　普段の前向きな思考など一切忘れてしまったかのように、どろどろと渦うず巻まいては濁にごる胸の裡うちを、どうすればいいのかもわからずに、愼はベッドから下りようと四つんばいになった。


　力が入らない。けれど、醜しゆう態たいを晒さらしてしまったことへの修吾の反応が怖い。こんなになってでも、やはり修吾を好きな気持ちは消えてくれなくて、だからこそ、もうこれ以上ここにいたくなかった。


「───ごめん、愼」


「……っ!?」


　だがふいに、肩かたを摑つかんだ手に引き寄せられるように、愼はそのまま背後に身体からだを倒たおしてしまう。その背をとん、と受け止めたのは、布団ではなく修吾の胸だった。


「……悪い、泣かせるつもりじゃなかったんだ」


「しゅ、ちゃ……」


　ぎゅうっと後ろから抱き込まれるように強く腕うでを回されて、愼はとくんっと跳はねる鼓こ動どうを感じ、動きを止めた。


「理性、途と中ちゆうからぶっ飛んで……歯止め、きかなくて暴走した。ごめん。……頼たのむから、そんな泣きながら離はなれるな、愼」


　それから、言われた言葉に、愼は瞬まばたきをした。その拍ひよう子しに、まだ溜まっていた涙が頰ほおを滑すべり落ちたけれど、構わずにすこしだけ身体を捻ひねって修吾のほうを向く。


「……修ちゃん……あの」


　修吾の言った言葉の内容を、ゆっくり汲くみ取って、愼は、そろ、と修吾に手を伸のばした。


「……じゃあ、俺に、触りたくない、んじゃない……？」


「ごめん、怖がらせたうえに、誤解させたな。……触りたいよ」


「……ほんと？」


　そっと訊いた愼に、修吾は涙の筋を追うように口くち接づけた。それが肯こう定ていする答えだとわかって、愼は、よかった、と頰を緩ゆるめた。


「……ほんとに、こわかったんだよ、俺……。なんか、いつもとちがうし修ちゃん……」


「うん、悪い。……もうしたくないか？」


　問われて、愼は、ふる、と首を振った。


（……そりゃさっきは、逃にげそうになったけど、さ）


　修吾の意図が見えなかったから、怖くなってしまったのだ。けれど修吾の気持ちをこうして聞かせてくれるのなら、愼に否いなやのあろうはずもない。


　眦まなじりから頰、額に鼻の頭を辿たどって、口唇に下りてきたキスを、愼は今度こそうっとりと受け止めた。











　ちゅ、という濡ぬれた音に、愼は眉まゆ根ねを寄せて、つま先に力を込めた。


「っ、あ……っ！　や、ぁ……っ、んっあ、んんっ」


「……元に、戻もどったな」


　初めての感覚に翻ほん弄ろうされていた愼は、修吾の呟つぶやきを拾ってぼんやり意味を悟さとると、だって、と熱い息を吐はき出した。


　暑いな、とシャツを脱ぬいだ修吾が、すっかり萎なえてしまっていた愼の中心を見て、おもむろに脚あしの間に頭を沈しずめたときには、驚おどろいてなにも抵てい抗こうできなかった。けれど、れろ、と先せん端たんを舐なめられ、ちゅ、ちゅ、と口接けるように口唇を当てられただけで、変な声が出てしまうくらいの衝しよう撃げきに、内股が震える。


「しゅちゃ、ん、が……っ、んっ、ん、ぅ」


　修吾の口が、愼のものを咥くわえている。それだけでなく、緩く上下の口唇で挟はさみ込んだまま吸い上げられ、舌で先端から滲にじむ雫しずくを舐め取られた。


「ふ、ぁ、んん……っ」


　ちゅ、と糸を引くようにして離れた口唇が、今度はつつ、と下がって全体を舐めるように移動する。付け根の果実を吸うように口接けられ、次は添そえられていた手が上下しながら刺し激げきを与あたえた。


「……俺が、なに？」


「っんっ、ん、あ……っ、や、も……っ」


　なにがなんだかわからない。修吾のいいように翻弄されて、中心に集まった熱のせいで、どうすればいいのか、考えられなかった。縋すがる先はそこを支配している修吾しかなくて、愼は中心でうごめくやわらかい髪かみに手を差し込む。


「しゅ、ちゃ……おれっ、もう……っ」


　我が慢まんできない。そう言おうとしたときだった。


　ピンポーン、と響ひびいた音に、愼はびくうっと身体を揺ゆらした。


　この部屋ではない、遠くのようで近いその音は、どうやら呼び鈴りんのようだ。


（……っそ、だ……下に、繭子さん……）


　ひくっ、と息を呑のみ込んだ愼は、いままで忘れ去っていたその存在に慌あわてて修吾を見る。


　すると修吾は、構わず愼の太ふと腿ももを持ち上げるとぐいっと広げる。


「っ、しゅうちゃ……っ！」


「下が気になる？」


「だって、……っあ、っん！」


　愼の中心を握にぎっていた手にきゅ、と緩く力を入れられ、先端を舌で抉えぐられた。思わず零こぼれた声に、愼は咄とつ嗟さにてのひらで口を覆おおう。


「……すでに愼の声、いっぱい出てたからいまさらじゃないか？」


「っふ、ぅん……っ、んっ」


「そこまで壁かべ薄うすくないし、べつに気付かれてはないと思うけど……そんな不安？」


　こくこくと首を振ると、修吾は、ふうん、と頷うなずいたが、行動は反対だった。また口の中に愼を呑み込み、じゅう、と吸い上げる。


「っん、んん……っ、んっ」


「……じゃ、気にならないようにしてやる」


　そう言って修吾は、一いつ旦たん口を離して、根本から舐め上げていく。舌は何度も何度もそうして往復し、膨ふくらんだ果実はふたつとも揉もまれ、びくびくと愼は腰こしを震ふるわせた。


「あふ、うン……っ、んっんんっ」


　てのひらが唾だ液えきでまみれ、気持ち悪い。堪えきれない喘あえぎに濡れた自分の手で息が苦しくなって、思わず離した。


「っぁ、あ……っ」


　頤おとがいが反って、押し付けた後頭部にぎし、とベッドがわずかに軋きしむ。解放された口元に、なんだか楽になった気がした瞬しゆん間かん、コンコン、と今度は控ひかえめな音が、部屋の中に飛び込んできた。


「……っ！」


「修ちゃーん？　小包届いてるけど」


　聞こえた繭子の声に、愼は固まって動けなくなった。つ、と中心から口を離した修吾は、身体を起こして、扉とびらのほうへ目を遣やる。


「修ちゃん？　いるんでしょ？」


「ああ、うん。下に置いといてくれる？　ちょっといま、手え離せないからさ」


「あらそうなの？」


　びくんっ、と愼は身体を震わせた。修吾の指が、いままで咥えていたそれを、ゆるゆるなぞっては、時折くっと力を込めて刺激する。


（……っ修ちゃん……！）


「っぅ、っふ……っ、ん……っ」


「あとで取りに下りてくるから。悪い」


「なら、リビングに置いとくわね」


　うん、と頷きながらも、修吾は愼を弄いじるてのひらをやめない。やめてとも声に出せず、愼は今度は両手で口を覆った。


（……っや、や……そこ……っ）


　くりくり、と雫の溢あふれる先端を責められ、おかしくなりそうだった。


　早く、早く階下へ戻って欲しい。抵抗する術すべはすでに持っていない愼には、それだけしか願うことができなかった。だが繭子は、「あ、それからね」と続ける。


「これからちょっと出かけてくるから、悪いけどお夕飯は、食べに出るかなにかしてくれる？」


「ああ、映画に行くって言ってたっけ？」


「そうなの。せっかく愼くんが来てくれてるのに申し訳ないんだけど、よろしくね」


「だってさ、愼。いいだろべつに、夕飯外でも」


「……っ、ぁん……っ！」


　ふいに話を振ふられ、そして油断していた胸の飾かざりをもう片方の手でぴん、と軽く弾はじかれ、愼はわずかに声を漏もらしてしまった。


「どうかした？　修ちゃん？」


「なんでもない。適当にとるからいいよ。ゆっくりたのしんできて。どうせ帰りも遅おそくなるんだろ？」


「そうね、レイトショーだから、ちょっと遅いと思うけど、お父さんにも言ってあるから」


「了りよう解かい。なら安心」


　修吾の応こたえに、繭子はもう一度「ならあとよろしくね」と言うと、ようやく階下へと降りていったようだった。


「愼？……よく我慢できたな？」


「……っしゅ、ちゃんの、いじわる……っ！」


　涙なみだの滲んだ目で睨にらむと、修吾は小さく笑って、愼の腕うでを引っ張り上体を起こさせた。


「でもこれで、やっと集中できるな」


「……ん」


　座る修吾の上に跨またぐように引き寄せられ、キスをされると、それだけですぐに怒いかりは解けてしまう。いまはすこし見下ろす位置にある修吾の顔が、首筋に埋うまり小さな音を立てて吸い付いた。鎖さ骨こつを舐められ、脇わきから上がってきた右手が胸の飾りを掠かすめる。


「っん、修ちゃん……、修ちゃんの、は……？」


「ん……？　触さわってくれるか……？」


　まだ修吾はズボンを穿はいたままだった。チノパンの中心に導かれるまま手を触ふれた愼は、どくどくと心臓が走り出す音を耳の裏で聴いた。硬かたくなっているそれは、ズボンの上からでも熱い気がして、吐と息いきが漏れる。


「……これ、触ったら、いいの……？」


「うん。愼の手で、な」


「ん……っ」


　くちゅ、と晒さらしたままだった中心を撫なぜられて、その感覚に耐たえながら、愼はおずおずと修吾のベルトを解いた。指先が震えてなかなかうまくいかない。けれど、修吾に手伝ってもらいながら、その中心を取り出したときには、どこか恍こう惚こつとした感覚に頭が支配されていた。


「愼……そのまま触って。愼が好きなように」


「んっ、う、ん……、っあ、ん……っ」


　そう言う修吾の手も愼のものを弄っている。施ほどこされる愛あい撫ぶに喘ぎを漏らしながら、愼は修吾の手の動きを真似まねるように、自分の手の中のそれを育てた。


　濡ぬれた音が、二倍に増え、聴ちよう覚かくを犯す。熱い息を吐はき出しながら、愼は修吾の首筋に顔を埋めた。


（……汗あせ、だ）


　そこがじんわりと汗ばんでいることに気が付いて、愼は小さく笑えんだ。修吾もすこしは熱くなってくれている。それがうれしかった。


「……っ、ん、あ……っ、や、ぁ……っ」


　だがふいに、予想もしなかった場所に指が触れ、愼は声を上げた。するっと臀でん部ぶに回った修吾のてのひらは、揉もむようにそこを撫ぜると、そのまま指先だけを、奥へと触れさせる。


「っや、修ちゃん、そこ……っ」


「ん、ちょっとだけな」


　先走りの液を掬すくったのか、濡れた感かん触しよくがした。だが、つ、とさぐるように触れた指先は、すぐに離はなれる。どうしたのかと思っていると、修吾はその手を愼の前に持ってきた。


「……愼、口開いて」


「え？……っあ、む、んん……っ」


「そう、そのまま舐なめて」


　口こう唇しんに当てられた指先に瞬まばたきをして思わず開くと、そのまま修吾の指が侵しん入にゆうしてきた。緩ゆるく咥こう内ないを指でなぞられ、促うながされるまま舌を絡からめる。すこし変な味がして、それがなにかに気が付いて一いつ瞬しゆんだけ、眉まゆ根ねを寄せた。けれどすぐに、修吾の指なんだと思えば気にならなくなる。


　キスで犯されるのとはまたちがう感覚に、瞑つぶった目め尻じりから涙が滲にじんだ。


「ふ、んん……っ、ん、ぅん……っあ」


　しばらくされるがまま舐めていると、指が抜ぬかれる。思わず声を漏らしてしまうと、口くち接づけられた。


「……舐めるの、好きなんだな、愼」


「……っ、あ……っ、あっ」


　答えられずにいると、ふたたび中心の奥に触れられ、愼は息を呑のんだ。くるり、とその窄すぼまりをひと撫ぜしてから、濡れた感触がすこし強めにそこを押す。修吾の腰を跨いで、ベッドについている膝ひざが震えた。


「っん、んー……っ、ゃあ、あっ」


　くち、と音が聴こえ、わずかに入り込んだ指に、喉のどが鳴る。奇き妙みような感覚が背筋を駆かけ抜けた。


「……愼、ほら、手止まってる」


「っう、あ……っん、ぅん、ん……っ」


　修吾のもう片方の手が、愼の中心を擦こすり上げる。倣ならうように愼も修吾のそれを扱しごいた。


　奥をさぐる指は、ゆっくりと深くまで行き、戻もどる。幾いく度どか繰くり返しては、馴ならすように入り口付近も撫ぜた。


「っひゃ、あっ、あ……っ」


「愼、これ、気持ち悪くないか……？」


「っんっ、あ、ない……っ、んっ、はぁ」


　前と後ろ、同時に与あたえられる刺し激げきは、愼の頭から酸素を奪うばっていく。初めて触れられる場所ばかりなのに、ひとつも不快感がないことを不思議に思う余よ裕ゆうもなかった。


「……っしゅう、ちゃ……すき、すき……っ、あ、ん」


「……愼」


「……っは、ぁ……っ、んっ、あぁ」


　けれどそのうちに、小さな震ふるえが断続して起きるような感覚が襲おそってきて、愼は修吾にしがみついた。なんとか修吾の中心を持つ手だけは、動かすものの、うまくできている自信はない。


「……っ修、ちゃん……っ、あ、おれ……っ、やぁ、あっ、んんっ」


　ずっとずっと、達しようとしては焦じらされ、邪じや魔まをされていたから、もうすでにおかしくなりそうなくらい、その先に行きたい。


「……ん、愼、そのまま、もうすこし……」


「あっ、あ、しゅうちゃ、……っい、あ、もう、や……っ」


　すると愼のたどたどしい手の上から修吾の手が重ねられ、ふたつの熱い中心を擦りつけるようにされる。まるで溶とけそうなくらいに熱くて、愼は小さくかぶりを振った。


「っも、だめ、ぇ……っあ、あ……っ！」


「……っ愼、……っ」


　くい、と奥に含ふくまされた指が中を搔かいて、その刺激に愼は我が慢まんできず、中心を震わせた。ぱたぱたっ、と白はく濁だくした蜜みつが飛んで、愼と修吾両方の腹を汚よごす。小さく呻うめいた修吾のものも、いっしょくたになって溢あふれていた。


「……っん、はぁ、あ……っ」


　がくんっ、とついに脚あしから力が抜けた。ぺたん、と修吾の脚の間に座り込んだ愼は、そのまま目の前の胸に顔を埋める。すると、愼よりも抑おさえられているが、同じように乱れた息を吐きながら、修吾が耳許に口接けを落とした。


　頰ほおにかかる髪かみをそっとかき上げられ、顔を上げると、口唇にそのキスが移動する。腫はれぼったいそれを吸われ、やわらかく舌を舐められて、口唇が離れていった。


「……っん」


　微かすかに漏もれた喉声のほかは、言葉もなかったけれど、つと合わさった視線で微ほほ笑えまれて、愼はもう一度キスをねだるように目を閉じる。


　すると望んだまま、また愼の口唇には、熱くやわらかい修吾のそれが与えられた。











（……しちゃった）


　心の中で、なぜかこっそり呟つぶやいて、愼はぱふっ、と枕まくらに顔を埋うずめた。やわらかい羽毛のそれからは、修吾の匂においがして、途と端たんにまた、うずうずと胸の底がくすぐったく震える。


（……しあわせ）


　最初泣いたりもしたけど、途と中ちゆう意地悪されたりもしたけど、なんだかわけがわからなくなるくらい、気持ちよかった。


　好きなひとに触られて、触る。それだけで、どうしてあんなにすごい感覚が身体からだを支配するんだろうか。


（……まあ、最後まで、はできなかったけどさ）


　焦らされて焦らされての一回目のその後、どうにもくたくたになってしまった愼を慮おもんぱかってのこともあったのかもしれない。続きをしないのかと訊きいた愼に、修吾は「今日は気持ちいいことだけな」と笑ってそれ以上は進まなかった。救いは、修吾もいっしょにいってくれていたことだろうか。


　けれど、一応知識として知っていたが、ほんとうにあんなところを使ってやるんだという実感に、この先を思って愼は赤くなった。


（……でも、や、じゃなかったし）


　それどころか、あの刺激で煽あおられて急速に快感が駆け上った気もする。


（……次はもっと、修ちゃんを、気持ちよくさせたい、なあ……）


　修吾は、すっかりぬるくなったアイスティーの代わりの飲み物を取りに階下へ下りていた。その前には、濡れタオルで愼の身体を清めたりもしてくれている。修吾にばかり働かせて、申し訳ない気持ちと、どこかうれしい気持ちが混じり合って愼に笑えみを零こぼさせた。


（……服、着たほうが、いいのかな）


　ベッドのシーツも換えられて、さらっとした手て触ざわりのそれは気持ちいいのだが、裸はだかのまま寝ねそべっているのもどうなのだろう。甘い感覚は残っているとはいえ、恥はずかしいのは恥ずかしい。そういえば修吾はもう、ズボンだけ穿き替えていた。


　どうしよう、とベッド下に放ったままだった自分の服に目を遣やった愼は、ジーンズのポケットの辺りが振しん動どうしていることに気が付いて、身体を起こした。


（あ、ケータイ）


　すこしだるい気がする身体を動かしてベッドを降りる。やはりそれは、バイブレーションにしていた携けい帯たい電でん話わで、どうやらメールを受信したようだった。二つ折りのそれをぱかっと開いて、受信画面を見た愼は、眉根を寄せた。メールを送ってきたのは、比嘉だったのだ。


（……やなこと思い出したー……）


　そうだった。比嘉との……修吾に関する問題は、そういえばなにも解決していなかったのだ。予想していなかった修吾との進展に、すっかり忘れていた。


　つうか今度はなんだよ、と思いながら本文を開く。するとそこに書かれていた内容に、愼は「えっ!?」と声を上げた。


　───『事務所に落ちてたけど、これ、安藤のじゃねーの？』


　本文の下に表示された添てん付ぷ画像を見て、さあっと血の気が引いた。


　写真に写っているのは、赤い、亀かめ。───愼のストラップだ。


「うそっ、ああっ、取れてる……！」


　慌あわてて手の中の携帯電話を確かめると、バンド部分はついたまま、亀のモチーフだけがそこにない。ストラップとを繫つなぐ細い金具が緩んで、輪っかがいびつな形をしているから、亀だけ落ちてしまったのだろう。


（……昨日、比嘉にちょっかいかけられたときか……ああ、もう！）


　とにかく、すぐに取りに行かなければ。修吾にばれたら大変なことになってしまう。


（つか、亀いないことも、ばれたらやばい、よね……）


　噓うそをついたり誤ご魔ま化かしたりは、やはり自信がない。どこで落としたのか心あたりはあるのかと追及されれば、見破られてしまいそうだった。


（……か、帰ろう……！）


　ほんとうはまだ、ここを離はなれたくない。もうすこし修吾とくっついて、しあわせを感じていたいのに、どうしてこういつもタイミングが悪いのだろう。


　だがとりあえずは、ぶちぶちと心の中で愚ぐ痴ちっていても事態は進まない。力の入らない脚で立って、服を身につけていく。


（理由……理由どうしよう、えっと……）


　バッグも拾って、肩かたから背中にかけ斜ななめに背負ったとき、ドアが開いた。


「……愼？　どうした？」


「あっ、修ちゃんっ、あの……っ」


　ミネラルウォーターとスポーツ飲料のペットボトルを持った修吾が、目を瞠みはっている。それはそうだ、さっきまでくったりとベッドに沈しずんでいた人間が、もう服を着て、しかも帰る用意までしているのだから、当然だろう。


「あのね、ごめん！　いまともだちからメールあって、なんか、風か邪ぜ引ひいちゃったらしくて！」


「風邪？」


　訝いぶかしげに問う修吾に、愼は頷うなずいて胸の前にある、バッグのベルトをきゅ、と摑つかんだ。


「あの、親が旅行？　かなんかでいないんだって。そんで、ほかに頼たよる人間いなくて、俺にメールくれて、だからちょっと行ってくんね」


「って、愼じゃなきゃだめなのか？」


「うんあの、なんかひどいみたいで、ほっとけないし。ごめん修ちゃん！　またあとで電話するから！」


「愼!?」という修吾の呼び声が聞こえたが、振ふり切るようにして部屋を飛び出した。足元が覚おぼ束つかないのは、触ふれ合った後こう遺い症しようだけじゃないだろう。


　やっぱり、噓をつくことには、慣れなかった。











　修吾の家を出て、すぐに比嘉に電話をすると、今日もあの店にいるというので、急いでそっちへ向かうことにした。


　もうそろそろ陽ひの暮れかけた繁はん華か街がいはやはり、なんとなく居い心ごこ地ちが悪い。それでも、まだ三度目だというのに慣れてしまった気がする道順を辿たどって、愼は比嘉がバイトする店へと着いた。


　前回案内された裏口のほうへと回ると、ちょうどドアが開いて、比嘉が顔を出す。


「よー安藤、早かったね」


　笑みを浮うかべてドアの前に立つ比嘉に、愼は距きよ離りを取ったまま向き合った。すると比嘉は眉まゆを上げてさらに笑う。


「あれ俺、警けい戒かいされてる？」


「まーね、念のため。……ストラップ、ありがと」


　揶揄からかうような言葉にも過か剰じよう反応せずに、愼は手を差し出した。こんなところで時間を潰つぶさずに、さっさと受け取って帰りたい。


　比嘉はポケットに手を突つっ込んでストラップらしきものを摑むと、愼のほうに腕うでを伸のばす。


「まあ冗じよう談だんとしか受け取ってくれなかったときに比べれば、意識してくれてんのはいいことかなー」


「意識なんかしてないっつの」


　拳こぶしからぷらん、と下がった赤い亀を受け取って、愼は携帯電話を取り出した。すぐに取り付けられるかと思ったが、うまく輪の中に組み込めない。


「つけてあげよっか？」


「……」


　段々と指先も疲つかれてきた頃ころに、比嘉が声をかけてくる。ずっと見ていたのかと、そのおもしろそうな顔に眉根を寄せたが、ほら、と手を出されてその上に亀と携帯電話を渡わたした。


　わざわざ落としていたものを知らせてくれたのだから、取られるということはないだろう。


　見かけ通り器用なのか、比嘉はものの十数秒でストラップを元の状態に戻もどしてしまった。


「はいどーぞ」


「……ありがと」


　すんなり手元に帰ってきたストラップに愼が礼を言うと、比嘉は瞬まばたきをひとつして、それから小さく笑った。


「それ、もしかして土屋からのプレゼント？　すげーセンスだね」


「悪かったな。選んだの俺だもん。修ちゃんのセンスじゃないし」


　これを修吾のセンスだと勘かん違ちがいされたのでは自分が許せない。小さく睨にらみながらそう返した愼に、ふうん？　と呟つぶやいた比嘉は、おもむろに距離を縮めた。


「っ、なに……っ」


　驚おどろいて避さけた愼を、さらに追うように比嘉が近づいてくる。混乱しながらも後ずさり、腕を取られたのと、背中に壁かべが当たったのは同時だった。


「ちょ、比嘉……っ！」


「……土屋としたの？」


　ぼそっと呟かれた言葉に、愼は目を瞠って比嘉を見返した。首の辺りに視線を落としていた比嘉が顔を上げる。口の端はしを上げた比嘉の、揶や揄ゆするような目が愼を見ていた。


「よくそんなで、ここに来るまでにだれにも引っかかんなかったよなあ」


「なに……」


「……安藤、色気だだ漏もれだよ？　そういや今日は、土屋んとこ行くって約束、昨日してたもんねえ。ついさっきまで、やらしいことしてました、って丸わかり。それにしても、いままでたいした進展なさそうだったから油断したな俺。チョー悔くやしい」


「……っ」


　そんなあからさまな顔を、自分はしていたのだろうか。比嘉の言葉に、愼はかああ、と顔が熱くなるのを感じる。


「なあ、ちょっと前、安藤と土屋、いっしょに登校してたときあったよな。……あのとき電車の中で、安藤なにされてたの？」


「……え？」


　ふいに振られた話に、愼は一いつ瞬しゆんついていけず戸と惑まどった声を出した。だがすぐに、比嘉の言ったことを辿って思い出したできごとに、目を瞠る。


「……っ、な、んで比嘉、そんなこと」


「俺たまたま同じ電車乗ってたんだよね。で、ちょうど、安藤が見えるとこにいたわけ。あんときさあ、あんま見えなかったけど、安藤、すげえ顔してた。耳まで真っ赤で、目なんか潤うるんでて、俺最初痴ち漢かんにでもあってんのかと思ったよ。でもよく見たら、いっしょにいんの土屋だし、痴漢のわりには、安藤やーらしい顔してたから」


「……っ、あれはっ、べつになんもされてなんか」


「ふーん……なのにあんな顔してたわけ？　ってまあ、どうせ土屋がなんかやってたんだろうけどさあ」


　ぼやくように言って比嘉は、愼を見る。


「……俺さあ、前から安藤のこといいよなって思ってたけど、あれはやばかったよ？　普ふ段だん色っぽいことなんかなんも知りませんって感じの安藤がさ、一いつ旦たんスイッチ入ったらあんな顔すんだってわかって、ちょっと朝から興奮したもんな」


「……っこ、おま、なに」


「あはは、んな動どう揺ようしなくてもさあ。つか、あんなやらしい顔するようなことされてんのに、安藤必死に我が慢まんしてたんだ。かわいそうに。……まあよくやるよな、土屋も」


　そうぼやくように言った比嘉は、すっと笑えみを引っ込めて、愼の顔の横に手をついた。


「……なあ、土屋のどこが、そんなにいいの？」


「っ比嘉、ちょ……っ」


　笑っていない比嘉の目を初めて見た愼は、目を瞠って視線を返した。ここは外だが、もう周りは夜に近い。光の届かなくなってきた周囲と、裏手のごちゃごちゃした雰ふん囲い気きと、この状じよう況きようは、やばいのではないだろうか。


　比嘉がなにをしたいのか、まだよくわからないが、それでもさっさとこの場から離はなれたほうがいいということだけはわかる。どうにかして抜ぬけ出さなければと、焦あせって視線をさまよわせた愼は、息を呑のんだ。


　視線の先───比嘉の腕の向こうに、立っているのは。


「……修、ちゃん……」


「愼」


　暗がりでも関係ない。すぐに愼には認識できるシルエットは、正解を表すように愼の名前を呼んだ。けれど、その声はいつもとまるでちがって、温度を感じない響ひびきをしている。


　そのことに気が付いて、愼はぞっとするような焦しよう燥そう感を味わった。


「あーあ、見つかっちゃった。な？　安藤」


　軽い調子でそう言って、比嘉が離れる。どういうつもりなのか、こちらに同意を求めてくる比嘉に答える余よ裕ゆうなど、愼にはなかった。


　口唇が震ふるえて、声が出ない。


　すると、修吾はつかつかとこちらに歩み寄って、ぐい、と愼の腕を摑んだ。


「っ、あ……」


「帰るぞ」


　反応できないでいる愼には構わず、修吾はそのまま腕を引いて歩き出す。比嘉のことは完全無視だったが、彼のほうもとくに止めもせずに成り行きを見ているだけだ。


（……っ痛い）


　腕を摑つかまれた力が強く、愼は思わず眉根を寄せたが、そんなことを言える雰囲気ではない。それよりも、無表情でざかざか前を行く修吾に、竦すくみそうになる足をなんとか動かしてついていくだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


（……修ちゃん、怒おこってる……）


　気が付いてみれば、なにから言い訳をすればいいのかわからないくらい、愼には修吾を怒らせる要因があった。


　けれど、それでも、いままで感じたことのないような鋭するどい雰囲気に、恐きよう怖ふにも似た感覚がじわじわと襲おそってくる。それが自分のせいだと思えばさらに、混乱する頭が、なにをどうすればいいのかわからなくさせた。


（……っどうしよ、俺、どうしたら……っ）


「……愼」


「っ、……っあ」


　すると、しばらく歩いたところで、つと修吾が足を止めた。腕は摑まれたままだが、修吾は振ふり向いてはくれず、それだけで愼はまた怖こわくなる。


「……修、ちゃ」


「ともだちって、比嘉か？」


「……っえ」


「風邪かぜを引いたともだち、は比嘉のことか？」


　ひゅ、と息を呑んで愼は、震える口唇を動かした。


「……っあ、の、えっと……」


　けれど、それが噓うそだとばれていることはたしかなのに、あえてそんな訊ききかたをする修吾に、どう答えていいのかわからない。


　なんと言えば、修吾のこの声に、いつものようなやわらかさが戻るのだろう。どうすれば、振り向いてくれるのだろう。


「……昨日電話したときにいっしょにいたのも比嘉か」


　静かに色のない声で重ねられる問いに、胸が苦しくなった。


　どうして修吾があそこにいた愼を見つけられたのか、それはわからない。それよりも、修吾はさっきの、比嘉と自分の会話をどこから聞いていたのだろうか。


　だが、最初から聞いていたとしても、そうでないとしても、愼が修吾と約束したことを破ったのも噓をついたのもたしかで、それは変えようのない自分の過あやまちだ。


「……そ、れは……あの、ごめん修ちゃん。その、修ちゃんに、比嘉とふたりになるなって言われたの、忘れたわけじゃなくて、でもちょっと、話が……」


「話？　どんな」


　訊かれて、愼は言葉をなくした。


　それだけは、言えるわけがない。比嘉が修吾のバイトのことをネタに持ちかけてきたことを、ここで言ってしまえば、修吾の立場が崩くずれてしまう。自分が比嘉とつき合うことはなくなる代わりに、修吾が───。


「俺に隠かくしてまで比嘉と会うほどたいせつな話？　昨日だけじゃなく今日も……あんな場所でふたりで会う必要があるほどの話って、なんだ」


「……っそれは」


　きり、と摑まれたままの手に、力がこもる。それでも答えられずに、続きを言えずにいると、ふっとその力が緩ゆるんだ。


　修吾の手が、離れる。愼が驚おどろいて顔を上げると、修吾がようやくこちらを振り返った。


「……つまり、俺には言えないわけか」


「……っ、しゅう」


「わかった」


「……え……？」


　ひどく冷たい目で、修吾は愼の呼ぶ声さえ遮さえぎってそれだけ言うと、また背を向ける。


　ゆるゆると、愼は目を瞠みはった。


（……わかった、ってなにを、わかったの、修ちゃん）


　ぼんやりとそんなことを思うが、胸の奥が圧あつ迫ぱくされるような苦しさが、段々と大きくなっていって、頭が回らない。まるで自分の周りだけ、酸素が足りなくなってしまったように、息ができなくなりそうだと思った。


　飽ほう和わ状態の思考のまま反応できずにいると、視界に映る修吾は、通りを走っていた車を、手を上げて止めた。タクシーだ。


　修吾は、ドアの開いた車内に上半身を突つっ込んで、運転手になにやら指示してから、身体からだを外に戻もどす。


「愼、乗れ」


　それから、突っ立っていた愼の傍まで寄ってくると、ぐいっと腕うでを引っ張りタクシーのところまで連れて行く。また触ふれてくれたことに安あん堵どなどする暇ひまもなく、車内に押し込まれた。


「料金はもう払はらってあるから」


「……っ、修ちゃ」


「出してください」


　また最後まで呼ばせてもらえずに、愼と修吾の間をタクシーの厚いドアが隔へだてた。ばたん、と自動で閉まったドアの、窓まど硝子ガラスの向こうに立つ修吾は、手を振ってもくれず、ただ走り出す車を見ている。


　そのまま修吾のいる景け色しきは遠くなって、気が付いたら、「着きましたよー」と促うながされるまま、車から降りていた。


　愼が降り立った場所は、数メートル先に、家業の看板の見える道の真ん中だった。大通りから一本入った道は、そう広くなく車は滅めつ多たに通らない。外灯の灯あかりが、切れかけているのか、愼の頭上で、ぱちん、ぱちん、と点てん滅めつしていた。


「……あ、れ……」


　ぽつん、と漏もれた呟つぶやきが、すっかり暮れた闇やみの中に溶とけていく。


（……なんで、俺……）


　どうしてひとりで、こんなところに立っているのだろう。


　つきん、と疾はしった痛みに、愼は右手を上げて見た。するとそこには、うっすらと赤い痕あとがある。───修吾に摑まれた手の痕だ。


（……修ちゃん）


　その修吾の、なにかをあきらめたかのような、冷えた、温度のない目が、見ていたのは。


（……俺？）


　数時間前には、すこしの意地悪な言動の中にもやさしい光を灯ともして、自分に触れてくれていたのとは、同じひとだと思えないくらいの、冷たい目。それが、自分に向けられていた。


「……っ」


　ひゅ、と愼は喉のどを震ふるわせた。びくん、と無意識に肩かたがおののく。


　いままで、出会ったときからこのときまで、愼がどんなはちゃめちゃなことをしようと、突とつ拍ぴよう子しのない言動に出ようと、すこし変わっていようと、それでもなんの偏へん見けんも軽けい蔑べつもなく、自分を見ていてくれたのに。


　あんなにも表情をなくした修吾の目を、愼は初めて見た。


　どくんどくん、と鼓こ動どうが耳の裏を通って、頭に響ひびく。ひどい焦しよう燥そう感と、どうしようもない恐怖が、逃にげ場もなく迫せまってきた。


（俺……修ちゃんに）


　考えるな、と思う理性とは裏腹に、愼の思考はずるずると昏くらい塊かたまりへと引きずられていく。


（修ちゃんに、嫌きらわれ、た……？）


　そう心の中で思った途と端たん、ものすごい絶望感が、愼をいっぱいに覆おおった。


　ひくっ、とまた喉が鳴る。ぶわん、と盛り上がったものが、視界をぼやけさせ、そのまま溢あふれた。


（……嫌われ、ちゃった……っ）


　その思考を否定する材料が、なにひとつ見つからなくて、愼はうまくできない呼吸の合間に、息を吐はき出した。すこし俯うつむいた顔から、ぱたぱたっ、と雫しずくが地面に落ちる。


「っ、ぅ……っ、ひ、ぅ」


　我が慢まんできない嗚お咽えつも、嚙かみしめる口唇の端はしから零こぼれては、涙なみだといっしょに暗いアスファルトへと吸い込まれていく。


　苦しい、苦しい。息ができない。心臓が潰つぶれそうなくらい、なにかに圧迫されている気がした。


　頰ほおをすべる涙に触れた指先が震えている。その視界の端に、赤いものがちらりと揺ゆれた。


　それからようやく、愼は自分がてのひらに握にぎりしめたままだった携けい帯たい電でん話わに気が付いた。


　赤い甲こう羅らの亀かめ。間ま抜ぬけな顔をした、けれど、修吾にもらったあの瞬しゆん間かんから、なによりかわいくて仕方なくなった、愼の大事な大事な、もの。


「……っ」


　自分のすべてが、ほんとうに修吾のもとにあったのだと、痛いくらいに思い知る。


（……修ちゃん……っ）


　それでも、声に出してその名前を呼ぶことすら許されないんじゃないのかと、最後まで呼ばせてくれなかった修吾を思い出して、愼は心の中で声を上げた。


　……そういえばこの場所は、あの初めてデートをした日、キスをもらった場所だ。


「……う、ふ……っぅ」


　あれから、一ヶ月しか経っていないのに、どうしてこんなことになってしまったんだろう。そう思えば、胸の奥からせり上がってくるように苦しさが増して、またみっともない喘あえぎのような嗚咽が漏れる。


　しばらくの間、そこから一歩も動けずに愼は、暗い道路の真ん中でひとり、立ち尽つくしていた。





　　＊　＊　＊





　ぼんやりと陽ひの光を感じて、愼はうっすら目を開けた。昨日閉め忘れたカーテンのせいで、遮るもののない朝陽が部屋に入り込んでいる。


　枕まくらに俯うつぶせるようにしてベッドに突っ伏ぷしていた愼は、うまく開いてくれない瞼まぶたを何度も瞬またたいた。指で擦こすると、腫はれぼったく熱を持っているのがわかる。


　昨夜は結局、通りかかった車にクラクションを鳴らされてようやく、愼は家のほうへ足を向けた。ずっと溢れ続ける涙は、止める方法もわからないまま、ぐしゃぐしゃに顔を汚よごしていたが、構わずそのままベッドに倒たおれ込んだ。


　けれど、眠ねむれた気など、まったくしなかった。


　それでも、一晩中、ぐるぐるといろんなことを考えて、ぼんやりと辿たどり着いた結論は、朝になっても同じだった。


　ふとした拍ひよう子しに滲にじんでくる涙を止める気力もなく、放っておいたからか、妙みように体力を使ったように身体がだるい。のっそりと起きあがって、愼は風ふ呂ろ場ばに向かうと、シャワーを頭から浴びた。熱い湯で、かぴかぴになっていた顔も、汗あせも洗い流して上がると、部屋に戻る。


　それから、ベッドの上に放置していた携帯電話を手に取った。


「……あ」


　ぱかっ、と開いたそこは真っ暗で、愼は小さく声を上げた。どうやらいつの間にか、電池が切れてしまっていたらしい。


　コンセントに差し込んだままの充じゆう電でん器のコードを引っ張って、かちん、と繫つなぐ。それから電源ボタンを押して起動させた。起ち上がった画面に表示された時間は、ＡＭ六時をすこし過ぎたくらいだ。すこし早いかもしれないが、たぶんだいじょうぶだろう。


　そこで、すこしだけ愼は逡しゆん巡じゆんした。


　いつもならためらいもなくさまざまな機能を駆く使しできる、携帯電話に慣れた指先は、小さく震えてしまう。


（……でも、ちゃんと、しなきゃ）


　まだ迷ってしまう往生際の悪い自分を振ふり払はらうように、ぶんぶんと首を振る。ひとつ息を吸って吐いた愼は、そっと親指を動かした。


　電話帳からなど捜さがさなくても、履り歴れきからすぐに見つかる、その名前を表示させる。───『修ちゃん』とシンプルに登録したそれを、じっと見つめてから、愼は発信ボタンを押した。


　かかったのを確かく認にんして、やっぱり震えてしまう手で、電話を耳にあてる。


　どくどくと響くうるさい鼓動の音に、呼び出し音が負けそうなくらいだ。汗ばみそうな手でなんとか携帯電話を支え、じりじりと愼は待った。


　ここまで来ても、心の中は正反対の気持ちが渦うず巻まいている。早く繫がって欲しい。……ほんとうは繫がってほしくない。


　自分がいまから、修吾に告げようとしていることを思えば、本音は後者のほうだ。


　だがしばらく待った愼の耳に届いたのは、留守電を報しらせる機械の声だった。


（……まだ、寝ねてるのかな、修ちゃん……）


　それとも、愼からの電話だとわかって、取ってくれないの、だろうか……。


　そんなことを思いついてしまえば、つん、と鼻の奥が痛くなって、また目頭が熱を持ちそうになる。けれど、ここで泣いている場合ではないと、愼は、メッセージを促すアナウンスに従って、口を開いた。


「……あの、修ちゃん、俺……愼。あのね……」


　口の中に溜たまる唾つばを、こくん、と呑のみ込んで、つかえそうになる言葉を、なんとか声に出す。


「───俺、修ちゃんと、別れる」


　けれど、そう口にした瞬間、ぽろ、とまた涙が落ちた。それでも、声が震えないようにと、膝ひざに置いていた手を、ぎゅっと握りしめる。


「俺、ごめんね。修ちゃんのこと、いろいろ振り回して、迷めい惑わくかけて、ほんとにごめん。だから……俺の相手、もうおしまいにしていいからね。それから、いままで」


　ありがとう、と言う前に、ピーッ、と音を立てて録音時間が終わった。ツー、ツー、と通話も切れて、愼はぱたりと電話を持っていた手を下ろす。


（……また泣いちゃったよ。俺の馬ば鹿か）


　ぐす、と洟はなをすすって、涙が流れる頰を乱暴にぐいっと拭ぬぐった。


　一晩中、何時間も何時間も、嫌いやだ嫌だと主張する心を抑おさえつけて、どうにか足あ搔がこうとするあきらめの悪い未練に蓋ふたをして、それで出した答えなのだ。いまさら、もう変えない。


　もともと、自分が修吾を勝手に好きになって、追いかけて、我慢できずにこの想おもいをぶつけたことが始まりだ。修吾はそれを、受け入れてくれただけにすぎない。


　だから、終わらせるのも自分からが、きっといい。そうすれば修吾はまた、それを受け入れるだけだろう。そして、終わり。それだけのことだ。


　泣くな。泣いてもなにも、元には戻もどらない。


　そう自分を叱しつ咤たして、愼は、まだ手の中にあった携帯電話をそっと持ち上げた。ぷらん、とそこにさがるストラップを、そっと手に取る。そのまま、赤い亀の先にある紐ひもを緩ゆるめ、電話から取り外した。


（……持ってるだけなら、いいかな）


　さすがに、そのまま携帯電話につけているのはだめかもしれないが、そっとお守り代わりに持っているだけなら、いいだろうか。未練がましいとわかっていても、せめてそれくらいは、許してほしかった。


　最初で最後のプレゼントなのだ。捨てることはきっとできない。


　───だって、まだ、好きなんだ。


　やわらかい手て触ざわりの亀を、そっと指先で撫なぜた。じくん、とした痛みと共に、まだ全然消えてはくれない想いが湧わき上がってくる。それでも、もうどうしようもないこともわかっているから、ただそっと通学用に使っているバッグの外ポケットへ入れた。


　すると、ふいに携帯電話が震ふるえて、愼はびくんっと肩かたを揺らした。どきどきと跳はねる心臓をてのひらで押さえながら画面を開くと、メールを受信している。


　だが、見てみると、修吾からではない。ほっとしたようながっかりしたような、わけのわからない気持ちになりながら確認すると、二件も受信していた。


　一通は、登録しているメルマガから。もう一通は、水川だった。首を傾かしげて内容を見てみると、『安藤～、数学の課題、忘れんなよ～。センセーこえーぞー』とだけ簡潔に記してある。それを見て、愼は、あっ、と目を瞠みはった。


　そうだった。そういえば、この数日が濃こい時間だったから、そんなことをすっかり忘れていた。修吾の予定を訊きくために出した話題は、べつに作り話というわけではなかったのに、あれでもう頭がいっぱいになっていたのだ。


（……はあ、しかも俺、教科書忘れてきてる……）


　机とバッグを確認しても、数学の教科書もノートも、課題用のプリントもない。


　どうやら水川は、時間を見るに昨夜のうちに送ってくれていたらしいが、電池が切れていたため、センターに留まっていたというところだろう。メルマガが来なければ、このメール受信もまだ後になっていたかもしれない。


　仕方ない。気分的には学校など行きたくなかったのだけれど、それでもきっとサボるなんてことはできない。早めに行って、ひとりででもがんばってみるしかないだろう。


　それに、やることがあったほうが、気が紛まぎれる。そう簡単に忘れられることでもないし、きっとずっと、修吾を好きな気持ちは変わらずに自分の中にあるだろう。それでも、ぐじぐじとふさぎ込んでいるばかりではきっと、もし修吾に会ったとき、笑え顔がおさえ作れない。


　後こう悔かいばかりを晒さらした顔をしていたら、修吾はまた、困ってしまう。せっかく離はなれることを決めたのに、それでは意味がないのだ。


　ひとつだけ息を吐はくと、愼はすっくと立ち上がった。











　日中は段々と暖かさが暑さへと変わる時季だったが、朝のうちはやはりまだ、すこし肌はだ寒ざむい。いつもよりも一時間以上早い登校だった。


　もうすぐ中間服の期間も終わり、夏服へと替わるが、いまでもべつに半はん袖そでで構わないということになっている。すでにタンスから出していた半袖のシャツを着ていた愼は、上から薄うす手でのパーカを羽織ってきてよかったと、ポケットに手を突つっ込んだ。


　早いかと思ってはいたが、ちらほら、朝練に向かう運動部だろう生徒の姿も見かける。その中に交じって学校に着くと、教室に向かった。


　三階にある教室まで階段を上った愼は、ドアに手をかけ、あ、と呟つぶやいた。鍵かぎがかかっている。


（……そか、一番乗りだと、鍵取ってこなきゃなのか）


　愼のクラスにも運動部はいるが、彼らはたぶん、教室よりも先に部室へ行くのだろう。とすれば、こんな時間に教室が開いているわけはない。一階にある職員室まで鍵を取りに行かなければいけなかった。


　また三階ぶん、下りて上らなければならないのかと思うとすこし面めん倒どうくさいが、仕方ない。たまにめずらしいことをしようとするからだろうかと、すこし情けなくなりながら、愼は廊ろう下かを引き返した。


　だが、階段を下りようとしたところで、愼はつと足を止めた。軽く目を瞠る。ちょうど階段を上ってきていた人物が、顔を上げた。


「安藤」


「……比嘉」


　なんでこんなに早く、比嘉まで登校しているのだろう。たしか比嘉は、部活は無所属だったはずだ。しかも、いつも遅ち刻こくぎりぎりくらいにしかやってこないというのに。


　愼の疑問が顔に出ていたのか、比嘉は小さく笑って「おはよー」と言いながら上ってきた。


「あのさ、安藤。話あんだけど、いい？」


「……話？」


　訊き返して、愼は、そういえば比嘉との問題はまだ解決してなかったんだと思い出した。修吾とのことだけでいっぱいで、忘れていたが、こちらもちゃんと決着をつけなければいけないだろう。とりあえず、早いに越こしたことはない。


「いいけど、比嘉、後で数学の課題、見せてくれる？」


「課題？　ああ、そんなのもあったっけ」


「……やってないわけ」


　すっかり頭になかったというように答える比嘉に、思わず呟きが漏もれる。


　ひとのことは言えないが、そういえば比嘉はそういうやつだった。それでも愼とはちがって、それなりに成績はいいのだから、むかつく。


　仕方ない、課題のことは後回しだと、愼は比嘉を見返した。


「わかった。でも、どこで話す？」


　ここだとそのうちだれかが登校してくるだろう。どこがいいだろうかと思っていると、比嘉が天てん井じようを指さした。


「屋上は？」


　それでも、ひとの来ない場所でふたりきりになるのは抵てい抗こうがある。そんな矛む盾じゆんした思考が頭を過よぎったが、とにかくそのふたりきりにならなければ始まらないのだからと、頷うなずいて屋上へ向かうことにした。


　着いた先、屋上の扉とびらにかかっている南なん京きん錠じようは、一見してはわからないが実は壊こわれている。まだ直されていないその錠を外し重いドアを開いた向こうには、晴れた空が広がっていた。


　梅雨つゆって六月入ってからだっけとぼんやり思いながら、比嘉の後をついて屋上に出た。一応、ドアは開けたままにしておく。


　給水塔とうの陰かげになる辺りで、先を行く比嘉に愼は自分から口を開いた。


「なあ、比嘉はさ、ほんとうは俺をどうしたいわけ」


　問いかけに、比嘉はつと足を止めると、くるりと振ふり向き「どうって？」と訊き返した。


「比嘉って、俺と修ちゃんの仲、邪じや魔ましたかったんだろ？　だったらもう、俺……修ちゃんとは、別れたから」


　だが、愼の言葉を聞いた比嘉は、そこまで驚おどろいた様子もなく、ふうん、と呟くと、腰こしを横に折るようにしてこちらを覗のぞき込んできた。


「なら俺とつき合う？」


「……それはやだ」


　そこはやはり噓うそでもイエスとは言えず、眉まゆ根ねを寄せて愼がそう言うと、比嘉は小さく笑った。


「相変わらずそこは変わんねーのね。つか、土屋と別れたからって、俺が言った条件、なくなるわけじゃないのは、わかってんでしょ？」


「……わかってるけど、それをどうにかしようって話し合いのつもりだし、俺」


　比嘉は、修吾のバイトのことをばらされたくなければ自分とつき合え、と言った。だから、自分が修吾と別れたのなら、それは比嘉にとって好都合以外のなにものでもない。


　だが敢あえてその事実を教えたのは、比嘉の目的が、自分と修吾を別れさせることだったのか、それともほんとうに愼とつき合うためなのか、まだわからなかったからだった。


　けれど、もし比嘉が本気で自分とつき合いたいと言っても、きっと無理だ。どう考えても、比嘉をそういう意味で好きになれるとは思えなかった。


　好みとか趣しゆ向こうとかの問題ではなく、それはもう、愼の中の揺ゆるぎない直感のようなものだ。ひとを好きになるのは、理り屈くつじゃない。自分の心なのに、ちっとも抗あらがえずに、引き寄せられるように傾かたむいていく気持ちは、無理矢理でもほかを向くことなどできない。


　気が付いたらもう、そのひとしかだめになっているのだ。たとえそれが、報われないものでも、そんなの関係ない。厄やつ介かいで、けれど一いつ旦たん生まれれば無視などできない、自分のすべて。


「……比嘉を、そういう意味で好きになることは、ないと思う。ごめん」


　どのみちその結論は変わらないと、そう告げた愼に、比嘉は折っていた腰を元に戻もどすと、小さく息を吐いたようだった。


「本気だって言っても？」


「本気なら、なおさらだよ。……俺は、そんな器用じゃないもん」


「……土屋が忘れられないから？」


　愼の言葉の意味を汲くみ取って、そう訊たずねる比嘉に、逡しゆん巡じゆんしたが、結局こくん、と頷いた。


　そのままコンクリートの地面に視線を落としていると、すこしの沈ちん黙もくの後に、再度比嘉が口を開いた。


「あのさー、俺、わかんねーんだけど、安藤は、土屋のどこがそんなにいいわけ？」


　さっきまでとはわずかにちがう調子で比嘉が訊きくのに、愼は顔を上げた。


「そりゃさ、あの外見で、成績優ゆう秀しゆうで、人望もあって生徒会長で、一見完かん璧ぺきだけどさ。あの男、意外と嫉しつ妬と深いし心せめーし腹黒だし」


「ちょ、そこまで言うことないだろっ」


　たしかに修吾は、たまにすこし子供っぽい面も見せるが、それは彼の魅み力りよくのひとつだし、そんなところも含ふくめて自分は好きなのだ。やさしそうに見えて案外口が悪いところも、見限った人間には結構容よう赦しやなく冷たいところも、いろいろあるけれど、人間なのだからあたりまえだ。やさしいだけの、完璧なだけの人間なら、愼は修吾をここまで好きにはなっていなかった。


「……そうやって、目腫はれるまで安藤のこと泣かせても？」


「……っ」


　一歩近づいた比嘉が、ふっと静かな声で問うた言葉に、愼は息を呑のんだ。鏡でも見たが、やはり泣きじゃくったとわかってしまうほど、自分の顔はひどいらしいと、眉根を寄せる。


　けれど、と愼はきゅ、と拳こぶしを握にぎりしめると、比嘉をまっすぐ見返した。


「……それでも」


　いい、と答える。


「俺は、好きでやってんだもん。俺が勝手に修ちゃんのこと好きで、あきらめらんなくて、追っかけてただけだ。俺は修ちゃんと並ぶには、足りないものばっかだから、いろいろがんばったりもしたけど、それは俺の自己満足みたいなもんだし」


　愼はすこし睫まつ毛げを伏ふせてから、また上げた。


「修ちゃんが、みんなが言うように、完璧じゃなくてもいいんだ。っていうか、俺はべつに、修ちゃんにそんなこと求めてない。俺は、すごいだけの修ちゃんを、好きになったんじゃないから」


　そう言って、小さく笑えみを浮うかべる。


「最初はそうだったかもしんない。けど、ずっといっしょにいれば、それだけじゃないことなんか俺にだってわかるよ。でも、俺は、たまに意地悪だったり、人当たりいいのに時々そうじゃなかったりする、そういう修ちゃんも含めて、全部好きなんだ」


　やさしいけれど、意地悪。おだやかそうで、熱かったり、クールそうなのに、甘いものに目がない。やわらかく笑ってくれることもあれば、たのしそうに声を上げて笑うこともある。


　そんな全部が、好きだ。


　……それを本人に伝えることは、もうないけれど。それでも、だからと言って愼の中のその気持ちはなくなりはしない。消す方法なんか、知らない。


「そういう修ちゃんがいい。……だから、だれにどんなこと言われても、俺は知ってるから、いいんだ。俺が修ちゃんを好きなのは、きっと変わんない」


　だから比嘉の気持ちには応こたえられない、ともう一度断りのセリフを言おうとしたときだった。


　ふいに背後に引き寄せられるように腕うでを引かれ、囲うような形でだれかの腕が胸の前に回ってきた。


「───そういうことは、本人に言ってくれ」


「───……え……？」


　耳みみ許もとで落とされた言葉に、愼はゆるゆると目を瞠みはった。


　胸の前に交差して、自分を抱だきしめている腕に視線を落とし、瞬まばたきをする。


「愼」


　それから紡つむがれた名前に、ぴくんっ、と指先が震ふるえた。


　うそ、と心の中で呟つぶやきが漏れる。自分を呼ぶその声を、聞き間ま違ちがいなんかするはずもないけれど、それでも信じられない想おもいが大きすぎて、実感が湧わかない。


「あー、あほらし」


　すると、愼の向かいにいた比嘉が、ふいにそんな声を上げた。つられてそちらを見ると、比嘉は呆あきれたように半眼になり、はああ、と大きく息を吐はく。


「結局こうなんのかよ。……土屋、おまえ、いいとこ取りしすぎ」


「真打ちだからしょうがないだろ。当然の結果とも言えるけど」


「……うっわ、むかつく」


　顔を歪ゆがめて呟いた比嘉は、耳許で喋しやべられるたびに、びく、と肩かたを揺らしている愼に、ふと視線を向けると、もう一度息を吐いた。


「安藤、なにがなんだかわかんねーって混乱してるぜ。かわいそーに、土屋のせいだな。説明は土屋がしろよ」


「言われなくても。つうか半分おまえのせいだろ」


「半分もねーよ。はー、なんかもう、俺もかわいそう。……教室戻ろ」


　そう言って、比嘉はズボンのポケットに両手を突つっ込むと肩を竦すくめた。そのまま歩き出し、愼の横を通り過ぎる。


「お邪魔しました。授業サボっても庇かばってやんねーから、よろしく」


「それくらい俺がどうとでもするからべつに気にしなくていい」


「いちいち答えてんじゃねーよ」


「あ、ちょっと待て比嘉」


　ふと呼び止められた比嘉が、ずざっと後ずさった。


「っうおっ、あぶね！」


「避よけんな、比嘉。大人おとなしく蹴けられろ」


「なんだそれ、横暴だな生徒会長さまは」


「いまの俺の立場は生徒会長じゃない。手がふさがってるうえに動けないんだから、逃にげんなって」


「冗じよう談だん！　ふられた上に蹴られるなんてありえねーっつの、この腹黒生徒会長」


　そんな悪態の後に、がしゃん、と屋上のドアが閉まる音がする。鈍にぶく響ひびくその音が、朝の空気に吸い込まれ消えると、静かな空間が残った。それでも無音ではなく、どこからか雀すずめの鳴き声と、朝練を始めている運動部の声、遠く車のクラクション、それから。


「……愼」


　自分を呼ぶ声。それに、またぴくっ、と愼は身体からだを震わせた。


（……修ちゃん……）


　それでも声には出せずに、愼は未まだ自分を抱きしめたままの人間の名前を、心の中で呟く。だがそれが、事実いまこの身を留めているひとの名前だと思ったら、心臓が変なふうに騒さわぎ出した。


　張はり裂さけそうなくらいに、鼓こ動どうは大きく音を鳴らし、焦あせりと、悲しみと、それからまだ残る、どうしようもないうれしさが、綯ない交まぜになって身体中を叩たたいていく。呑み込んでいた息をわずかに吐き出して、愼は固まっていた身体を動かした。


「っ、あっあのっ、ごめん、俺……っ」


　もしかして、全部聞かれてしまっただろうか。自分から「別れる」と言っておきながら、まだ溢あふれるほどに修吾のことを好きで、すこしもあきらめきれないでいる自分の気持ちを。比嘉にはああ言ったけれど、修吾に聞かせるつもりはなかったのに。


　そう思えば自分の未練がましさが恥はずかしくて、口こう唇しんが震えた。


「ごめんねっ、あの俺、さっき言ったことは、ほんとだけど、でもちゃんと」


　どうして修吾がここにいるのかなんて疑問を深く考える余よ裕ゆうもなくて、さっきの言葉が噓うそだったなんて、そんな噓すら、もうつけない。


　視線を上げることはできないままだったけれど、それでも、と愼は続けた。これだけは言っておかなければ。


「ちゃんと、全部、忘れるから……っ」


　いつまでも自分が修吾のことを好きでいるなんて、修吾本人には迷めい惑わくな話でしかないだろう。自分の本心はともかく、修吾がためらいなく愼の手を離はなしてほかへ行けるように、しなければいけない。


　そう思うだけで、胸が潰つぶれてしまうんじゃないかというほどに、苦しくて息さえうまくできなくなりそうだった。それでもそれが、ちゃんとしたけじめだ。自分から追いかけて、終わらせた、その責任だ。


　だが、身体を捻ひねって離れようとした愼を、修吾の腕は放してはくれなかった。


「修ちゃ……っ」


「───好きだ」


　それどころか、わずかにあった隙すき間まもなくすように、かたく抱き竦められ、愼は一瞬自分の心臓が止まったかとさえ思った。


　けれど、言われた言葉の意味が、咄とつ嗟さにはわからない。耳には入ってくるのに脳まで到とう達たつできずにいるように、理解できなかった。───理解して、それが聞き間違いだったら。意味を、取りちがえていたら。自分に向けられたことじゃなかったら。


　けれど、腕を取られ、決して強ごう引いんでない力で、くい、と引かれる。それだけの反動で、くるん、と愼は身体の向きを変えてしまった。そうして目の前にあるのは、淡あわい色の瞳ひとみ。


「……愼が好きなんだ」


　もう一度、まっすぐに視線を向けられて紡がれた言葉に、愼は瞬きもできなかった。そのままゆっくりと、今度こそその意味を理解して、口唇が震えた。


「……俺を、好き……修ちゃんが……？」


「ああ。……好きだ、愼」


　修吾は、愼の呟きに、腕を摑つかんでいた手の位置をずらすように下ろした。愼のてのひらに辿たどり着き、きゅ、と繫つなぐ。ぴくんっ、と愼の指先が無意識に反応した。


（……好き……？）


　そう心の中で繰くり返すと、繫がれたてのひらから、なにかが流れ込んでくるようで、じわじわと体温が上がっていく気がする。


　そのぬくもりに押し上げられるように、胸から溢れてしまった想おもいがあった。


「……修ちゃん、それ、言ってくれたの、初めてだ……」


　それは、小さな呟きで愼の口から零こぼれた。


　修吾が一度もくれなかった言葉に、ほんとうは気付いていた。けれど、無意識に見ないようにしていたその理由までも、もうわかってしまった。


（……怖こわかったんだ）


　大事なのは、自分が修吾を好きな気持ちだ。自分さえ修吾のことを好きでいれば、それでいい。そう思っていたけれど、ほんとうはちがっていた。


　告白は断られなかった。だけど、あっさりと頷うなずいてくれた態度すら、いま思えば、愼の中の小さな不安をつついていたのだ。


　たしかに、あの告白のとき自分は、修吾に「好き」だとは言わなかった。だから、それを言い訳のようにして、修吾からもらえずにいたその言葉を、なくてもだいじょうぶだと、無理矢理納得させていたのかもしれない。


　その後何度自分が「好き」と口にしても、同じ言葉を返してくれないことに対しては、それでも抱きしめてくれる腕があるからと、きっと無意識にそう思うようにしていた。


　けれどちがう。……つき合うことに対して頷いてもらっても、キスをしても、すこし深く身体を重ねても、ずっとずっと愼は、片想いのままのような気がしていたのだ。それに気付いてしまえば、かりそめでも修吾を独どく占せんできる位置にいるいまを、なくしてしまうんじゃないかと怖くて、見ないふりをしていた。


　ほんとうは、修吾が自分を好きでもなんでもないんじゃないかと、そう確信してしまうのが、怖かったのだ。


　愼のてのひらを握にぎる修吾のそれに、力がこもる。指先が、熱い。それから眦まなじりも、ひりひりするほどにまた熱を持ち始めた。修吾は、視線を逸そらさないまま、続ける。


「ずっと言えなくてごめん。いい加減、勝手なことばっか言ってるってのは、わかってる。だけど、愼。───今度は、俺から、告白するから」


　言って、ふっと修吾の手が愼から離れた。


「……愼」


　その手を追って視線を落とした愼を、修吾の声がまた呼ぶ。


「俺はほんとうに、比嘉が言う通り、愼が、知ってる通り、完かん璧ぺきな人間なんかじゃない。だけど、それでもいいって、愼が言ってくれるんなら、俺はほかなんかいらない。愼さえ、そう思ってくれてれば、俺はそれだけでいい。だから……愼のこと、俺にくれないか」


「修ちゃ……」


　再度目が合った修吾の言葉に、とくん、と心臓が大きく鳴った。それはそのまま、鳴りやまずに愼の中をいっぱいにしていく。


「まっすぐ、一生懸けん命めい俺に向かってきてくれる愼を、なくしたくない。そばにいて欲しい。……愼が好きだ。───俺のこと、好きでいてくれ」


　よく通る修吾の声は、最後、すこしだけ掠かすれていた。それが、修吾の気持ちがその言葉にきちんと重なっている証あかしのようで、愼は、は、と息を吐はき出した。苦しい。胸が痛い。けれどその感覚は、なぜかひどく愼をしあわせな気分にした。


「……好き」


　ぽつん、と零れた言葉とともに、視界がぼやける。けれど構わず、そのまま続けた。


「好きだよ、好きだ……修ちゃんしか好きじゃない。修ちゃんがいい、修ちゃんが」


　たどたどしく繰り返す愼の言葉を受け止めるように、また腕うでを引かれて修吾に抱だきしめられた。顔を押し付けられた肩かたが、溢れる雫しずくで濡ぬれていくのにも構わず、修吾のてのひらは愼の頭を自分に引き寄せるように強く力を込める。


「……俺も愼だけを、好きだ」


　痛いくらいの抱ほう擁ようは、けれどすこしも離れる気にはなれず、それどころか愼は無理矢理のように抱き込まれた腕を伸のばした。まるで自分から縋すがるように、修吾の背中に手を回して、抱きしめ返す。すると、また、修吾の腕の力が強くなった。


　苦しいのにしあわせなんて、変な気分だ。だけどうれしくて仕方ない、と愼がじわじわ広がる歓よろこびに胸をいっぱいにしていると、わずかに身体からだを離される。後頭部にあったてのひらが、すこしずれて、頰ほおへと移動した。それから、涙なみだが落ちた軌き跡せきを辿るように口唇へ触ふれる指に、その意図を汲くんで、愼はゆっくりと瞼まぶたを閉じる。


　その寸前に視界の端はしに見えたのは、淡く澄すんだ、綺き麗れいな青色の空だった。











　やさしいキスを解くと、修吾は瞼の上に口くち接づけて、そのまま愼の手を引いた。


　すぐ傍の給水塔とうの壁かべに、背を凭もたれるようにして修吾は腰こしを下ろす。それに倣ならって横に座り込もうとすると、愼、と名前を呼ばれ止められた。


　こっち、と笑って指さされた場所に、愼は一瞬動きを止めてから、かああ、と頰を赤くする。


「え、え、でもっ」


「いいから。ほら、おいで」


　繫がれたままだった手を、くいっと引っ張られ、愼はさっき指定されたところ───つまり、修吾の脚あしの間、に後ろ向きに腰を下ろすことになった。するっと背後から腹の辺りへ手が回ってきて、愼の背中と修吾の胸が密着する。


　さっきまで抱きしめ合っていたけれど、これはこれで、なんだか恥はずかしい。それでも後ろからのやわらかい抱擁は、その恥ずかしさを、すぐに上回る幸福感があった。髪かみにひとつキスを落とした修吾は、さてと、と呟つぶやく。


「意思疎そ通つうの後は、いちゃいちゃしたいとこだけど、説明が先だな。……言い訳みたいになるけど、聞いてくれるか？　愼」


　修吾の問いに、愼は瞬まばたきをして、後ろを見るように首を捻ひねった。


「……説明？」


「愼が知りたいと思ってること、いろいろあるだろ？　おまえが見たものも、比嘉となに話してたのかも、あいつに全部聞いた」


「え、聞いたって……」


　いつの間に、と思っていると、修吾は苦く笑しようのようなものを浮うかべて、順に話す、と言う。頷いた愼は、ごそごそと修吾の腕の中ですこし向きを変えた。


「修ちゃん、足きつくない？　横向いていい？」


「うん？　いいけど」


　修吾が膝ひざを立てていない左脚のほうを向く。抱かかえた自分の膝に顔を乗せるようにして修吾のほうを見た。さっきよりすこし離はなれてしまうが、このほうが、修吾の顔が見えていい。


　さあどうぞ、というように待つ愼に、修吾はおかしそうに小さく笑ってから、じゃあ、と口を開いた。


「まず、愼が見たっていう、俺のバイトのことだけど」


「……あ、うん」


　あの日一度だけ見た、修吾の姿を思わず脳裏に甦よみがえらせて、愼はどきっとしながら相づちを打つ。


「愼は、俺のこと外で見たんだよな？　それって俺が外に出たとき？」


「うん、えっと……」


　修吾を見かけて跡をつけたことと、しばらく様子を見ていたことを、愼は話した。尾び行こうしたことを言うのは、呆あきれられてしまうかと思って口にするのがためらわれたが、そこから言わなければ始まらない。


「中まで追っかけていくかどうしようか迷ってたら、修ちゃんが出てきて、なんかいつもと雰ふん囲い気きちがっててびっくりして……。そしたら、……女のひとが、来て、修ちゃんがそのひとの背中押して、また中入ってった、から」


　まるで自分などでは弾はじかれてしまいそうな空気があるように思えた、あのときを思い出して、ぼそぼそと呟くような声になる。すると、修吾の手が伸びてきて愼の髪をくしゃっと梳すいた。


「たぶん愼が見たのは、常連さんだと思うけど。愼、もしかしてなんか誤解してるか？」


「……だって修ちゃん、すごい人気あるんだろ。比嘉のバイトしてる店のお客さんも、修ちゃんの噂うわさばっかしてるって言ってた」


「……あいつ、余計なこと吹ふき込みやがって」


「そりゃ修ちゃんがモテんのなんか、いつものことだし、めずらしいことじゃないけど、でもっ、俺は」


　膝から顔を離して、修吾を見た愼は、また視線を逸らした。思わず勢い込んでしまったが、その先を言ってもいいのだろうかと、すこしだけためらってしまう。


「……俺は？」


　けれど修吾の声が、そっと促うながすように降ってきて、愼は続きを口にした。


「……俺は、やだ。ほんとは、修ちゃんがすごいモテんのも、すごいやで、すぐやきもち妬やいちゃうんだ……しかたないってわかってんのに、どうしても、やな気持ちは消えてくんない……」


「消す必要なんかないだろ」


　けれど言われた言葉に、愼は顔を上げた。え、と目を瞠みはると、修吾の笑みが返ってくる。


「俺はうれしいけど？　愼がちゃんとやきもち妬いてくれるって知って、正直浮かれてるくらい。……愼はさ、だれが俺のこと持ち上げても、やっぱ修ちゃんはすごいよね、って笑って褒ほめてくれるだろ。だけどあからさまに妬いたりはしてくれなくて、それがあたりまえみたいに、しかたないってあきらめてる。でも俺は、それが正直、もどかしくてたまんなかった」


　修吾はそう言って、苦笑のようなものを浮かべる。


「つうか、愼はそれなりに顔には出るのに、認めないんだよな。……愼が俺のこと、好きになってくれたのって中学のときだろ」


「えっ、なんでわかんの？」


　驚おどろく愼に、修吾は小さく笑う。


「だから顔には出るんだって。いつだっけ、俺がだれか上級生と話してたときだったか？　ふと気が付いたら、愼がすごい顔しててさ」


「って、どんな……」


「普ふ段だんたいがい笑顔の愼が、眉み間けんに皺しわ寄よせてて。……で、すげえ縋すがるみたいな目してた」


　つ、と修吾の指が愼の眉間に触れた。それから眦まなじりにもそっと下りてくる。


「なんで自分のほうに来てくれないのかって顔で、でも言い出せないみたいに、ただ目で訴うつたえててさ。それで、ああ愼は、俺のことが好きなんだなって、確信した」


「……じゃ、ずっと知ってたの、修ちゃん。俺が修ちゃんのこと好きって……」


「うん。だから言ったろ、表情は筒つつ抜ぬけなんだよ、愼は。だけど、それから愼が告白してきてつき合うようになっても、あの頃ころと変わらずそういう嫉しつ妬と心とか隠かくそうとばっかするからさ。なんとかいろいろ、言わせてやろうと思って、ちょっと意地の悪いこともしたな」


　口の端はしを上げてそう言う修吾に、道みち端ばたやら電車やら彼の部屋やらでのアレコレが思い出されて、愼は、かああ、と顔に熱が溜たまるのがわかった。


　それでも、なるほど、そんな意図があってのあの意地悪だったのか、と納得していると、修吾はさらに笑みを深めた。


「まあ単純に、恥ずかしがったり、真っ赤になりながら俺の言うことに素す直なおに感じて、頷うなずいたりする愼を見るのも、たのしかったんだけど」


「……っ、……っ」


　結局そういう理由もあるのかと言葉をなくす愼に、修吾は揶揄からかうような笑みで「かわいくて、ついな」と言った。だが、その笑みから揶や揄ゆの色だけがふっと抜ぬける。


「……ごめんな。それでも俺の言葉が足りなかったのはほんとうだ」


　修吾の手が、額の髪をかき上げるようにして撫なぜる。顕あらわになったそこに、またひとつ、キスを落とされた。甘やかされるような仕草がうれしくなって、愼は、ううん、と首を振ふった。


「それに、あの店で俺がやってるのは、ただのウェイターで、愼の心配してるようなことは、なんもないからな」


「ウェイター？」


　言われてみれば、そんなふうな格好ではあった。けれど、場所が場所だけに、そう言われてもいまいち疑問が残る。問い返す愼の思ったことがわかったらしい修吾は、苦笑を零こぼした。


「あそこは、もともと周りの店の従業員向けの飲食店だから、あやしげなサービスもしてないし、俺も変な媚こび売ったりしてるわけじゃない。一応客商売だから、笑顔は売るけどな」


　つまりあのときの微ほほ笑えみは、営業用、ということだろうか。それにしても、飲食店って、と愼は首を傾かしげる。


「それってつまり、ごはん出してるだけのお店ってこと？」


「そう。だいたいいつも、夕方くらいから開店して、明けがたくらいに閉まる。出勤前、休きゆう憩けい中、それから仕事の後……あの辺で働くひとたち向けに、栄養バランスのいい食事を提供する、まあ、カフェみたいなもんだよ。普ふ通つうの、っていうにはちょっと客の対象がちがうけど、べつにそういうひとたちじゃなくても来ることはあるし。オーナーが変わったひとだからな、変な時間に営業してるけど、味は定評があるから、人気なんだ」


「でも、俺が修ちゃん見たの、夜……九時くらいで、そのとき開店してたみたいに見えたよ？」


　愼の問いに、修吾は、ああ、となにかに思い当たったようだった。


「たぶんその日は、一いつ旦たん夕方に開けて、八時くらいに閉めた日だと思う。九時から貸し切りの予約が入ってたんだ。個人の小さな店だからそういう変則的なこともやるんだよ」


「……あ、じゃあ修ちゃんは、それに合わせてバイトに行ったの？」


「っつうか、な……あの店のバイト、基本的に俺、期間限定の交こう換かん条件付きでやってるだけだから」


「期間限定？　で、交換条件……？」


　ぱちん、と瞬まばたきをした愼に、修吾は小さく息を吐つく。


「そう。さすがに俺だって、学校のこともこなしながら、あんな深夜バイト長期は無理だからな。そもそも、頼たのみ込まれてやり始めただけだし」


「頼み……？　って、だれに？」


「あの店のオーナー」


「オーナー？　知り合いとか、だったの？」


「親しん戚せき」


　へえ、と頷こうとして、愼は目を瞠った。


「……親戚!?　修ちゃんの？」


　土屋家の血けつ縁えんに、あんな場所で、飲食店とはいえ店を経営しているひとがいるなんて、意外だった。修吾がさっき言っていたように、変わったひとのようだ。


「いままで働いてたやつが急に辞めたとかで、臨時に引っ張り込まれたんだ。俺は一旦断ったんだけどな。ばれたらコトだし、それ以上に、んなことしてたら、ただでさえ少ない愼との時間もなくなるし」


　言って、修吾はつと眉間に皺しわを寄せた。


「それがもとで、比嘉のやつは愼を脅おどすし」


　そこまで比嘉から聞いているのか、と思っていると、修吾はさらに続ける。


「つうか、比嘉は知ってたはずなんだけど。俺とオーナーが親戚だってことも」


「……えっ、そうなの!?」


「あいつだってそうだろ。お互たがいさまな事情だってのに、いかにも俺だけがやましいことしてるみたいに愼に吹き込んでんだから、ほんと油断も隙すきもねえ……ああくそ、いま思い出してもむかつく」


　段々と柄がらが悪くなってくる修吾に、愼はそういえば、と口を開いた。


「ねえ、あのさ、修ちゃん。その……俺と比嘉のこととか、いつ聞いたの？」


　昨日あんなに怒おこっていた修吾が、事情を知っていたとは思えない。あのときの修吾の目を思い出せば、まだすこし怖こわくなるけれど、いまはもうだいじょうぶだと言い聞かせながら訊きいた。


　すると修吾は、そんな愼の心の機き微びまでもわかったのか、一いつ瞬しゆん動きを止めてから、ふっと息を吐いた。愼の膝ひざを抱かかえる手に、自分のそれをそっと重ね、きゅ、と握にぎってくれる。


「……昨日。あの後……愼を帰した後で、もう一回比嘉のところに戻もどったんだ。それで、洗いざらい事情話させた。いい加減、俺もキレてたし、勢いもあったけど」


「……そう、なんだ」


「前から、比嘉が愼にちょっかいかけてるみたいだってのには、気付いてたんだ。愼は知らないかもしれないけど、俺は意外とおまえのクラスメイトも仲のいいともだちも、ちゃんと把は握あくしてんだよ」


「……え？」


　ほんとうに意外なことを言われた気がして、愼がきょとんと見返すと、修吾は、やっぱり、というような表情を浮うかべた。


「言っとくけどな、俺は相当嫉しつ妬と深いし、独どく占せん欲よくも強いんだ。すぐひとを惹ひき寄せるくせに自覚のない愼に、手出す人間がいたらすぐさま邪じや魔ましてやるつもりだったし、牽けん制せいもしてた。だけど、いろんなものに縛しばられて、愼との時間が取れないままで。愼の様子がなんかおかしいってことに気付いても、勝手に嫉妬ばっかして、愼がどうして悩なやんでるのかすら、聞き出せなかったんだから、ほんと情けないよな」


「そんなこと……」


　修吾はそれでも、聞こうとしてくれていた。答えず隠したのは、愼のほうだ。修吾に迷めい惑わくをかけたくなくて、助けたくて足あ搔がいていたけれど、つまりそれがすれちがう大きな要因になっていたということだ。


「だけど、昨日、どう考えてもなんかあるって態度で、愼が慌あわてて飛び出してくから、悪いと思ったけど後つけたんだよ。そしたら、案の定比嘉と会ってるし。挙げ句に、話聞いてたら、愼と電車乗ったときの、あいつに見られてたって言うし、自分のせいなのも棚たなに上げて異様にむかついたんだ。それにもしかして、前の日の電話のときいっしょにいたのも比嘉かって思ったら、つい頭に血が上って……」


　ごめん、と小さく謝罪を口にする修吾に、愼はぶんぶんと首を振った。


「だってそれって、そもそも比嘉についてった俺が悪いんだよ。修ちゃんのバイトのこと、教えてやるって言われて、ふたりになるなって言われてたの破って、だから」


「それだって、俺が愼に最初から話してればよかった話だろ。俺が愼にバイトのこと隠かくしてたのは、単純にあの辺に愼を近づけたくないっていう自分勝手な感情からだったし……ちゃんと話せば、不安にさせることもなかった。……ほんとごめんな」


　そう言って修吾は、苦く笑しようを浮かべる。


「そうやって、自分は散々愼に隠しごとしておいて、いざ愼が同じように俺になにか隠してるってわかったら、我が慢まんできないなんて、どんだけ俺は勝手な人間なんだって思ったよ。泣きそうな愼にやさしくもできないでひとりで帰したりして」


「修ちゃん……」


「引っかき回してくれた比嘉に腹も立って、一発殴なぐろうと思っても、結局俺がちゃんと愼を安心させてやれてないからだって言われれば、言い返すことすらできなくて……そこに、今日の朝、愼からの留守電で、ほんとに俺はなにやってんだって、心底呆あきれた」


「修ちゃん、あの、あれは……」


　愼が口を開こうとするのを、修吾はちょっと待てと目で制す。


「わかってる。それも俺が愼に肝かん心じんなこと言ってなかったせいだ。ただ、俺だっておとなしく愼が離はなれてくの放っとく気なんかなかった。だけど、昨夜愼に電話したときは繫つながらなくて、今朝もまだ繫がらなかったから、着ちやつ拒きよされてんのか、それとも電池切れか、迷ったんだけど」


「ごめんそれっ、電池切れで、あの」


「いや、結局さ、シャワーしてる間に愼から留守電入ってて、もうすげえ血の気引いた。……あんときほど焦あせったのってなかったよ」


　修吾の整った形いい眉まゆが、きゅ、と苦しそうに寄る。


「だけど、電話より直接会うべきだろっておまえん家行ったんだ。そしたら可南子さんに、愼はもう学校行ったって聞いて」


「……もしかして俺のこと、追っかけてきてくれたの……？」


　愼の呟つぶやきに、修吾はまた苦笑を漏もらした。


「愼が想像してるほどかっこよくないからな。余よ裕ゆうなんかなかったし。だけど、比嘉のこともちゃんと決着つけないと、って思ってあいつにも電話したんだ」


「比嘉に？」


「───俺はいまから愼を追っかけて学校行く。全部話して、今度は俺から告白する。愼のこと手に入れたいんなら、おまえもちゃんと堂々と愼にぶつかってみろよ。すでに一回、愼にふられた俺とおまえが立ってる位置は、いま同じだ、って……勝手に勝負して、愼にははた迷惑な話だけどな」


　そう言った修吾は苦いものを残したままだった。


　けれどそれで、愼はようやく事情を呑のみ込んだ。そうすると、驚おどろきでスルーしていた修吾と比嘉の会話の意味も、わかってくる。


　愼は、なぜだか胸がいっぱいになったような苦しさを感じて、はぁ、と息を吐き出しながら俯うつむいた。ぽつり、と無意識に呟きが漏れる。


「よかった……」


「……愼？」


　修吾が心配そうに名前を呼ぶ。それに顔を上げられず、愼は自身の膝に顔を埋うずめたまま、もう一度、よかった、と呟いた。それから、このじわじわと滲にじんでくる気持ちが、震ふるえてしまうほどの安あん堵ど感なのだということに、ようやく気付く。


「愼？　どうした？」


　再度名前を呼ばれ、愼はそろそろと顔を上げ、修吾を見た。眉根を寄せている修吾の顔とは対照的に、愼は笑ってみせる。けれどどこか、自分でもその笑顔が、すこし歪ゆがんでしまったのはわかった。


「……愼」


「修ちゃんが、追っかけてきてくれてよかった。……俺のこと、あきらめないでいてくれて、よかった」


　最後の最後で、あきらめてしまった自分に対して、修吾は最後の最後まで、あきらめないでいてくれた。修吾のその気持ちがなかったら、自分たちがいまこうしていることはなかったのだと思うと、心の奥から湧わき上がってくる、どうしようもない震えを堪こらえきれない。


　それがうれしいからなのか、怖かったからなのかもわからないまま、愼はまた、ぼろぼろと泣いてしまった。昨日から耐たい性せいのきかない涙るい腺せんは、きっと壊こわれてしまっているにちがいない。いい加減枯こ渇かつしてもよさそうなものなのに、涙は一向に止まる気配はなかった。


「愼」


　そっと伸のびてきた修吾の腕うでが、愼の肩かたを抱だき寄せ、胸にしまい込むようにくるんでくれる。やさしく抱きしめられて、また涙なみだが溢あふれた。


「……だけど、愼。俺があきらめないでいられたのは、愼が俺にずっと、昔から変わらないままで、まっすぐ〝好きだ〟って気持ちをくれてたからだよ」


　耳みみ許もとに添そえられた手にそっと力がこもり、顔を上げられる。そのやさしい感かん触しよくに、涙に濡ぬれた顔のままだったけれど、愼は修吾を見た。


「……愼はだれに対してもいつだって、ありのまままっすぐに向き合って、澱よどみのない顔で笑ってて、好きなものを好きだって、ちゃんと言えるだろ。俺は最初から愼のそういうところが、好きだったんだ」


「……最初、から？」


　小さく目を瞠みはった愼に、修吾は笑えみを浮かべる。


「うん。最初からだな。小五のときさ、初めて同じクラスになって、愼が話しかけてきたとき、ほんとはすげえびっくりしてたんだ。俺はこの通り、当時からちょっとひねくれたお子様だったわけ。外そと面づらがいいばっかの嫌いやな子供で、いい子だね、さすがだね、って言われるために愛あい想そうふりまいてた」


　そう言って、修吾は愼の肩かた口ぐちに額を押し当てた。


「だから当然、周りに寄ってくんのは、そういう俺を好きな人間ばっかだった。俺の家のこと知ってて、ほんとうはそっちが目的だったり、すごいねって言ってもそこには俺が、土屋家のひとり息むす子こだからって意味が含ふくまれてた。だからってべつに、俺は父さんのことを嫌きらってるわけじゃないし、尊敬もしてる。家のためになるならって思ってそういう態度取ってたのは、自分の意思だ。……だけどやっぱり、ちょっとはむなしくなったりもしてたんだな、きっと」


　修吾の腕が、愼の背中に回って、きゅう、と力がこもる。愼は、そろそろと自分も修吾へと手を伸ばした。風にさらりと揺ゆれる髪かみの毛に、そっと触ふれる。


「……そんなときに、愼が、俺に言ったんだ。───俺とともだちになって、って」


　そう言った修吾は、顔は見えなかったがすこし笑ったように思えた。瞬まばたきをする愼に、顔を伏ふせたまま、修吾は続ける。


「ストレートだけど、俺はそれがうれしかったな。それから愼は、勢いよく、俺のどこが好きかを細かく細かく、言い出してさ。それが俺を俺としてちゃんと見てくれてるんだってわかったら、それでもうそこからは俺のほうが、愼にのめりこんでたと思うよ。愼は俺だけのもんだなんて生意気なこと思って、ちょっかいかけるやついたらすぐに排はい除じよして、どうやって愼のこと独り占じめしようかってずっと考えてた」


　訥とつ々とつと言う修吾の言葉に、愼は驚きを隠せなかった。けれど同時に、とくんとくんと、鼓こ動どうが大きくなっていく。


「……ほんとうはそういうの、俺がもっと早く、言葉で伝えなきゃいけなかったんだよ。愼がくれるみたいに俺もまっすぐに、好きだって言うべきだった。……そしたら愼に、全部を忘れるなんて、言わせないですんだ」


　わずかに苦いものを乗せてそう行ってから、修吾は小さく息を吸って、吐はいたようだった。


「愼は俺とは、ほんとになにもかもちがう。だから俺のほうがほんとうは、愼にふさわしいかどうかわからない。それでも愼のことが好きな気持ちは、変えられなくて、あきらめきれなくて。だから、愼が俺のこと、好きになってくれるように、愼が俺から離れていかないように、してきたんだ」


「……修ちゃん」


「言ったろ？　俺は心狭せまいんだって。……それからずっと、愼だけがたいせつだ」


　そこでようやく、修吾は顔を上げた。その表情は笑ってはいなかったけれど、ひどくまっすぐに愼を見つめてくる瞳ひとみが綺き麗れいで、噓うそなどどこにもないことがわかる。


「───以上、長い言い訳終わり。……嫌になったか？」


　そんなふうに訊きかれて、愼はふるふると否定するように首を振ふった。


「……ならないよ」


「……愼のこと、もう放してやれないけど、それでも？」


　さっき、ちゃんと想おもいを伝え合って、抱きしめ合ったはずなのにそんな確かく認にんをしてくる修吾に、自分だけでなく彼も不安を抱かかえていたのだと、やっとわかる。愼は、それに答こたえる代わりに、目の前のいとしい唯ゆい一いつのひとへと、腕を伸ばした。


　肩に手を置いて、首を上げ、顔を傾かたむける。そうしてそっと、修吾の口唇へ口くち接づけた。


　思えば、あれだけ修吾のことを好きだと言っていたのに、自分からキスをするのは初めてかもしれない。そんなことに気付いてすこしだけ恥はずかしくなりながらも、愼はゆっくり触れて、離れた修吾の顔を、見つめた。それから小さく微ほほ笑えみを乗せる。


「……ねえ、修ちゃん、知ってる？　俺が修ちゃんを好きで、修ちゃんも、俺のこと好き。こういうの、両想いって言うんだよ」


　愼からのキスに驚いていたらしい修吾が、その言葉と笑みに、つられるように笑った。


「……そうか。そういえば、そうだな」


「うん」


　ようやく見ることのできた、なにも昏くらいものを含まない修吾の笑顔に、愼もうれしくなって笑う。すると、修吾の手が伸びてきて、愼の頰ほおに触れた。そのまま指先が、つ、とずれて、親指の腹が口唇をそっと撫なぜる。


「……愼からのキスも、もらえたし」


「……ん」


　すり、と弾だん力りよくをたのしむように口唇の線をなぞられ、ふるっと震えたそれを、促うながされるように開いてしまう。わずかに隙すき間まを開けた口唇に、もうためらいなどなく、修吾のそれが重なった。


　ちゅ、と軽く吸われ、一いつ旦たん離はなれる。それから今度はしっとりとした感触が重なった。それが、目を閉じる寸前に、修吾が自分の口唇を舐なめていた姿と繫つながって、ぞくん、と首の裏に変な感覚が疾はしる。


「んん……っ、はぁ」


　合わさっただけの修吾の口唇が、また離はなれた。不思議に思って瞼まぶたを開けると、ぎりぎり視界が利きく位置に、修吾の淡あわい瞳があって、胸が鳴る。まっすぐに合った視線は逸そらされることはなく、そのまま修吾の目が細く笑みを浮うかべた。


　その笑みがなにを促しているのか、言われなくても伝わる気がする。笑みに誘さそわれるように愼は自分からも顔を傾け、もとよりそうない修吾との距きよ離りを、ゼロにした。自然と互たがいから触れ合った口接けは、ゆっくりと愼の思考を溶とかしていく。


「……ん、ふ……っ」


　口唇をやわく嚙かまれ、愼も、あむ、と修吾のそれを甘嚙みしてみる。すると、れろ、と舌で口唇の輪りん郭かくをなぞられ、つられるように自分の舌も差し出した。


　唾だ液えきごと重なって、絡からまる修吾の舌に、睫まつ毛げが震ふるえる。喉のども鳴って、愼は修吾の服の胸むな元もとを摑つかんだ。


「っん、ん……っ」


　修吾としか経験はないが、自分はかなりキスが好きかもしれないと、愼はぼんやりそんなことを思った。やさしいそれも、すこし強ごう引いんなそれも、施ほどこされればそう時間をかけずに、すぐにうっとりと身を任せてしまいそうになる。


　だがふと、口接けを解かれて、愼は熱い息を吐き出しながら瞼を開いた。


「……ん、修ちゃ……」


　なんでやめてしまうんだろうと、眉まゆ根ねを寄せると、修吾の笑みの形をした口唇が、その皺しわにちゅ、とキスを落とした。


「……修ちゃん、もっとキスしたい」


「キス以上は？」


　え？　と愼はゆっくり瞬まばたいた。す、と首筋に修吾のてのひらが触れて、シャツの襟えりの間から指先がわずかに入り込む。ぴくんっと肩かたをおののかせて、愼は潤うるんだ目で修吾を見返した。


「……修ちゃん」


「俺といっしょに、サボってくれる？　愼」


　比嘉がさっき去り際ぎわに言っていたことを持ってきて、修吾はそんなふうに言う。それが、なにを意味するのかはすぐにわかって、愼はじん、と熱を持つ指先をそっと持ち上げた。


「……うん」


　ちゃんとわかってるよと示すように、首を這はう修吾の手に、自分のそれを重ねる。それから、サボる、と小さく呟つぶやいて頷うなずいた。











　移動するか、と言って修吾は愼の手を引いて立たせてくれた。


「ここもいいけど、もうちょっと落ち着ける場所に行こう。そろそろ登校する生徒も増えてきたみたいだし」


　言われてみれば、空気に乗って地上からそんな気配も伝わってくる。


「って、どこ行くの？」


「生徒会室。こういうときこそ、会長特権使わないとな」


　そう言って修吾はいたずらっぽく微笑わらう。


　たしかに、生徒会室は特別教室などが集まる棟とうにあるから、いまの時間ひとはほとんどいないだろう。邪じや魔まされずに時間を過ごすにはいいかもしれない。


「あ、でも、ほかの生徒会のひとは？　朝はさすがに来ないの？」


「ああ、今日は来るなら昼休みだな。……それに、あそこ実は、中から鍵かぎがかかるから、心配しなくてもいい」


「……っ」


　耳打ちをするように囁ささやかれて、愼は鼓動を跳はねさせて息を呑のんだ。その言葉の意味する先にあるものをすぐに理解して、顔が赤くなる。


　こっちから行こう、と修吾はひとのいなさそうなところを通って、愼の手を引いた。繫がれたてのひらの温度も意識してしまうと、徐じよ々じよに愼の鼓動はうるさいくらいに身体中を駆かけ回る。


　なんだかこの数日でいろんなことがありすぎたから、ひどく長い時間が経たったような気がしているが、よくよく考えれば、昨日初めて、キス以上のことを覚えたのだ。


　あの翻ほん弄ろうされてどうしようもない熱の渦うずを思い出せば、それだけで身体からだが震える。不快ではないそれが、つまり浅ましいほどの期待なのだと自覚してしまった。


　だがそうすると、ふと、愼はほかのことが気になりだした。


　宣言通り、かちん、と生徒会室のドアをロックした修吾は、すこし思案してから「奥行くか」と執しつ務む室の右奥にある休きゆう憩けい室のほうへ進む。そちらにはソファなどの応接セットもあった。


「……ね、あの、修ちゃん？」


「ん？」


　休憩室のドアにも鍵があるのか、それも修吾は閉めた。ひとつある窓のカーテンも閉じたままの狭い室内は、電気を点つけないと薄うす暗ぐらい。呼びかけた愼に、わずかに振り向いて修吾が視線を返した。だが目が合う前に、愼はすこし俯うつむく。


「愼？」


「あのさ……俺、ひどくない？」


「なにが？」


　修吾の訝いぶかしげな問い返しに、愼はつい、と指先で前まえ髪がみを下に引っ張るようにした。


「や、俺さ……昨日からずっと泣いたりしてたから、顔、すごい汚きたなくないかなあって……」


　思って、と呟く声は小さくなってしまった。


「目とか腫はれてるし、あんま寝ねてないからむくんでるし……まあそりゃ、もともとそんな気にするほどの顔じゃないとは思うけどさ、せっかく修ちゃんと」


「しーん」


「っ、ん！」


　言葉の途と中ちゆうで名前を呼ばれ、反応する前に、掬すくわれるように下から口こう唇しんを重ねられた。驚おどろいているうちに頰から耳みみ許もとに添そえられた手が、くいっと顎あごを上げるように力を込める。すぐにまた、今度は上から覆おおい被かぶさるように口接けられた。


「……っんっ、ぅン、ん……っ！」


「……そういうの気にすんのはかわいいけど、べつに愼の顔、汚くもひどくもないよ」


　キスを解くと、わずかにしか距離を空あけない位置のまま、修吾は吐と息いきで微笑わらう。


「っほん、と……？　修ちゃん、嫌いやじゃない……？」


「むしろ、そんなになるまで泣かせたの俺のせいなんだからさ、そう思うと逆にすげえ優ゆう越えつ感が湧わくな。……それに、いまからもっと泣かせるわけだし。ん、いや……啼なかせる、かな」


　ぼそっと修吾が言い直した、同じ言葉のちがいが愼にはわからなかったが、つまりこのままでもいいのだと受け取って、ほっと息をついた。


「……修ちゃんがいいって言うなら、いいや」


　そう言って安あん堵ど感かんのまま微笑うと、修吾はつと表情を止めてから、小さく苦く笑しようを零こぼした。


「……ほんと、愼には勝てる気しない」


「え？……っぅん、ん……っ」


　呟かれた意味を問う前に、すぐ近くにあった口唇がまた距離をなくした。目を閉じ、やわらかく吸われる感かん触しよくをうっとり甘かん受じゆしていると、がしゃん、と背中にドアが当たる。


　ふと取られたてのひらを繫つながれ、それもドアに押し付けられながら、深く咥こう内ないをさぐられた。もう片方の手にずっと持っていたバッグが、力が抜ぬけて、ばさっと床ゆかに落ちる。


「……っふ、ぁ、ん……っ、んん」


　口唇で口唇を開かされるようにして、熱が押し付けられる。差し込まれた舌が、逃にげる間もなく愼のそれに重なって絡みついた。もちろん抵てい抗こうする気などさらさらない愼は、すこし勇気を出して、自分から舌を動かしてみる。


　擦こすりつけるようにして修吾の舌を追うと、そのまま引き出されて甘嚙みされた。かと思うと、ぬるっと搦からめ捕られ、また咥内に押し込まれる。空いた手で愼は、思わず修吾の背中を摑んだ。


「んっ、む、ぅ……っん、ン」


　舌の根が痺しびれたように疼うずく。まるでそこから感覚が伝ったように、脳の裏側までが、じん、と震えた気がした。


「っぁ、は……っ」


「……愼は、口唇も性感帯だよな」


「ふ、ぅ……？　んっ、ん」


「キスだけでそんな顔すんだから、考えてみれば、俺よくいままで我が慢まんできたなと思うよ」


「……っだ、て、しゅうちゃん……キス、じょうず、だし」


　小さく笑みを浮うかべながらの修吾の言葉は、揶揄からかわれているようで恥はずかしく、反論にもならないことを呟く。会話を交かわすには近すぎるままの距きよ離りのせいで、喋しやべるたびに、つ、と掠かすめる口唇の感触にも背中を震ふるわせながら、愼は熱い息を吐はいた。


「まあそれもあるだろうけど」


　愼の言葉を否定することなくそんなふうに嘯うそぶいた修吾は、口唇をずらし、耳許で続ける。


「……どっちかっていうと、愼が感じやすいんだよ。ここも弱いし」


「っん……っ、ひゃ、あっ」


　かじ、と耳の軟なん骨こつを食はまれて、そのまま、にゅ、と穴へ入り込んできた舌の感触に、そこからぞくぞくっと震えが疾はしった。耳の形を辿たどるようになぞられ、甘あま嚙がみされるたびに声が跳ねる。


「あ、っあ、っんん」


「耳だけじゃなくて、……指も敏びん感かんだったよな。じゃあ、これも感じる……？」


　そう言って、繫がれてドアに押し付けられていたままだった手から、わずかに修吾のそれが離はなれる。かと思ったら、すこしずれただけで、修吾の指先が、愼の手の内側の中心あたり……窪くぼんだところをくすぐるように撫なぜた。


「……んっ、あ」


　微かすかな接せつ触しよくは、普ふ段だんそんな触ふれかたをされないこともあってひどくくすぐったい。けれど、それだけでなく、そこから生まれるほかの感覚もたしかに感じて、愼は瞼まぶたを震わせた。


「……やっぱ感じてる。愼、おまえ絶対ほかのやつに無む闇やみに触さわらせんなよ」


「っん、やぁ、しゅうちゃ、ん……っ」


　相変わらず耳に直接口唇を押し付けながら喋る修吾の声が、鼓こ膜まくを刺し激げきする。そこからも広がっていくものがあって、愼はわずかに戸と惑まどいを感じた。


（……なんで、これだけで俺、こんな……っ）


　まだ、キスされて、ちょっと耳を舐なめられて、てのひらをくすぐられただけだ。なのに、ぞくぞくと全身にひどい震えが回り出していて、ともすれば足の力まで抜けそうだった。


　案外自分は、催さい眠みん術なんかにかかりやすい体質なのかもしれない。修吾がいちいちどこが感じるここが敏感だと言葉にするから、そう刷り込まれてしまって抗あらがえないのだ。


（……それに、きっと……）


「……愼」


　時折、答えを気にするでもなく愼を呼ぶ声さえも、気持ちのいい理由になっていく。


「修、ちゃ、ふ……っあ、あ、ん」


　耳の穴を嬲なぶるように舌で抉えぐられ、かり、とてのひらを指先で刺激される。それだけでもう、かくんっと膝ひざに力が入らなくなってしまった。


「……っと」


「……っ」


　ドアに沿ってずり落ちそうになった身体を支えるように、腰こしに手を回され、腕うでを取られ引き上げられる。


「かわいいな、愼。まだたいしたとこ触ってないのに、もうくたくたになってんのか」


「……っだって、修ちゃんが」


「俺が？」


　問われて、力のあまり入らない腕を両方、愼は修吾に向かって伸のばした。修吾の首に巻き付けるように抱だきついて、きゅう、と力を込める。


「……修ちゃんが、俺のことちゃんと好きなんだって思ったら、なんか……」


　修吾の長い首筋に顔を埋うずめて、そこにそう言葉を落とせば、わずかに間を置いて背中に腕が回ってきた。


「ったくどこでそういうのを覚えてくるんだ、愼は……」


「？……なに？」


「なんでもないよ。誘さそわれたってことにしとくから」


　修吾の呟つぶやきが聞き取れず首を傾かしげると、耳許で小さく笑われる。と思ったらそのまま膝の下にまで腕を回され抱かかえ上げられてしまった。


「っわ、修ちゃ……っ」


　驚いている間にソファに下ろされ、額にキスをひとつ、落とされた。それだけでもう、愼はひとりうっとりとときめいてしまう。


「……修ちゃん、かっこい……」


　その気持ちのまま微笑って呟くと、自身のネクタイを解いていた修吾はたのしそうに笑った。


「愼はほんと、予想以上……スイッチ入んのも早いけど、入ってからのギャップもすごいよな」


「ギャップ……？」


「つまりかわいいってこと」


　ジ、とパーカのファスナーを下ろされ、腕から抜かれる。もとから緩ゆるめていたネクタイもするっと外された。ソファに横たわるような体勢の愼の膝を割って、修吾は身体からだを進める。


「っあ、ん……っ」


　どういう意味だろうと考えているといつの間にか、シャツのボタンは外され、胸むな元もとが顕あらわになっている。修吾の口こう唇しんはそちらへ下り、吸い付いては舐め、赤いしるしを増やしていった。


　昨日と同じように、胸の飾かざりを含ふくまれ転がすように舌で弄いじられると、背中が跳はねてしまう。


「っん、ぁ……っあ、あ、んっ」


　吸い付いた口唇で挟はさんだままきゅ、と軽く引っ張り、また押し付けるように舌が這はう。右のしるしを口唇と舌が弄っているときには、左は器用な手が軽く引っ搔かいたり指の腹で撫ぜたり、両方に絶えず刺激を送られた。


　飽あきずに繰くり返される愛あい撫ぶで、胸は修吾の唾だ液えきでべとべとになってしまう。なのに微み塵じんも気持ち悪さなど感じず、やはり痺れるような震えは、次から次にやってきて愼の中に溜たまっていった。


「……っあ、あ……っ、ん、はぁ」


　乳ち首くびの周りにも散々赤い痕あとを残し、また上がって鎖さ骨こつの窪みから肩かた口ぐちを口唇で辿っていた修吾が、背中に手を回す。


「……愼、ちょい背中浮かせて、横向いて……そう」


　促うながされるまま横を向くと、上になった左ひだり腕うでからシャツの袖そでを抜かれた。そのまま今度は、俯うつぶせになるように肩かたを押され、背中と右腕からもシャツを剝はがされてしまう。


　軋きしむソファに両りよう肘ひじをついた愼の、空気に晒さらされた背中にも、キスが降ってきた。ちゅ、ちゅ、と音を立てながら背中の窪みや、浮き出た肩けん胛こう骨こつを辿る口唇に、震えが止まらなくなる。


「……っふ、あ……っ、あ、ん、んっ、やっ」


「……やっぱ背中も、感じるみたいだな」


「ひゃ、あ……っ」


　背中に口くち接づけながら、前に回ってきた修吾の手が、ついさっきまで散々弄っていた胸を、またまさぐる。寄せられた修吾の顔からかかる髪かみの毛の感かん触しよくも、ざわざわと快感を煽あおる要因でしかなくて、腕に力が入らなくなりそうだった。


「……すごい、背中まで真っ赤に染まってきたぞ、愼」


「っん、あ……っ、んんっ」


　項うなじに吸い付いた口唇が、そのまま喋る振しん動どうさえ震えを呼んでしまう。


「かわいい色だな……」


「ふ、あ……っ、ん、あ」


　たぶん修吾が言う通り、晒されている上半身は赤く体温が上がってしまっているのだろう。熱くて仕方なかった。けれど、まだ触れられていない下のほうも、どうにかしてほしい。口の中に溜まってしまう唾液を呑のみ込んで、息を吐き出した。


　すると、まるで愼の心を読んだように、修吾の手が胸から腹をさまよい、ズボンに到とう達たつする。


「ん……っ、しゅうちゃ、そっち、も……っ」


「うん？　触ってほしい？」


「ほし……っ」


「……素す直なおでかわいいな、愼」


　耳許で囁ささやいた修吾の身体が、愼の背中に重なって、ぺた、と肌はだの感触を教えた。それはすでに布の隔へだたりがないもので、いつの間に彼もシャツを脱ぬいだのだろうという疑問が浮うかぶ。だがそれも、すぐ吹ふき飛んでしまった。


　そんなことを考えている間に、ベルトを緩められたズボンは、ソファに埋まるように立てた膝へとずらされ、愼の下半身を顕わにしている。


「制服、汚よごすといけないから、全部脱いどこうか」


　言いながら、片かた脚あしずつ下着ごと取り払はらわれた。空気に晒された中心が、ふるっと震ふるえる。


　そこを、ためらいもなく修吾の手が包んだ。


「っあ、あ……っう、んんっ」


「ああ、ほら……もう滲にじんできた。こっちもちゃんと素直だよな、愼のは……」


「ぁんっ、や、あ……っ、あ」


　修吾の指の腹で先せん端たんを弄られ、にゅる、という感触が自分でもわかってしまう。言葉でも煽られ恥はずかしさが襲おそってきた愼は、腕の間に顔を埋めるようにした。だがそうすることで、ふいに自分の下半身が身体の下から目に入ってしまい、息を呑む。


「っ、あ……っ、あ、やぁっ」


　修吾の手が、自分のものを包みいやらしく蠢うごめいているのを直接目にして、ひくんっと喉のどが鳴る。ひどく恥ずかしいのに、どうしてだかますます中心に熱が集まった。


「しゅうちゃ……っ、あ、や、それ、んっ」


「ん……？　ああ、見えんのか……愼、そのまま目逸そらすなよ」


「や、あ……っ、やらし、よ……っ」


「そりゃ、やらしくしてるからな……でもこれ、気持ちいいだろ……？」


「んん……っ、あ、あ……っ」


　すでに硬かたく形を変えている愼の中心からは、たら、と蜜みつが落ちていく。したたるようなそれを塗ぬりつけるように擦こすられ、膝が笑いそうになった。すると、修吾のもう片方の手が、ふいに背中から下りて臀でん部ぶへとかかる。びくんっと震える双そう丘きゆうの合間を撫なぜるように通り過ぎて、その手は愼の中心の付け根へと辿たどり着いた。


「……っあ、あ、ン……っふぁ、あぅ」


　後ろから膨ふくらんだ果実を揉もみ込まれ、硬い屹きつ立りつは濡ぬれた音を立てながら擦られる。両手を使って施ほどこされる愛撫は、頭の中がくらくらするほどに、おそろしい快感を愼に与あたえた。


　もう見ていることはできなくて、ソファのスプリングに頰ほおを擦りつけるようにして頭を支える。滲んだ涙なみだが眦まなじりと眉み間けんを通り過ぎていった。


「んん、ん、やぁ、あ……っしゅうちゃ、あ」


「愼、そのまま……力抜ぬいてろよ」


「ん、ん……っ、っあ、あ……っ」


　くち、とぬめった音がして、果実から離はなれた手が臀部に戻もどった。先走りの液を掬すくった指先が、奥の窄すぼみへと触ふれる。くん、とつつき、濡れたそれがわずかに入り込んだのがわかって、愼は頭上に投げ出していた手に力を込めた。


「ああ、力むなって……ほら、昨日もちょっとしただろ。……な？」


「んっ、あ、う……んっ、ん」


　そうだ、そういえばそこを使ってするんだと思い出して、なんとか頷うなずく。昨日同じように指を含まされたときに感じた感覚は、決して恐きよう怖ふじゃなかった。だから、だいじょうぶ。


「……そう、とりあえず、前のほうに集中してろ」


　変わらず中心へも与えられる快感に、言われた通り意識を持っていく。だがそれで後ろに施されるものを無視できるというわけでもなく、むしろ愼の感覚を大きくすらする気がした。


「っあ、んん……っん、ん」


　それでも、修吾が最後までしてくれるのだと思えば、やはり不快感などは一切感じない。けれど目を閉じて感覚に身を任せようとした愼は、ふいにびくんっと身体をおののかせた。


「っや、あ……っひゃ、やぁ、あっ」


　指で触れていたはずの奥に、ぬるっと濡れた感触がしたと思ったら、それはそこを緩ゆるく抉えぐるように蠢うごめく。


（っこれ、なに……っ）


　確実に指ではない。それはわかって、思わず逃にげるように脚を動かした。


「こら愼、暴れるなって……」


「だって、や、修ちゃん、そこっ……んんっ」


　思わず首を捻ひねって振ふり返る。すると、あまり見えなかったが、修吾の顔が埋うずまっている場所が臀部だということはなんとなく確認できて、愼はひどい衝しよう撃げきを受けた。


「っやあ、修ちゃ、なんで、や」


「濡らさないと愼がつらい。……痛いことはしてないだろ？　愼、じっとしてて……」


「あ……っ、や、でも、んん……っ」


　指はまだともかく、あんなところを舐なめるなんて、修吾は抵てい抗こうないのだろうか。なんだか半ば頭の中がパニックになっていて、じわ、と涙が浮かんでくる。


　くい、と指先で広げられたそこに、じゅ、と唾液が送り込まれるのがわかった。そこへ舌が差し込まれて、浅い位置でにゅるにゅると蠢く。


　革かわ張ばりのソファは摑つかめるところがなく、愼はただ拳こぶしを握にぎって震えに耐たえた。


「……愼、嫌いやか？　これ、気持ち悪いだけか……？」


「あ、ん……っ、じゃ、なくて、俺じゃなく、て……っ」


「ん……？」


　ふと舌が抜ぬかれ、修吾が訊きいてきたことに、愼は涙の溜たまった目を瞬まばたいて口を開いた。


「しゅ、ちゃん、が、や、じゃない……？」


　自分は、正直どれだけ違い和わ感かんがあろうと、修吾のくれるものならそのうちにちゃんと慣れる自信はあるし、してくれることは受け止められると思っている。けれど、いくらちゃんとそこをほぐすためとはいえ、修吾はほんとうに嫌じゃないのだろうか。


　強ごう引いんなところもある修吾だが、基本的に愼のためにと、こちらを優先して動いてくれることも多い。そこを馴ならさないと愼がつらいからというだけで施してくれているのなら、ほかの方法でもいいのだ。修吾がわざわざあんなところを舐める必要なんてない。どう考えても普ふ通つうは、する側だって抵抗があるはずなのだ。


　そう思って、逆に問いかけた愼に、修吾はつと沈ちん黙もくを落とした。そして、ほらやっぱり、と愼が身体からだを起こそうとしたとき、ぐいっと肩かたを摑まれ上半身だけ仰あお向むけられた。


「っ、修ちゃ……っん！　っん、ン……っ」


　背後から覆おおい被かぶさるようにして、修吾に口こう唇しんを塞ふさがれる。深く潜もぐり込んで咥こう内ないをさぐる舌に、ついさっき自分の奥を弄いじられていたことを思い出して、頭の芯しんがぐらぐらした。


「んっ、ぅん、ふ……っ」


「……、愼は、ほんとに……ひとがぎりぎり持ってる理性、だいなしにしてくれるよな……」


「……へ……？」


　ぼそ、と呟つぶやいた修吾に、キスを解かれぼんやりした視線を向ける。すると修吾は愼の腕うでを、元のようにソファにつかせると、そこへ後ろから自分の身体を重ねた。四つん這ばいの格好の愼に、ぴたっと身体を合わせ、耳みみ許もとへ口くち接づける。


「嫌じゃないよ、俺は愼のどこでも触れるし舐められるし咥くわえられるし」


「っ、しゅ、修ちゃっ、ちょっ」


「……ここだって、すげえかわいかったし」


「っん！」


　いきなりなにを言い出すのかと、耳許で嘯うそぶかれる言葉に目を白黒させていると、ふいにまた、奥へと修吾の指が触れた。


　それから、くちくち、と入り口をめくるように刺し激げきを繰くり返され、愼は頤おとがいを仰のけ反らせる。


「っあ、あ……っ、あっ」


「……舐めるたびに、ひくひくして、俺にこうされるの、待ってるみたいで……」


「やぁ、あっ、んん……っ」


「……愼」


　耳の裏、項うなじ、肩かた口ぐち、とキスを繰り返していた口唇が、また耳みみ朶たぶに戻ってきて、名前を呼んだ。その響ひびきだけでもう、すこしの間触れられずにいた中心がふるっと震ふるえるのがわかる。奥をさぐる指先は、くぷん、とそこへ入り込んでしまった。


「……まだ、唾だ液えきだけじゃ一本がせいぜいってとこだな。ゆっくりやろうと思ったのに……愼、せっかくの俺の我が慢まん、煽あおった罰ばつ、受けてもらうから」


「っえ……？　っあ、あ！」


　バツってなに、と問う前に、立てた膝ひざの間……というよりは、左右の太ふと腿ももの間に、背後からぬるっとした硬いなにかが入り込んできた。


　それは脚あしの付け根に擦りつけるように緩く前後する。ひくっと愼は喉を鳴らした。自分の股ももに挟はさまれるように背後から抜き差しされるものがなんなのか、しっかりと認識してしまった。


（……っ修ちゃん、の……っ）


「……っあ、あう、修ちゃ……っ、やあ、これ、なに……っ」


「……愼、脚離すな。そう、そのまま……」


　愼が戸と惑まどう声を上げても、修吾はその行こう為いをやめる気配はなく、より腰こしを密着させるように愼の腹へ手を回した。背後から愼のものをてのひらで包まれてしまい、すでに硬くなって濡れているそこは、とっくに限界を越えそうになっている。ぞくぞくうっ、と愼の背中に震えが駆かけ抜けた。


「んっ、んんっあ、あ……っあ、やぁ、や」


　脚と脚の間に挟まれた修吾の中心は、愼の太腿を濡ぬらし、生まれる細かな震えはまた愼の中に溜まっていく。


「愼のせいで、余よ裕ゆうが、なくなったんだから、やでもやめない。……一回、いっしょにいこうな、愼」


　昨日、修吾と自分のそれを擦こすって頂点を迎むかえたことを、ふと思い出す。あのときの痺しびれるような感覚が甦よみがえったようで、愼は小さく震えを覚えた。


「これで終わりじゃないから、いまのうちに覚かく悟ごしとけよ、愼……」


　けれど、耳許で落とされる修吾の言葉に、これにまだ続きがあることを知らされ、またおののきが疾はしる。覚悟なんて言われなくても持っているし、むしろ待ち望んでいることだけど、乱れている修吾の吐と息いきも、熱く愼の耳を打って、限界を煽った。


「……愼」


　名前を呼ばれ、耳の際に口接けが落とされる。そのまま口唇は首、肩と移動して修吾の吐息を愼の肌はだに移していった。愼の中心は変わらず修吾の手で刺激を与あたえ続けられ、内股に挟まれたままの熱はますます熱く硬かたくなっていく。愼はそれを手伝うこともできずにただ喘あえいだ。


「っあ、あぁ、あ……っうン、んっ、あっ……っあ……！」


　含ふくまされた指を、きゅうっと締しめ付けてしまうのが自分でもわかった瞬しゆん間かん、愼のものは限界を迎えた。ほぼ同時に、修吾も到とう達たつしたのだろう。息を呑のむような声が聞こえた。











　んく、と愼は喉のどの奥を鳴らした。


　口の中が、とてつもなく熱い。けれど頰ほおも目の奥も額も首も、そこから下の全部、自分のなにもかもが熱を持ってしまっているいま、これ以上どれだけ熱くなろうとそう変わらないのかもしれなかった。


「……っふ、はぁ、ぁむ……っん、んぐ」


「愼、全部含もうとしなくていい……ゆっくりやれ」


　口を大きく開いて、修吾のものを咥えていた愼は、息を吐はきながら一いつ旦たんそれから口唇を離はなした。つ、と唾液が糸を引いて、それを舐め取るように、今度は先せん端たんに口接ける。そこから滲にじんでくるものがうれしくて、ちゅ、と吸うと、耳に触ふれていた修吾の手が、ぴくっと反応した。


「……っん、んぅ、ふ」


　段々と硬くなっていく修吾の熱に、夢中で愼は口接けた。


（……修ちゃん……気持ちいい、のかな……）


　いっしょに最初の頂点を迎えた後、吐き出したふたりぶんの熱を修吾は愼の奥に塗ぬり込め、さらにほぐした。だがその準備を施ほどこされる合間にふと、一旦力を失っている修吾のものが目に入り、愼はそちらへ手を伸のばした。修吾の膝に横向きに抱かかえられているような状態だったから、それはひどく容易で、もしかしたら純じゆん粋すいに好こう奇き心もあったのかもしれない。未まだズボンは穿はいたままの修吾の中心から覗のぞくそれを、気持ち悪いとも怖こわいとも思わない自分の欲を、自覚したのもひとつだった。


　案の定驚おどろいた様子だった修吾を、「……修ちゃん」と見上げれば、はあ、と息を吐かれてしまった。だが、「愼……俺のこれ、どうしたい？」と訊かれ、すこし考えた結果、昨日修吾がしてくれたことを思い出したのだ。それでそのまま「……舐なめ、たい」と言ったら、苦く笑しようを返された。


　なぜ笑われるのかと思って口を開こうとしたら、じゃあしてくれるか、と促うながされ、修吾の脚の間に跪ひざまずいた。


　そうして、そのやりとりの間になぜかわずかに勃たち上がりかけていた修吾に、恐おそる恐る口接け、それからは無我夢中、という感じだった。


　はっきり言って、昨日修吾が彼の口唇でどんなふうに自分のものを快感に導いてくれたかは、覚えていない。初めて与えられるとんでもない感覚に翻ほん弄ろうされて、その場でそれを追うだけで精せい一いつ杯ぱいだったからだ。


　だから、こうかなこうかな、とさぐりながらの口こう淫いんになってしまう。だが修吾は、愼の拙つたない愛あい撫ぶでも、ゆっくりとではあるが段々と反応を返してくれていた。それがうれしい。


「……っふ、ん、んん……っ、ん、っあっ」


　すると修吾の腕が伸びて、ふたたび愼の後ろに触れた。思わず口を離してしまうと、すり、と頭を撫なぜられる。またそれに促されるようにして、愼は修吾の中心に顔を埋うずめた。


「ん、はぁ……、ん、う、ん……っ」


「愼……ほら、わかるか……？」


　ぐちん、と濡れた音が耳に届いて、指が抜ぬき差しされる感覚を同時に感じる。


「っん、あ、あ……っ、あ」


「愼のここ、俺が触さわったらすぐに、やわらかくなった……」


　さっきからずっと、合間を置いてだがほぐされてきた奥は、すぐにその指を受け入れたようで、修吾が頭上からそんなことを言う。ゆっくりとされているはずなのに、その刺激は抑おさえきれないほど、愼の身体からだの熱を上げていった。


「……愼、とろとろだぞ……俺の指、誘さそい込んでるみたいだな」


「っぅんっ、そ、んな……っ、こと、言わな……っ、あ……っあ」


　すでに、修吾のものをまともに口に含むことすらできない。けれど、かろうじて手を添そえているだけのそれは、硬さを増すばかりのような気がした。


（……も、なんかよく、わかんない……）


　熱の集まる下半身は、もうぐずぐずに溶とけ出しそうだ。後ろを弄いじられているだけなのに、また自分自身も変化していくのがわかる。


「あ、修ちゃん……っ」


「……ん、そろそろいいか」


　これ以上感覚が限界を越えてしまう前に、どうにかしてほしい。そう思って訴うつたえると、修吾は小さく呟つぶやいて、愼の肩かたに手を置いた。それからゆっくり押され、上半身を起こされたかと思ったら、そのまま仰あお向むけにソファに沈しずめられる。


　ぎしっ、とソファのスプリングが軋きしんで、修吾が距きよ離りを詰つめた。


「……愼」


「修ちゃん……」


　はあ、と熱い息を吐き出して、愼は修吾を見上げた。修吾の手が、愼の左の膝の裏を摑つかむ。右膝はソファの背側に立てたままで、左ひだり脚あしを、ぐいっと広げられた。


　ぬ、と修吾の中心が、脚の付け根にあたり、無意識に愼の身体が震える。


「……っあ」


「……なあ愼」


　微かすかな声を上げた愼に、修吾は脚を摑んでいないほうの手を伸ばすと、口こう唇しんにそっと触れた。


「っふ、うん……？」


「ここから、どうしてほしいか、ちゃんと言ってみな……？」


「っ、え……っ、んっ」


　言われたことに驚いて軽く目を瞠みはると、わずかに修吾の腰が進む。たいがい熱くなりすぎている中心に、触れただけでその熱さがわかるなんて、どれだけ自分を翻弄するのだろう。そう考えると、さっきまで微み塵じんも感じなかった、恐きよう怖ふのようなおののきが襲おそってくる気がした。


「ど、してほしいか、言う、の……？」


「……言えたら、愼……あとですげえいいこと教えてやる」


「いい、こと……？」


　ぼんやり問い返すと、うん、と返ってくる。その内容がどういうことにしろ、修吾の、口唇から移動して、頰、眦まなじり、とやさしく自分に触れるてのひらに、愼は最初に感じた恐おそれがなくなっていくのを感じた。代わりに、とくんとくんと、ときめくような胸の高鳴りさえ生まれていく。


（……修ちゃんは、俺が、好きだから……したいんだよね）


　それから、もちろん自分だって、修吾のことが好きだから、してもらいたい。だから、普ふ段だんそんなことを考えられるような場所ではないここで、こんなふうに抱だき合っているのだ。


　それに、自分の中に修吾を受け入れる、そんなすごいことがほんとうにできるのなら、それはどんな気持ちなんだろうか。修吾をもらって、そして、自分は彼のものになる。


（……うれしい）


　そうだ、それはきっと、うれしいにちがいないのだ。じわ、と胸の奥のほうから滲んでくる、この先の確実な歓よろこびを教えるものに、愼は修吾をまっすぐに見つめ返した。


　また修吾の指が触れている口唇を、そっと開く。


「……俺のこと、全部……修ちゃんにあげる、から……修ちゃんのことも、俺に、ちょうだい」


「……愼」


「……っ修ちゃんの、俺の中に、いれ、て……修ちゃん、が、ほしい」


　それでも直接的な言いかたに近づくと、どうしても声が震ふるえてしまう。けれど、それで合格だったらしく、修吾はついっと上半身を伸ばすと、ひとつキスをくれた。


「……最後の最後まで愼に選ばせるなんて、実は俺も、たいがい臆おく病びようだって話だよな。……だけど、だからこそ、愼じゃなきゃだめなんだ……」


「え……？　っあ、あ……っ」


　告げられた言葉の意味をきちんと理解する前に、ひた、と散々弄られとろけた場所に熱があてられた。それから、愼の腰こしをすこしだけ浮うかせるように、自分の脚あしのほうへ引き寄せながら、「力抜ぬいてろよ」と囁ささやく。


「……っんぅ、う……っあ、は、ん……っ」


　力を抜けと言われても自然と身体が強こわばってしまう。けれど、懸けん命めいに緊きん張ちようを解こうとして、逆に力を込めてしまうのはどうしようもなくて、拳こぶしを握にぎった手を口に当て耐たえようとした。


　すると、その手を取られ、修吾のそれと指を交差させるように繫つながれる。そのままきゅ、と握りしめられてソファに押し付けられた。


「……愼、俺が好き？」


「っん、あ、うん、ん……っ、すき……っ、すき」


　飽ほう和わ状態の頭に問いかけられて、それでも間ま違ちがえようもない返事をする。だが、ぐに、とわずかに先せん端たんが入り込んで、愼が声を上げそうになったとき、修吾の口唇が耳みみ許もとを掠かすめた。


「……俺も好きだよ」


「っあ、あぁ……っ」


　今日何度目かのその言葉にタイミングを合わせて、修吾のものが深くなる。


「……愼が、好きだ」


「あ、ん……っあ、ぅ……っひぁ、あ」


　囁かれるたびに、ずっ、ずっ、と奥へ進んでくる修吾の熱が、愼の中を灼やけ付くように焦こがしていく。深くなればなるほどに、抵てい抗こう感がなくなっていくのは、どういうことだろう。


　修吾と繫がっている場所から、たとえようのないなにかが疾はしり抜けていって、背中を伝い、首の裏を通り、脳のう髄ずいまでも犯したように思えた。


「……愼、全部、入った」


　そうして、ふっと囁かれた言葉に、愼は涙なみだの滲にじむ目を向けた。隙すき間まもないくらいに含ふくまされたそこが、じんじんと痺しびれている。心臓が、暴走するかのような音で鳴っていた。


「……っん、あ、しゅうちゃ、の」


「うん……痛く、ないか？」


「んっ……ない、けど、いっぱいで、なんか、すごい……ふぁっ、あ……っ」


「……っ愼」


　く、と息を詰めた修吾と、中でさらに膨ふくらんだものに驚おどろいて、愼は目を瞠った。


「っや、あ……っあ」


「……も、しばらく待とうかと思ったけど、やっぱだめ、だな」


　そんな呟きが聞こえて、修吾がぐんっと腰を揺ゆらした。まだその存在に慣れきってはいない中を、ふいに擦こすられて、背中が跳はねる。


「っあう、しゅうちゃん、なに、あ……っあ、あっ」


「……その辺の、無自覚さは、どうにかするべきか、それともこのまま、がいいのか……」


「っひあ、あ……っ、んん、やぁ、急にうごかな……っ」


　初っ端ぱなから、ついていけずに振ふり落とされそうで、必死で訴える。だが、「愼が悪い」と耳許に落とされて、意味もわからないまま、熱を穿うがたれた。


「それに奥、すでにすげえとろとろだから、動いても、案外平気だろ……？」


「んあっ、あ……っう、わかん、な……あっ、ん……っ」


　濡ぬれた卑ひ猥わいな音が繫がった場所から響ひびく。ずずっと引いた熱が、出切る寸前でまた返ってくるたびに、その奥になにかを植え付けられるような感覚がした。それが快感の切れ端はしだと気が付くと、途と端たんに脚の先まで痺れていく。


　平気かどうかなんてわからないと一いつ瞬しゆん思ったが、繰くり返されるそれは、確実に愼の中を変えていった。


　さらに腰を進めた修吾が抜ぬき差しをするたびに、背中に疾る震えが大きくなっていく。涙の膜まくが張ってぼやけた視界の中でも、修吾に摑まれた脚の先でつま先が揺れるのが見えた。


　ぐい、とその手に力が入って、さらに脚を開かされても、もうわずかな抵抗もできない。


「っあ、あ……っしゅうちゃ、んっ、んっあ」


「……前も、触さわってないのにこんな、濡れてる」


　薄うすい腹に向かって震えていた愼の中心を、修吾のてのひらが押さえるように触ふれた。揶や揄ゆされた通り湿しめった音がして、擦るように弄いじられるともう、ひと際きわ甲かん高だかい声が漏もれてしまう。


「あン……っ、あ、や、あ……っ」


「……ああ、前弄ったら、いま、すげえ後ろ、動いた。やらしいな、愼……」


「やぁ、あ……っそんなの、知らな……っ、ああ、あっ」


　けれど、そう言われて後ろを意識すると、修吾が動くのに合わせて蠢うごめく中を感じてしまう。自分の身体からだなのに、自分で動かしている感じがまるでなくて、けれどたしかに、それは自分が望んでいることだとわかった。


「……愼は、こっちも、すげえ敏びん感かん、だな……熱くて、溶とけそう。それに愼……気持ちよさそうな顔、してる」


「ぅんっ、んっ、あ……っ、あ、あ、んっ」


　中はもう、蕩とろけそうなほどに濡れてしょうがなかった。ひっきりなしに喘あえぎが漏れて、我が慢まんできない。


　それに、修吾に揶揄からかわれるくらいの、どんな顔を自分はしているのかが気になってしまう。けれど確かめる術すべはなくて、きゅ、と目を瞑つぶった。それでどうにかなる話ではないとわかっているのに、正常に回らない頭ではまともな行動ひとつできない。


「愼……なんで目、閉じてんだ」


「んっ、あ……っだ、て……っ」


「やっぱ顔見られるの、恥はずかしいか……？」


　訊たずねながらもわかっていたらしい修吾の問いに、こくこくと頷うなずく。すると、ぐんっと中の修吾の角度が変わった。


「っあ！……っあ、ん……っ」


　上半身ごと顔が近づいて、吐と息いきを感じる。薄く瞼まぶたを開き、視線をやった愼に、修吾はひどく近い距きよ離りで口を開いた。


「……昨日も言ったろ？　愼の感じてる顔、すげえかわいいって……」


「っで、も……おれ……っ」


「ん……？」


　一いつ旦たん動きを止めた修吾にやさしい声こわ音ねで促うながされて、愼は眦まなじりから溜たまった涙が零こぼれるのを拭ぬぐう余よ裕ゆうもなく、熱い息を吐はき出した。


「……俺、おかしく、ない……？」


「……なにが？」


「っは、じめて、なのに……っこんな、すぐ、き、きもちい、なんて……っ修ちゃん、あきれたり、しない……っ？」


　こうしている間にも、修吾は動いていないのに、中の熱がうれしいというように奥がどくどくと脈を打ち刺し激げきを待っているのがわかる。気を抜くと、早くまた動いてと、ねだってさえしまいそうだった。


　修吾を好きだからそうなるのだと思考が言い訳を探してきても、初めての体験で感じてしまう不安は消すことができない。


「……あのな、愼」


「っん、んぅ……っ」


　至近距離にあった修吾の口こう唇しんが愼のそれに吸い付いて、深く重なる。だがそう長くはなく、ぬくもりを教えるくらいで離はなれた修吾は、愼の額をそっと撫なぜた。


「つい愼の泣き顔とか困ってる顔とか見たくて、意地悪言うのは俺の癖くせだけどな。……初めてだから、うんとやさしくするべきだったか」


「……っ修ちゃん、は、やさしい、よ……？」


　今日はそんな、修吾が言うようなことは思わなかった愼が、はふ、と治まらない上がる息を吐きながら言うと、小さな笑いが返ってくる。


「そうか？　ならいいけど。……でも愼、べつに愼はおかしくないよ。それに俺は、愼が感じてくれるんなら、そのほうがうれしい。好きな子が自分に触られて、気持ちよくなってくれてんだから、反応が早いからって呆あきれたりするわけないだろ」


「……ほん、と……？」


「つうか、気持ちよくしようとして動いてんだから、これくらい感じてもらわないと、俺の自信がなくなるっての」


　そう言う修吾に、愼は瞬まばたきをひとつして、わずかに首を傾かしげた。


「……修ちゃんが、自信なくなる、なんて、あるんだ……」


「……愼、こら」


　呟つぶやき小さく睨にらまれ、愼はくすりと笑った。すると中も連動してしまい、喘ぎが漏れる。


「んっ……はぁ、修ちゃん……」


　もう何千回も何万回も呼んだ名前を、またさらに愛いとしさを込めて呼ぶと、愼はそっと修吾の首に腕うでを回した。頭を浮うかせ、きゅう、と抱だきつく。


「……いちいち止めて、ごめんね……？　も、だいじょぶだから、続き、して……」


　そう告げると、修吾の口唇が愼の首筋を強く吸った。そしてそのままの位置で、囁ささやきが落とされる。


「じゃあ小休止、おわり。……もう止めないからな」


　そう言ってすぐに、愼の中に入ったままだった修吾は力を取り戻もどした。それどころかさらに大きくなる修吾に翻ほん弄ろうされていくまま、どうにかなってしまいそうだった。


　この短い間で、びりびりと指先まで痺れるほどの感覚を、快楽だと教えられ、そしてそれが、歓かん喜きに繫つながるなんて。


「気持ちいい、か……？　愼……」


「んぅっ、んっ、い……っいい、よ……っあ、んっ」


「どんなふうに、いい……？　愼、ほら……教えてくれ、よ」


　ぐじゅ、と濡れた音を立てて、繫がった箇か所しよにさらに深く熱が埋うめ込まれる。


「ひぁ、あっ……っあ、おく、が……っ」


「ん……？　奥おくが、どうなってる……？」


　恥ずかしいことを言わされているという自覚もなく、いつもより数段低い修吾の声に促されて、続きを口にしてしまう。


「っなん、か……っあ、やぁ、も、おく、しゅうちゃんの、で、溶けちゃ……っ」


　もう何度も突つかれた奥は、普ふ段だんだったら聞くに堪たえない水音と、いろんな体液が溢あふれてしまっている。摩ま擦さつはすぐにでも快感に変わるようになって、内ない壁へきはぐずぐずに蕩けているように愼には思えた。


「……愼、おまえ、な……」


　荒あらい息を吐きながら呟いた修吾は、無意識に閉じかけていた愼の脚あしを広げると、さらに強く早く熱を穿うがった。


「っア！　んあッ、っあ、ああ……っん、んっ」


　ぐんっと中の修吾がまた大きくなる。これ以上はないと思っていたのに、それでもそれを、うれしいというように包み込んでうねる自分の中に、煽あおられた。中心を弄られる手もあって、もう、すこしも我慢なんかできないと声を上げる。


「っあ、あ、あ……っしゅ、ちゃ、あっ、もやだ、あ、いっちゃ、あん、いっちゃ、う……っ」


「……愼、っ」


「んあっ、やあっ、ああ、ア……！」


　きゅう、と奥が絞しぼられるように収縮したところで、そこに叩たたきつけられる熱いものが、最後の刺激になった。


「……っはぁ、あ……っ、ぁ……、ん」


　一いつ瞬しゆん無音に感じた世界に、烈はげしい鼓動の音が返ってきたときには、上がりまくって治まる気配のない、自分の荒い息が耳についた。


「……っ、愼……」


「しゅう、ちゃん……っん、んぅ……ふ」


　こちらもまだすこし呼吸が乱れたままの修吾に口唇を食はまれ、甘い息さえも逃のがさないように、ゆっくりと丹たん念ねんに咥こう内ないをさぐられた。その緩ゆるやかさと甘ったるい刺激に、まだまともに戻らない頭が、またとろん、と溶けていく。


「……愼？」


　うっとりと目を閉じると、修吾の声が遠くなった。そのまま、上下の睫まつ毛げがくっついてしまったかのように瞼が開かない。開けようとする意思はどんどん奥へ沈しずんでいって、すぐにわからなくなってしまう。


　そうしてすうっと、どこかへやさしく落ちていくように、愼は意識を手放した。





　　＊　＊　＊





　どこかぼんやりした世界で、愼は辺りを見回した。


　ここはどこだろう、と思っていると、ふいに周りの景け色しきが緑に囲まれた山間のものになる。新緑に溢れる空気の中に、点々と存在する建物は、いわゆる別べつ荘そう、というやつだろうか。それから、そういえばなんか暑い、と感じて、ああ夏休みだっけ、と思い出した。


　そこで、愼、と名前を呼ばれた気がして、振ふり返る。だれが呼ぶのよりも、いちばん好きな響ひびき。呼んでいるのはもちろん、修吾で、振り向いた先で微笑わらうその姿に、うれしくて駆かけ寄った。


「……修ちゃん……」


「うん？　起きたか？」


「……ん、え……？」


「よく寝ねてたな。気が抜ぬけて、寝不足だったの身体からだが思い出した感じだったぞ。チャイム鳴っても起きなかったし」


　すり、とこめかみにかかる髪かみをかき上げるように撫ぜられて、愼はぱちぱちと瞬きを繰くり返した。頰ほおに感じるのは、革張りの感かん触しよく。わずかに顔の角度を変えると、こちらを見下ろしてくる修吾の笑えみが視界に入った。


　そこでようやく、自分がソファに横になり、ブランケットにくるまれていることに気が付いた。


（……あれ、夢か）


　どうやら夢を見ていたらしい。脈みやく絡らくもない変な夢だった気がするが、なぜもう夏休みで、別荘なのだろうか。


「……修ちゃん、俺、なんか変な夢見た……」


「夢？」


　同じソファにスペースを見つけて腰こし掛かけ、脚を組んだ修吾が、首を傾かしげる。自分の声が微び妙みようにいつもとちがう気がしたが、そのまま、うん、と頷うなずいてまだ覚めきれない思考のまま口を開いた。


「なんかね……山にいてね、別荘みたいなのがあって、そこで修ちゃんがいて……」


「……あれ、ひとりごとのつもりだったのに、睡すい眠みん学習みたくなったな」


「え？」


　修吾の呟きに視線を返すと、今度は額を撫ぜられる。


「愼、さっき俺が、いいこと教えてやるって言ったの、覚えてるか？」


「さっき……？」


　とはいつのことだろうか、と曖あい昧まいな記き憶おくを辿たどろうとした愼に、つい、と腰こしを折った修吾が顔を近づける。顔の横に手をつかれると、ぎし、とソファが軋きしんだ音を立てた。そのまま耳みみ許もとに囁きが落ちる。


「……愼が、俺が欲しいって、ちゃんと言えたときだよ」


「……っ」


　ばーっとすごい勢いで記憶が甦よみがえって、間近にある修吾を見返した愼は真っ赤になった。そうだ、そもそも自分がこのソファに横になっているのは、諸々のことが済んだからだ、ということをやっと認にん識しきする。


　変な夢見でぼけていたが、修吾と───。


（……最後まで、したん、だ、俺……）


　そう思えば、全身のだるさや、それ以上の甘ったるい気持ちも自覚できた。なんだか喉のどが酷こく使ししたように掠かすれている気がしたのにも理由がつく。


「思い出したか？」


　目の前にある修吾の目が、細く眇すがめられて、笑みを作る。その顔はすこし意地悪そうで、けれどやはり、ひどく格好よく愼には映ってしまい、鼓こ動どうが跳はね上がった。


　あのときは無我夢中だったが、そういえばそんなことを修吾は言っていた気がする。


「……っお、思い出した、よ」


「それが、別荘」


「……へ？」


　愼が間ま抜ぬけな声で訊きき返すと、小さく笑いが降ってくる。


「さっき、寝てる愼に話しかけてたんだ。───これで夏休みは、ふたりで別荘だな、ってさ」


「？　どういう……」


　まだわからない。首を傾げる愼に、修吾はまた手を伸のばすとやわらかく髪をかき混ぜながら口を開いた。


「もうちょっとさかのぼるけど、俺のバイト、交こう換かん条件付きだって言っただろ？」


「あ、そういえば……」


「それがいいこと。……実はあの店のオーナー、別荘持ってんだ」


「……って、もしかして」


　頭皮をやさしく撫なぜられる感触にうっとりしながら呟つぶやくと、修吾が頷く。


「そう。その別荘を、夏休みに貸してくれるっていう条件だったんだよ。……その頃ころには俺も会長職はお役やく御ご免めんだし、ようやく、愼との時間が取れるからさ」


「……じゃ、そこに俺を誘さそってくれるつもりだったの」


「そこの別荘なら、だれにも邪じや魔まされないですむし、いままですれ違ちがってたぶん愼とふたりで過ごしたかったんだよ。それで、選挙間近で生徒会も忙いそがしかったけど、その条件提示されて、ぐらついた。高校生の俺じゃ、やっぱ愼にしてやれることは限られてくるし。……バイト内ない緒しよにしてたのは、後で教えたほうがサプライズ度も上がるからいいかってのもあったんだけど、見事に裏目に出たな」


　それだけは失敗だった、と息をつく修吾に、愼は上半身を起こすと腕うでを伸ばした。ぎゅっと抱だきついて、その胸に頭を擦こすりつけるようにふるふると首を振る。


「……そんなことない。うれしい……修ちゃんが俺のこと、考えてくれてたの、うれしい」


「……愼」


「そりゃ、最初に教えてくれてたら、誤解せずにすんだかもしれないけど、結局俺……いろいろ、自分の中で不安とかそういうのぐるぐるしてたから、それが今回のことで全部解消できたし、いいんだ」


　自分は修吾に釣つり合うのか。ほんとうに隣となりにいていいのか。そんな気がかりを抱かかえたままだったら、結局はどこかで綻ほころんでしまっていたかもしれない。けれど、比嘉にかき回され、修吾と一度すれ違ってしまったことで、わかったものがあった。


　どんなに自分と修吾にちがいがあっても、だれになにを言われようと、それでも彼を好きな気持ちはなくならない。修吾を想おもう心だけは、消すことができなかった。


　修吾との間に差があるのなら、追いつけるように走ればいい。その距きよ離りが縮まるように、あきらめないでいればいいのだ。


　だって、どうあがいたって、修吾のことを好きなことだけは、変わらないのだから、ならちゃんと自分らしく前を向いていくほうがいい。それがわかった。


「……ほんとはさ」


　ふと、修吾が呟く。それに顔を向けようとすると、きゅ、と抱きしめ返され、修吾の肩かた口ぐちに顔を押し付けられた。


「その別荘で、ちゃんと愼のこと抱こうって思ってた」


「え……？」


　瞬まばたきをする愼に、修吾の苦く笑しようじみた声が応こたえる。


「さっきも言ったけど、俺は小学校の頃から愼のこと好きだったんだよ。それこそ、しばらくの間は愼が俺のことちゃんと好きになってくれるまで待つ気でいたし、結構長期計画だったわけ。けど、友情から恋れん愛あい感情に変わった愼の気持ちはわかっても、俺は欲張りだからさ、もっともっと、って思った。もっと、愼に俺のことを好きになってもらいたい、もっと、愼が俺から離はなれられないようにしたい、って」


「……修ちゃん……」


「年季が入ってるうえに執しゆう念ねん深い想いだよな、我ながら。それで、愼から告白してくれたときには、これでやっと愼のこと全部俺のものにできるって、そう思ったけど……誤算がひとつ」


「誤算……？」


　愼が首を傾げると、修吾は、ああ、と頷く。


「愼が、俺しか目に入んないようにしたのは、計画通り。けど、だからこそ、愼のその、昔から変わらないまっすぐさは、いざってときに俺にストップをかけさせる理由にもなった。……愼、俺がキスしたりちょっと触さわるたびに、結構びくびくしてただろ」


「……そ、それはだって、俺、そういうの、慣れてなかったし……っ」


　そんな指し摘てきをされて恥はずかしくなり、赤くなりながら言い訳を呟いた愼に、修吾はまた抱きしめる腕に力を込めた。


「うんまあ、ほかのだれかで慣れさせるつもりなんかもちろんなかったから、それはいいんだけどな。でも、そういう反応見てるとさ、もうちょい待つべきかなって思ったりもしたわけだ。いままで待ってられたんだから、もうすこし愼が、俺に触られることに慣れるまで、ちょっとずつ進めてくほうがいいかっていう建前と、これ以上は待てないっていう、浅ましい本音が攻こう防ぼうしてたんだけど」


　ふ、とそこで修吾は微かすかに息を吐はいた。


「あいつ……比嘉の、愼に対するちょっかいがしつこくなってきて、それに気付いたらなんか、我が慢まんの二文字がすっ飛んでさ。いろいろ暴走して愼のこと怖こわがらせたし。それでも───愼のこと手放すつもりなんか微み塵じんもなくて、やっぱちゃんと俺のもんだってこと、確かく認にんしたかったんだ。愼もちゃんと、俺のことそういう意味も込みで好きだってわかったら、そんな本音にもう噓うそもつけなくて。……結局、ベッドどころかソファで、なんの準備もなく愼を抱くことになったな」


「ソファ、やだった……？」


　ふと向けたその問いには、おかしそうな笑いが返ってきた。


「やなわけないだろ。むしろそれは俺のほうが訊きたい。……場所がどこでも、俺はすげえ、うれしかったよ。───愼は俺の初はつ恋こいの相手なんだからさ」


「……え？」


　言われた言葉に驚おどろいて目を瞠みはると、わずかに身体からだを離される。目の前で、修吾の端たん正せいな顔が、これ以上ないくらい綺き麗れいな笑えみを浮うかべた。


　どくんっと跳ねる心臓が苦しくて、息を呑のむ愼にその微ほほ笑えみのまま顔を傾かたむけ近づきながら、修吾は囁ささやく。


「……愼のこと、愛してるよ」


「修ちゃ……ん、ん……」


　ちゅ、と軽い音を立てて重なった口こう唇しんは、一いつ旦たん離れ、合間に視線が合う。すでに潤うるんでしまっている目で見つめると、修吾は視線で笑ってキスをくれた。


　修吾の言葉が、じん、と胸の奥に染み込んで、施ほどこされる口くち接づけの感覚だけでなく愼を蕩とろかしていく。


　やわらかく啄ついばんで、弾だん力りよくを増していく口唇が、すっかり濡ぬれてしまう頃には、愼の口から吐き出されるのは熱い吐と息いきとあえかな喘あえぎだった。


「ぁ、ん……っンぅ、ん……っ」


「……もいっかいするか？」


　キスを解いた口唇が、耳みみ許もとでそんなことを言う。ぴくんっと肩かたを揺ゆらした愼は、すっと肩を撫ぜられて、自分だけまだ服を身につけていないことに、いまさら気が付いた。気持ち悪さは感じないことから、どうやら修吾が一応清めてくれたようだ。だが、かけてもらっていたブランケットは、起きあがったときに下半身のみを隠かくすだけになっている。


「ん……っ、しゅう、ちゃ……でも」


「なに？」


「俺、どれくらい寝ねてたの……？　授業、始まっちゃった……？」


　裸はだかの背中を撫ぜながら肩口にキスを落としていた修吾が、顔を上げた。


「授業はとっくに始まってるけど、愼は今日一日サボりだから」


「え？　なんで……」


「……あのな、愼、おまえいま自分がどんな顔してるかわかってるか？　こんな顔の愼をひとりで教室に帰せるほど、俺は心広くないんだって」


「って言われても、どんな顔……っん、や……っあ」


　修吾の手が、背中からするっと臀でん部ぶのほうへと下りて、愼は声を上げた。散々触ふれられたはずなのに、まだそこはこうして弄いじられるたびに新しい感覚を生んでいく。


「やっ、あ……っ、ん、修ちゃ、……っあン、ん……っ」


「……俺も一日サボる。……つか、昼前に帰るぞ。さすがにここじゃ、見つかるからな」


「っん、い、いの……？　修ちゃん、まで、そんな……選挙のとかまだ、っあ、んっ」


　くち、と濡れた音が聞こえて、奥が修吾の指を呑み込んだのがわかる。だが、快感に流される前にと、眉まゆ根ねを寄せて修吾までそんなことをして支障はないのかと訊たずねた。すると修吾は、ふたたびキスを仕し掛かけながら答える。


「……いまの俺は、生徒会長じゃなくて、愼の恋こい人びとなんだよ。……初めてちゃんと好きな子を抱いた日に、一日くらいゆっくり余よ韻いんに浸ひたらせてもらっても、罰ばちは当たんないだろ。……な？」


「……ん、えへ……ふ」


　恋人、という言葉がうれしくて抑おさえきれない笑みを零こぼすと、やんわりその笑ったままの口唇を塞ふさがれた。


　甘いキスを受けながら、ふと愼はテーブルを挟はさんで置いてある、ひとりがけ用の二脚のソファに目を留とめる。片方の座部にある自分のバッグを見つけて、思い出したものがあった。


「……っん、……あ、修ちゃん、ちょっと待って……」


「なに……やめては聞かないぞ」


「ん、じゃなくて……あの、ケータイ……」


「ケータイ？」


　おそらくドアのところに落としていたバッグを、修吾が拾ってソファの上に置いてくれたのだろう。そちらを指さすと、つと修吾は愼から離れてバッグごと持ってきてくれた。


　受け取った愼は、外ポケットから携けい帯たい電でん話わと、それから今朝までそこにくっついていたストラップを取り出した。


「愼、それ……」


「うん……あの、修ちゃんに嫌きらわれたって思って、そしたらこれ、いつまでもつけてたらだめかなって外したんだけど……もう、またつけても、いいよね」


　ストラップ用に施されている小さな穴に紐ひもを通して、愼は笑みを浮かべた。ぷらん、と揺れる、赤い亀かめ。ちっともかわいくないのに、愛いとしさが増すばかりの、不思議な存在。だけどどんなに高価なものと交こう換かんしてやると言われても、きっと自分が頷うなずかないことだけはわかる。


　───修吾にもらった、愼の大事なものだ。


　それをもう、ひっそりと隠し持つ必要はなくなった。また堂々と、だれに揶揄からかわれようと、つけていられる。


「……あのね、修ちゃん。修ちゃんはいろいろ試行錯さく誤ごして、俺にしてくれようとするけど、俺単純だから、修ちゃんからなら、なんでもうれしいんだ」


　そう言って笑う愼に、修吾は眉を上げる。


「そうか？」


「うん。……かわいくない亀だってかわいく思えたのも、修ちゃんのおかげだもん。……修ちゃんを好きだから、思えたことなんだ。だから、この亀も大事だけど……それ以上に、修ちゃんがくれたってことが重要なんだよ」


　きっと、気持ちひとつで、がらくただって宝物になる。それが、修吾を好きなことの、証あかしのひとつなんだと思えた。


　そして、それをくれたのが、間ま違ちがいなく修吾であるということが、愼をしあわせにする。


「……じゃあ愼」


　ふと、またソファに乗り上げてきた修吾が、愼の手から携帯電話を取り去ってテーブルに置いた。それから、自分の体重をかけるように愼の身体を倒たおす。


「修ちゃ……んっ」


「……愼が望んだ通り、俺の身体も気持ちも全部やったんだから、それもたいせつにしてくれるか……？」


　そうして小さく笑みを含ふくんで囁かれた言葉に、愼は目を瞠ってから、じわ、と微笑んだ。


　そんなの、修吾自身だけでもう、愼のものでなくてもすでにすごい価値があるのに、それを自分にくれたと言うのなら。


「……一生、たいせつにする」


　たいせつにするよ、修ちゃん。そう言って笑みを深めた愼に、修吾は、「よろしくな」とたのしそうに笑った。


　そのまま口唇が近づいてきて、キスが再開される。始まりを告げるような深いそれを、愼はたいせつに受け入れた。同時に身体に触れる修吾のてのひらに甘い声を上げれば、惜おしみなく自分を呼んでくれる声がある。その声も好きだ。もちろん甘い声も意地悪な声もどこか必死な声も、全部愛しい。


（……あ、俺も、って言ってないや）


　愛しい、で思い出したさっき修吾がくれた言葉に、自分からは返していないことにふと気が付いた。それから、いつ言おうかな、とこの行こう為いの中でのチャンスを探すことにする。


　その言葉を伝えたときの修吾に、そのあとどんな目に遭あわされるかは、まだまだ自覚のない愼には思い至らない。


　そうして修吾のくれるぬくもりにうっとりと浸りながら、ふと、すでに涙なみだに滲にじんだ視界の端はしに、テーブルから下がる赤い亀を見つけて、ひそやかに愼は微笑んだ。
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